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東京大学タンデム加速器研究施設 概要 
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２．装置概要 
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表．MALT タンデム加速器の概要 

 

 

２-１．加速器質量分析（AMS） 
}Ś�ƃĝĘŰ�ƂMVŽAMSĚ'�%,ŻŰ�ž 

AMSƃ10Be, 14C, 26Al, 36Cl, 129I��Ľ��5#�+¦ñĩ+ AMS8ņ�4ŉĹ,��w&,�Y�Ċ
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２-２．核反応分析（NRA） 
}Ś�ƃĝĘŰ�ƂMV� Ž\ĜĞ*/Ü¸)�ƀ�w,�ġſłēČ}Ś�Bž 

NRAƃÿĵ+¯ť(~1018 /cm3)ſċ�xÁ(
z~1 nm)ſŴwxÁ(
x~20 µm)�ÿĵŸÏŧ� 

ŔŻĠĭ&+ĳ²xðſŻĠĭ&+āĚxðſ§þ�[&+!+¡xð��Ľ 

PelletronTM Tandem Accelerator
Voltage [MV] 1.0～5.0
Maker/Type NEC Pelletron 5UD
Completion 1993
Location Bunkyo-ku, Tokyo, Japan

Management Micro Analysis Laboratory, Tandem accelerator
The University Museum, The University of Tokyo

Charging system Pellet Chains System
MC-SNICS 1 (S1: Multiple Use)

MC-SNICS 2 (S2:  Currently not used)
Accelerated ion species H+, 15N2+, C4+, Be3+, Al3+, Cl6+, I5+

AMS (Accelerator Mass Spectrometry) (10Be, 14C, 26Al, 36Cl, 129I )
PIXE

NRA (15N (p, α) 12C )

Ion souce

Usage
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図１．MALT のビームライン構成 
 

 
 
３．世界の動向 
 
３-１．加速器質量分析（AMS） 
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３-２．核反応分析（NRA） 
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図２．世界の AMS施設 
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図 3．世界の NRA 施設 
 

４．利用状況 
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図 4．加速器年間運転時間と利用内訳 
 
 
最近の主たる利用者（研究代表者） 
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共同利用研究採択課題一覧 



課題番号 研　　究　　課　　題 研究代表者 所　属 採択年度

A001 ラザフォード後方散乱に関する学生実験 中澤 正治 東京大学大学院工学系研究科 H9
A002 ラザフォード後方散乱を用いた学生実験 中澤 正治 東京大学大学院工学系研究科 H11
A003 PIXE分析法を用いた学生実験 中澤 正治 東京大学大学院工学系研究科 H13
A004 重イオンERDA/RBS法を用いた機能性酸窒化物薄膜の組成分析 廣瀬　靖 東京大学大学院理学系研究科 H23
A005 重イオンERDA法を用いた酸窒化物・酸フッ化物薄膜の組成分析と電気・磁気特性の解明 廣瀬　靖 東京大学大学院理学系研究科 H25
A006 高移動度非晶質混合アニオン酸化物薄膜の開発 廣瀬　靖 東京大学大学院理学系研究科 H27

B001 10Be・26Al-AMSのためのΔE-E検出器の開発 谷川 勝至 東京大学大学院理学系研究科化学専攻 H9
B002 129I-AMSシステムの開発 羽鳥　聡 東京大学原子力研究総合センター H9
B003 14C年代測定によるブラックカーボンの起源・性質に関する研究 鈴木　款 静岡大学理学部 H9
B004 植物葉中の14C分析による大都市環境汚染の研究 春原 陽子 東京大学大学院理学系研究科化学専攻 H9
B005 バイカル湖底泥に記憶された古地磁気逆転時の10Be濃度変動の検出 堀内 一穂 東京大学原子力研究総合センター H9
B006 表面照射年代法による東アジア地域の氷河前進期の推定 池田  安隆 東京大学大学院理学系研究科 H9
B007 大気・海洋中の10Beの分布(II)－大気中の生成速度及び地球上の物質循環に関する研究 永井 尚生 日本大学文理学部 H9
B008 AMSを用いた堆積物・海水中の14C・10Be濃度測定による地球科学(古海洋学)への応用 平　朝彦 東京大学海洋研究所 H9
B009 10Beによる島弧マグマへの堆積物の寄与の研究 兼岡 一郎 東京大学地震研究所 H9
B010 太平洋・日本海産のマンガン堆積物の成長速度 小林 貴之 日本大学文理学部 H9
B011 加速器質量分析法によるアルミニウムの脳に対する毒性の研究 小林 紘一 東京大学原子力研究総合センター H9
B012 アルミニウム耐性植物の細胞内でのアルミニウムの(分布と)作用解明 正岡 淑邦 九州農業試験所 H9
B013 鉄器などの金属遺物の年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H9
B014 土器などの考古遺物の直接年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H9
B015 屋久杉の年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H9
B016 骨化石の年代決定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H9
B017 年代測定室測定試料のクロスチェック 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H9
B018 隕石の宇宙線照射履歴に関する研究 永井 尚生 日本大学文理学部 H9
B019 深海底宇宙起源球粒(スフェルール)中の10Be、26Alの測定 小林 紘一 東京大学原子力研究総合センター H9
B020 中高エネルギー光核反応における軽核生成の研究 永井 尚生 日本大学文理学部 H9
B021 36Cl-AMSシステムの開発 羽鳥　聡 東京大学原子力研究総合センター H9
B022 Be同位体による古代土器産地推定の試み 今村 峯雄 国立歴史民俗博物館 H9
B023 バイカル湖底堆積物中の10Be測定によるアジア大陸古環境の解明 堀内 一穂 東京大学原子力研究総合センター H9
B024 Be同位体による日中土器胎土の比較研究 坂本　稔 国立歴史民俗博物館 H12
B025 クントゥル・ワシ遺跡出土遺物の年代測定 丑野　毅 東京大学総合研究博物館 H10
B026 10Be及び26Al測定による北アルプスの地形形成年代測定 堀内 一穂 東京大学原子力研究総合センター H10
B027 InversePIXE法による59Niの測定 小林 紘一 東京大学原子力研究総合センター H11
B028 生理活性物質のオリジン探索法の開発 西郷 和彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H11
B029 日本に分布する赤黄色土の絶対生成年代に関する研究 松本　聡 東京大学大学院農学系研究科 H11
B030 古代神代杉および秋田杉年輪中放射性炭素濃度の研究 櫻井 敬久 山形大学理学部 H11
B031 水月湖底堆積物の10Be分析 堀内 一穂 東京大学地震研究所 H12
B032 与那国島海底構造物の表面照射年代測定 小林 紘一 東京大学原子力研究総合センター H12
B033 表面照射年代測定法による与那国島海底通称「遺跡ポイント」および陸上「サンニヌ台」の露出年代算出松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H14
B034 Al-26 Interlaboratory comparison プロジェクト 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H12
B035 26Alおよび27AlをトレーサーとしたAMS及びPIXE分析による植物のアルミニウム結合タンパク質解析斎藤　彰 九州沖縄農業研究センター H13
B036 無機固体試料中の炭素14測定法の基礎研究 今村 峯雄 国立歴史民俗博物館 H13
B037 海水，海性炭酸塩の放射性炭素同位体および炭素・酸素安定同位体測定 鈴木　款 静岡大学理学部 H13
B038 14C年代測定法による駿河湾深層水溶存無機炭酸および溶存有機物の性質・起源に関する研究 鈴木　款 静岡大学理学部 H13
B039 東京大学における10Be-26Al表面露出年代法の実用化と応用 堀内 一穂 東京大学地震研究所 H13
B040 環境試料および地球化学的試料のための129I-AMSシステムの確立 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H14
B041 地球表層における10Be等の宇宙線生成核種の分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H14
B042 500万年前以前のバイカル湖底堆積物の年代を10Beより正確に知る試み 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H14
B043 ベリリウム同位体による北関東出土縄文土器の比較研究 今村 峯雄 国立歴史民俗博物館 H14
B044 退氷期の水月湖底堆積物中の10Be変動 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H14
B045 深海さんごの炭素-14年代測定と希ガス濃度の研究 佐野 有司 東京大学海洋研究所 H14
B046 サンゴ年輪の14C解析による大気・海洋循環変動の研究 茅根　創 東京大学大学院理学系研究科 H14
B047 韓国花崗岩ドーム・トアの形成年代と形成プロセス 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H14
B048 小笠原諸島に分布する土壌の時系列に基づく理化学性の変化と成因的特徴 前島 勇治 東京大学原子力研究総合センター H14
B049 広域テフラ試料の14C年代測定法の検討 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H14
B050 貝資料による海洋リザーバー効果の研究 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H14
B051 島弧マグマ活動のタイムスケール研究のための火山岩のベリリウム10分析 中井 俊一 東京大学地震研究所 H15
B052 加速器質量分析法によるアルツハイマー病の病因の研究 湯本　昌 千葉工業大学工学部 H15
B053 宇宙線生成核種から求めた房総半島南部丘陵における頂部平坦面の露出年代 松倉 公憲 筑波大学地球科学系 H15
B054 41Ca測定方法の開発 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H15
B055 14CとHe同位体比をトレーサーとした海水循環の研究 佐野 有司 東京大学海洋研究所 H15
B056 中高エネルギー中性子による軽核生成の研究 松村　宏 高エネルギー加速器研究機構 H15
B057 カリブ海沿岸域における完新世海水準変動に関する研究 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H15
B058 東京大学構内出土資料の年代測定 原　祐一 東京大学埋蔵文化財調査室 H15
B059 元素分析-質量分析システムを用いた測定試料調製 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H15
B060 北部ペルー形成期遺跡出土遺物の年代測定 丑野　毅 東京大学総合研究博物館 H15
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B061 高精度年代測定法の活用による歴史資料の総合的研究 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H15
B062 古木単年輪の放射性炭素濃度変動のAMS測定 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H15
B063 琵琶湖堆積物の10Be経年変化 松崎 浩之 東京大学原子力研究総合センター H15
B064 モンゴルステップ草原下土壌に生成する無機炭酸塩集積層平均滞留時間の解明 田村 憲司 筑波大学生命環境科学研究科 H15
B065 Be同位体比を用いた島弧マグマの成因に関する研究 中井 俊一 東京大学地震研究所 H15
B066 26Alを用いた南極隕石の落下年代測定 福岡 孝昭 立正大学地球環境学部 H15
B067 珪岩中に生成した宇宙線生成核種の測定 柴田 誠一 京都大学原子炉研究所 H15
B068 スイスアルプスにおける解氷に伴う氷食谷の地形変化年代 松倉 公憲 筑波大学地球科学系 H15
B069 バイカル湖周辺の氷河地形・堆積物を対象にした10Be・26Al表面露出年代決定 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H15
B070 モンゴル国アウラガ遺跡(チンギス・カン宮殿址)出土遺物の年代測定 原　祐一 東京大学埋蔵文化財調査室 H15
B071 草原の森林化に伴う生態系炭素貯留量の変化とその要因 大澤雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H15
B072 36Cl-AMS開発 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H15
B073 Al結合タンパク質構造解析・PIXEによる生体金属高感度マッピング技術開発 斎藤　彰 九州沖縄農業研究センター H15
B074 加速器質量分析による超高感度ヨウ素129定量法の確立 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H16
B075 チェルノブイリ周辺土壌中のヨウ素-129の定量と事故当時のヨウ素-131レベルの再構築 村松 康行 学習院大学理学部 H16
B076 植物試料中のC-14濃度の経年変化 村松 康行 学習院大学理学部 H16
B077 森林土壌から検出される土壌菌核粒子の14C年代に関する研究 渡邊眞紀子 東京工業大学大学院総合理工学研究科 H16
B078 サンゴ骨格の14C解析による大気-海洋循環変動の研究 茅根　創 東京大学大学院理学系研究科 H16
B079 テフラの年代測定法の高精度化 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H16
B080 東アジアの古代人の移動と文化伝播 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H16
B081 美術・工芸品の年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H16
B082 原位置宇宙線生成核種年代測定法を用いた花崗岩の風化・浸食プロセス 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H16
B083 南極氷床コア中の宇宙線生成核種の測定に向けた化学処理法の開発 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H16
B084 湖沼堆積物の10Be分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H16
B085 32SiＡＭＳの開発 永井 尚生 日本大学文理学部 H16
B086 海水中のBe同位体の分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H16
B087 土壌・堆積物中の10Beの分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H16
B088 大気・雨水中の10Be濃度分布と変動 永井 尚生 日本大学文理学部 H16
B089 韓国利川市におけるペディメントの形成年代測定 松倉 公憲 筑波大学地球科学系 H16
B090 ハワイ沖深海底堆積物から選別した球粒試料中の宇宙線生成核種（26Al、10Be）の定量 柴田 誠一 京都大学原子炉研究所 H16
B091 古木年輪を利用した古代の宇宙線強度変動の研究 櫻井 敬久 山形大学理学部 H16
B092 高エネルギー中性子によってコンクリート遮蔽体中に生成する36Clの測定 松村　宏 高エネルギー加速器研究機構 H16
B093 マリアナ前弧域、蛇紋岩海山における冷湧水起源炭酸塩沈殿物の沈殿様式解明 加藤和浩 東京大学大学院工学系研究科 H16
B094 宇宙線照射法による水没年代測定の基礎研究 今村峯雄 国立歴史民俗博物館 H16
B095 ドームふじ浅層コア試料の10Be分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H16
B096 10Be・26Al表面照射年代法を用いた東南極氷床の後退史 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H16
B097 最終氷期の南極海洋に関する堆積学的研究 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H16
B098 Be同位体比の島弧横断方向変化からみた沈み込み帯マグマ形成過程に関する研究 中井 俊一 東京大学地震研究所 H17
B099 アルミニウムの神経毒性の研究 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H17
B100 資料の高精度年代測定に基づく総合的歴史研究 坂本　稔 国立歴史民俗博物館 H17
B101 フィリピン群島の完新世中期の高海面の年代決定 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H17
B102 放射性炭素による大気および海水中の有機物の年令と起源に関する研究 鈴木　款 静岡大学理学部 H17
B103 日本産樹木の年輪試料を用いた日本版炭素年代校正曲線の構築 馬原 保典 京都大学原子炉実験所 H17
B104 マリアナ前弧域、蛇紋岩海山における冷湧水起源炭酸塩沈殿物の129I分析 加藤 和浩 東京大学大学院工学系研究科 H17
B105 海水中溶存有機物の高精度炭素１４年代測定法確立に向けた基礎実験 北川 浩之 名古屋大学大学院環境学研究科 H17
B106 日本各地の土壌中のヨウ素129分析 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H17
B107 南極ドームふじ浅層コア中の36Clの測定 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H18
B108 二枚貝の高精度微細成長縞解析および生物地球化学分析に基づく完新世海洋環境変動の高時間分解能復元棚部 一成 東京大学大学院理学系研究科 H18
B109 10Beおよび26Alを用いた青島・波蝕棚の風化・侵食速度の推定 松倉 公憲 筑波大学生命環境科学研究科 H18
B110 台座岩を用いた地表面低下速度測定 松倉 公憲 筑波大学生命環境科学研究科 H18
B111 湖沼堆積物の10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H18
B112 宇宙線生成核種を用いた南半球におけるテクトニクス研究 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B113 湖底堆積物中の10Be濃度変動 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B114 ウラン系列核種年代決定法併用によるサンゴを用いた放射性炭素年代補正 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B115 放射性炭素年代法を用いた西太平洋熱帯域海洋堆積物コアの年代測定 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B116 ルミネッセンス年代測定法と14C年代測定法の相互比較 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B117 ヨウ素-129の土壌中における濃度と分布 村松 康行 学習院大学理学部 H18
B118 アイスコア中10Be濃度の単年分析による太陽周期変動史の解明 宮原ひろ子 名古屋大学年代測定総合研究センター H18
B119 南極氷床中のBe-10の分析法の検討と深度分布の測定 村松 康行 学習院大学理学部 H18
B120 36Clを用いた南極ドームふじ深層コア中の地磁気イベントの分析と高精度化のための測定法の開発横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B121 古木年輪を利用した古代の宇宙線強度変動の研究 櫻井 敬久 山形大学理学部 H18
B122 AMS14C年代測定にもとづく土壌菌核粒子の代謝速度と安定性 渡邊眞紀子 東京工業大学大学院総合理工学研究科 H18
B123 東南極露岩域の表面照射年代法と氷床地質学的データに基づく氷床変動史の復元 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H18
B124 南極ドームふじ氷床コアにおける最終退氷期の10Beと26Al 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H18
B125 ドームふじアイスコアを対象にした10Beと26Alの分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H18
B126 先史時代における居住活動と食性に関する総合的研究 小林 謙一 国立歴史民俗博物館 H18
B127 サンゴ骨格試料による西太平洋および西インド洋の海洋14Cリザーバー効果の評価 茅根　創 東京大学大学院理学系研究科 H19
B128 草原の森林化に伴う生態系炭素貯留量の変化とその要因(3) 福田　健二 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H19
B129 日本の山地流域における長期的風化・侵食速度の定量 松四 雄騎 筑波大学研究基盤総合センター H19
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B130 青森県産埋没古木の14C分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H19
B131 半乾燥地域の草原土壌における土壌中の炭素動態の解明 浅野 眞希 筑波大学生命環境科学研究科 H19
B132 年輪中14C濃度の高精度測定による太陽変動史の研究 宮原ひろ子 名古屋大学年代測定総合研究センター H19
B133 放射性炭素による大気-海水-生物の炭素循環に関する研究-海洋大循環における深層水のC14 和田 秀樹 静岡大学理学部 H19
B134 放射性炭素による南半球の植物材に残る大気二酸化炭素の記録の研究 和田 秀樹 静岡大学理学部 H19
B135 環境水中の10Beの濃度分布と変動 齊藤　敬 明治大学理工学部 H19
B136 14C-AMSによる沖積平野における大規模地質イベントの発生履歴の復元と将来予測に関する研究須貝 俊彦 東京大学新領域創成科学研究科 H19
B137 高精度14C測定による過去の太陽活動極小期におけるシュワーベサイクルの研究 増田 公明 名古屋大学太陽地球環境研究所 H19
B138 核実験の影響を受ける以前の海洋環境試料及び鹹水の129I/127I同位体比測定 馬原 保典 京都大学原子炉研究所 H19
B139 新規なAMS用ターゲットの製作方法に関する研究 片山 淳 日本原子力研究開発機構 H19
B140 Ａｌ結合性蛋白質及び非蛋白質物質のＡＭＳ・ＰＩＸＥ解析 斎藤　彰 九州沖縄農業研究センター H19
B141 ハメリンプールのストロマトライト形成に関する海水準変動と塩分濃度変遷 磯部 雅彦 東京大学新領域創成科学研究科 H19
B142 ドームふじアイスコア深層部の10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H20
B143 南極ドームふじにおける最終氷期の10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H20
B144 南極ドームふじ浅層コア試料の10Be単年分析による宇宙線変動の研究 宮原ひろ子 東京大学大学院理学系研究科 H20
B145 Cl-36降下速度と地下水涵養量評価への応用 永井 尚生 日本大学文理学部 H20
B146 Cl-36AMSの高効率化 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H20
B147 宇宙線生成核種を用いた南極ドームふじ氷床コア中の古地磁気イベントの分析 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H20
B148 南極氷床中のBe-10の分析法の検討と深度分布の測定 村松 康行 学習院大学理学部 H20
B149 環境試料中のヨウ素-129分析 村松 康行 学習院大学理学部 H20
B150 核実験の影響を受ける以前の海洋環境試料及び鹹水の129I/127I同位体比測定と滞留時間の推定 馬原 保典 京都大学原子炉実験所 H20
B151 MALTの129I-AMSシステムにおける妨害イオンの同定と、システムの改良 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H20
B152 新規なAMS用ターゲットの製作方法に関する研究 片山　淳 日本原子力研究開発機構 H20
B153 日本の花崗岩地域における長期的風化・侵食速度の定量 松四 雄騎 東京大学大学院工学系研究科 H20
B154 10Be濃度と古地磁気強度を用いた堆積残留磁化獲得機構の解明と，高精度地磁気強度変動曲線の確立菅沼 悠介 国立極地研究所 H20
B155 地球表層におけるBe-10の分布と移動に関する研究 永井 尚生 日本大学文理学部 H20
B156 インド洋縦断観測によるBe-7およびBe-10濃度の鉛直分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H20
B157 北太平洋におけるBe-10の海底堆積物への供給過程の解明 永井 尚生 日本大学文理学部 H20
B158 2万5千年および4万年前の古木単年輪C-14濃度プロファイルの測定による古代宇宙線スぺクトルの研究櫻井 敬久 山形大学理学部 H20
B159 環境水中のBe-10の濃度分布と変動 齊藤　敬 大阪大学安全衛生管理部 H20
B160 堆積物アーカイブを対象にした宇宙線生成核種分析の新展開 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H20
B161 堆積物中Be-10フラックス変動の高時間分解能復元 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H20
B162 土壌中の129I濃度およびD14Cの深さプロファイルの比較 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H20
B163 草原の森林化に伴う土壌炭素動態の変化に関する研 福田 健二 東京大学新領域創成科学研究科 H20
B164 ラット脳へのAl-26の取り込み-----鉄欠乏の影響 湯本 昌 千葉工業大学工学部 H20
B165 鳥海神代杉による約2800年前からの320単年輪C-14濃度測定による宇宙線強度変動と太陽活動の研究櫻井 敬久 山形大学理学部 H20
B166 太平洋熱帯域西域における古気候復元のための放射性炭素年代測定 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H20
B167 In-situ 宇宙線照射生成核種を用いた南米チリ・アタカマ砂漠における地表面露出年代に関する研究横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H20
B168 表面照射年代法を用いたドロンニング・モードランドにおける東南極氷床変動の復元 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H20
B169 複数の新たな年代測定法を用いた火山の噴火の年代決定 宮入 陽介 東京大学工学系研究科 H20
B170 土器などの考古遺物の直接年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H20
B171 高精度時間軸におけるミズゴケ堆積物に記録された大気二酸化炭素濃度記録の解読 赤木　右 九州大学理学院 H20
B172 日本の完新世海洋環境変動に対するカガミガイの貝殻成長特性の応答様式の変遷 棚部 一成 東京大学大学院理学系研究科 H20
B173 北部阿武隈山地におけるAl-26, Be-10の定量による照射年代と浸食速度の測定 柴田誠一 京都大学原子炉実験所 H20
B174 最終氷期の樹木年輪中14C濃度の高精度測定による太陽変動史の研究 横山 祐典 東京大学大学院理学系研究科 H20
B175 日本海堆積物を対象にした宇宙線生成核種分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H20
B176 宇宙線生成核種を用いた南極隕石の落下年代測定 福岡孝昭 立正大学地球環境科学部 H20
B177 大気―海水―生物の炭素循環の研究―南半球の樹木に残る放射性炭素同位体の記録 和田 秀樹 静岡大学理学部 H20
B178 ペルー共和国出土ミイラ試料における炭素年代の測定と食性復元への応用 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H20
B179 東京大学総合研究博物館保管の弥生時代人骨資料に関する年代学的再検討 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H20
B180 湿潤変動帯の山地流域における長期的土砂生産速度の定量 松四 雄騎 東京大学大学院工学系研究科 H21
B181 核実験の影響を受ける以前の海洋環境試料及び鹹水の129I/127I同位体比測定と滞留時間の推定 馬原 保典 京都大学原子炉実験所 H21
B182 14C-AMSによる内陸活断層の活動履歴の解明と予測モデルの構築 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B183 14C-AMS測定による河川の土砂供給の時代的変化と将来予測に関する研究 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B184 二枚貝の微細成長縞解析と生物地球化学分析に基づく完新世地球環境変動の復元 棚部 一成 東京大学大学院理学系研究科 H21
B185 石英中の10Beおよび26Alの生成に関わる高速ミューオンの反応断面積および減衰長の決定 松四 雄騎 東京大学工学系研究科 H21
B186 ヒト化石における放射性炭素年代の高精度化：東アジアにおける現生人類の進化と適応 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B187 大過去試料の高精度年代測定の検討 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B188 樹木年輪試料の14C単年分析による太陽活動長期変動の研究 宮原ひろ子 東京大学宇宙線研究所 H21
B189 南極ドームふじ浅層コア試料の10Be単年分析による宇宙線変動の研究 宮原ひろ子 東京大学宇宙線研究所 H21
B190 コラーゲンを用いた炭素14年代測定の基礎的な研究 坂本　稔 国立歴史民俗博物館 H21
B191 歴史・考古資料研究における年代の高精度化 坂本　稔 国立歴史民俗博物館 H21
B192 炭素１４年代からみた弥生時代中期の日韓併行関係 坂本　稔 国立歴史民俗博物館 H21
B193 最終氷期の樹木年輪中14C濃度の高精度測定による太陽変動史の研究 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B194 Be-7　AMSの高感度化 永井 尚生 日本大学文理学部 H21
B195 宇宙線生成核種をトレーサーとした大気中の物質循環 永井 尚生 日本大学文理学部 H21
B196 環境評価のための土壌試料中のヨウ素129と塩素36のトレーサー相互比較研究 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H21
B197 海底堆積物を用いた化合物レベル放射性炭素年代測定法の開発と古環境復元への応用 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B198 北太平洋西域の古海洋学研究のための放射性炭素年代測定 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
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B199 琵琶湖湖底堆積物コアのBe-10分析による年代軸作成と主要元素分析による古環境復元 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B200 ドームふじアイスコア深層部の10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H21
B201 南極ドームふじにおける最終氷期の10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H21
B202 チリ沖堆積物コアの14C年代測定 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B203 環境試料および鹹水中のヨウ素-129分析 村松 康行 学習院大学理学部 H21
B204 南極氷床コア中Be-10の深度分布に関する研究 村松 康行 学習院大学理学部 H21
B205 植物試料（穀類や年輪など）に含まれるC-14濃度の経年変化 村松 康行 学習院大学理学部 H21
B206 宇宙線生成核種を用いた南極ドームふじ氷床コア中の既知の古地磁気イベント対象部の分析 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B207 Cl-36AMSシステムの高効率化のための開発 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H21
B208 農環研自然圃場土壌調査試掘断面から採取された黒ボク土試料のヨウ素同位体比の測定 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H21
B209 北海道温泉水の分析による地下のヨウ素動態の解明 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H21
B210 アムール川流域の文化変遷の年代解明 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H21
B211 エピオルニス（象鳥）の絶滅の年代とその原因 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H21
B212 核実験以前に採取された海藻試料を用いた、ヨウ素年代測定のための天然129I/127I比の解明 宮入 陽介 東京大学工学系研究科 H21
B213 東京大学総合研究博物館保管の弥生時代人骨資料に関する年代学的再検討 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B214 放射性炭素年代測定装置委員会資料の年代測定 大貫 静夫 東京大学人文社会系研究科 H21
B215 アンデス文明における食性変遷の解明～巡礼地への人の移動とインカ帝国の生存戦略～ 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B216 新規なAMS用ターゲットの制作方法に関する研究 片山　淳 日本原子力研究開発機構 H21
B217 岩石中の宇宙線起源核種濃度測定による侵食速度測定技術の構築 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B218 西南極ロス海の堆積物コアの10Be測定を用いたロス海氷床の融解史の復元 横山 祐典 東京大学海洋研究所 H21
B219 数百MeVの準単色中性子による26Alと10Beの生成核反応断面積の測定と反応機構に関する研究 関本　俊 京都大学原子炉実験所 H21
B220 地下深部岩石中のミューオン生成核種を用いた過去１千万年の宇宙線変動の探索法の開発 櫻井 敬久 山形大学理学部 H21
B221 ユーラシア北東部における後期旧石器時代の年代解明 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H21
B222 宇宙線生成核種を用いた周氷河斜面の形成年代と形成プロセスに関する研究 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H21
B223 樹木年輪試料の14C単年分析による太陽活動長期変動の研究 宮原ひろ子 東京大学宇宙線研究所 H22
B224 南極ドームふじ浅層コア試料の10Be単年分析による宇宙線変動の研究 宮原ひろ子 東京大学宇宙線研究所 H22
B225 環境評価のための土壌試料中のヨウ素129と塩素36のトレーサー相互比較研究（２） 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H22
B226 現生のミズゴケ個体の炭素同位体比分布と環境要因との関係 赤木　右 九州大学理学院 H22
B227 歴史・考古資料研究における年代の高精度化 坂本　稔 筑波大学研究基盤総合センター H22
B228 TCN年代測定による線状凹地の形成時期の推定―氷河後退に伴う谷壁斜面の変形プロセスの解明に向けて―松岡憲知 筑波大学　生命環境科学研究科 H22
B229 石質隕石中での36Clの生成率 大浦 泰嗣 首都大学東京大学院理工学研究科 H22
B230 2万5千年前の古木単年輪C-14濃度プロファイルの測定による古代宇宙線スペクトルの研究 櫻井 敬久 山形大学理学部 H22
B231 ラット脳へのAl-26の取り込み-----カルシウム欠乏の影響 湯本 昌 千葉工業大学工学部 H22
B232 花崗岩山地における土層の形成速度関数の決定 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H22
B233 幌延地域の岩石および地下水のヨウ素同位体比測定 高橋 嘉夫 広島大学大学院理学研究科 H22
B234 宇宙線生成核種を用いた南極ドームふじ氷床コア中の既知の古地磁気イベント対象部の分析 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B235 ネパール、ララ湖堆積物コアを用いた古環境復元 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B236 南半球の気候変化と陸域・海域環境変化の関連性に関する研究 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B237 津波石ハマサンゴを用いた放射性炭素年代測定による古環境および古災害の復元 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B238 大宮火山灰台地における伝統客土作業「ドロツケ」による土壌堆積年代の解明 田村 憲司 筑波大学生命環境科学研究科 H22
B239 10Be年代測定法を用いたモンゴル国ステップに分布する土壌の年代の解明 浅野 眞希 筑波大学生命環境科学研究科 H22
B240 完新世の超高解像度東南極氷床・南大洋変動復元のためのIODP Exp.318 Site U1357コアの高精度年代測定横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B241 IODPグレートバリアリーフ航海で掘削されたサンゴ試料の放射性炭素年代測定 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B242 最終氷期以降の北太平洋西域の海洋環境復元と気候変動との関係の解明 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H22
B243 白保竿根田原洞窟および関連遺跡から出土した人骨および動物骨の年代決定 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H22
B244 関東地方の弥生時代遺跡から出土した人骨資料の放射性炭素年代の高精度化 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H22
B245 古代アンデス地域におけるトウモロコシ利用の時空間的変遷の解明 米田　穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H22
B246 KH09-5研究航海で採取した海水中のヨウ素同位体比の分析 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H22
B247 高レベル放射性廃棄物の地層処分における地質環境の安定性評価: 宇宙線生成核種を用いた千年・万年スケールでの地表面の侵食速度の推定松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H22
B248 屋久杉年輪及びその他植物試料を用いたC-14濃度の経年変化に関する研究 村松 康行 学習院大学理学部 H22
B249 ドームふじ氷床コア中Be-10の深度分布から調べる宇宙線強度の変動 村松 康行 学習院大学理学部 H22
B250 ヨウ素-129分析を用いた環境・地球化学的研究 村松 康行 学習院大学理学部 H22
B251 放射性炭素年代測定委員会資料の年代測定 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H22
B252 南米ペルーの樹木に残る放射性および安定炭素同位体の記録の研究 和田 秀樹 静岡大学理学部 H22
B253 静岡県南方黒潮域の溶存無機炭素同位体と水塊構造の研究 和田 秀樹 静岡大学理学部 H22
B254 アラビア海における海水-粒子相互作用による10Beの動態 永井 尚生 日本大学文理学部 H22
B255 Cl-36AMSシステムの高効率化のための開発 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H22
B256 日本列島のウルシ・漆・漆製品 吉田 邦夫 東京大学総合研究博物館 H22
B257 新規なAMS用ターゲットの製作方法に関する研究（２） 片山　淳 日本原子力研究開発機構 H22
B258 土石流堆積物の年代測定による流域土砂災害履歴の復元 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H22
B259 ドームふじアイスコアの詳細10Be・26Al分析 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H22
B260 宇宙線層序学の開拓 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H22
B261 鉄・マンガンクラストの生成および微量金属濃集機構の解明 坂口　綾 広島大学大学院理学研究科 H22
B262 14C-AMS測定を用いた沖積低地形成プロセスの解明 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H23
B263 オフフォールトイベントの検出と14C年代測定値に基づく沖積平野を画する活断層系の活動史解明須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H23
B264 環日本海域の第四紀後期堆積物の編年学的研究 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H23
B265 石灰岩中の10Beを利用した侵食速度の復元 末木 啓介 筑波大学大学院数理物質科学研究科 H23
B266 福島第一原子力発電所事故発生前後における福島・関東周辺の土壌中のヨウ素129 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H23
B267 アイスコア中の宇宙線生成核種Cl-36の詳細解析方法の開発 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H23
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B268 花崗岩山地における山体の重力性変形履歴の解明：線状凹地をタイムマーカーとして 西井 稜子 筑波大学大学院生命環境科学研究科 H23
B269
B270 日本列島花崗岩地域における侵食速度の定量-放射性廃棄物地層処分に関連した地表面安定性評価手法の開発-城谷 和代 産業技術総合研究所 H23
B271 堆積岩地域における地下水と岩石のヨウ素同位体比の比較 東郷 洋子 産業技術総合研究所 H23
B272 宇宙線照射核種10Be・26Alを用いた侵食速度の定量 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H23
B273 南琉球列島における過去の津波発生時期と再来周期：津波石ハマサンゴの放射性炭素年代測定による推定横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H23
B274 最終氷期以降の西太平洋の海洋環境復元と気候変動の関係の解明 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H23
B275 花崗岩山地における氷河地形及び周氷河地形の形成年代に関する研究 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H23
B276 化合物レベル放射性炭素年代測定法の開発と古環境復元への応用 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H23
B277 ドームふじ氷床コア中Be-10の深度分布から調べる宇宙線強度の変動 村松 康行 学習院大学理学部 H23
B278 ヨウ素-129分析を用いた環境・地球化学的研究 村松 康行 学習院大学理学部 H23
B279 地球表層の10Beの分布と挙動 永井 尚生 日本大学文理学部 H23
B280 関東平野の表層土壌および海藻中の129I/127I同位体比 太田 朋子 北海道大学大学院工学研究院 H23
B281 阿武隈山地の土壌中129Iの定量 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H23
B282 福島第一原子力発電所の事故起源ヨウ素の129I/131I比の測定 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H23
B283 環境中の水系のヨウ素129の測定 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H23
B284 複数の地磁気逆転境界を対象とした地磁気強度およびBe-10フラックス変動曲線の比較 菅沼 悠介 国立極地研究所 H24
B285 変動地形解析および表面照射年代を用いたチベット高原北東縁Kumkol盆地における複背斜構造の発達過程 池田 安隆 東京大学大学院理学系研究科 H24
B286 関東・東北地表域におけるヨウ素129の測定 太田 朋子 北海道大学大学院工学研究院 H24
B287 環日本海地域の文化変遷と食性に関する研究 國木田 大 東京大学大学院人文社会系研究科 H24
B288 宇宙線生成核種10Beおよび26Alを用いた渓谷の形成に関する研究̶鳥取県三朝町小鹿渓谷を例にー小玉 芳敬 鳥取大学地域学部 H24
B289 樹木年輪セルロースに残る大気中14Cの記録の解析 和田 秀樹 静岡大学理学部地球科学科 H24
B290 高エネルギー宇宙線ミューオンにより照射された土岐花崗岩中に生成されるBe-10、Al-26の検出櫻井 敬久 山形大学理学部 H24
B291 植物中の炭素14の経年変化（福島産のサンプルも含む） 村松 康行 学習院大学理学部 H24
B292 福島第一原子力発電所事故後の表層土壌及び河川中のヨウ素129の分布調査 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H24
B293 GFMを用いた36Cｌ-AMS測定法の確立と地球科学試料への適用 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H24
B294 極微量炭酸塩試料を用いた放射性炭素濃度変化測定法の開発と古環境復元への応用 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H24
B295 西太平洋における第四紀後期の広域的な古環境復元 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H24
B296 中緯度域湖底堆積物中の宇宙線生成核種を用いた地磁気イベントの検出 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H24
B297 南極ドームふじ氷床コア中の宇宙線生成核種10Beを用いた古地磁気エクスカーションの検出 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H24
B298 炭素14年代測定方法による冷湧水活動履歴解明 芦 寿一郎 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H24
B299 完新世の超高解像度東南極氷床・南大洋変動復元のための南大洋堆積物コアの高精度年代測定 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H24
B300 ドームふじ氷床コア中の10Beによる西暦775年の宇宙線イベントの探索 増田 公明 名古屋大学太陽地球環境研究所 H24
B301 福島第一原子力発電所付近の土壌中129Iの移動とモデル化 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H24
B302 福島沖および北太平洋亜寒帯域における海水・海底堆積物中のI-129の分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H24
B303 福島県周辺の河川水・湖沼水中のヨウ素129濃度の測定 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H24
B304 福島第一原子力発電所事故起源のヨウ素同位体比129I/131Iの精緻化 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H24
B305 ヨウ素-129を用いた地下深部流体および環境水の研究 村松 康行 学習院大学理学部 H24
B306 福島原発で放出されたI-129の環境中での分布 村松 康行 学習院大学理学部 H24
B307 南極氷床コア中Be-10の深度分布と気候ステージとの関連 村松 康行 学習院大学理学部 H24
B308 本邦地質における地表面安定性評価に係る侵食速度の定量手法の開発 城谷 和代 産業技術総合研究所 H25
B309 ヨウ素同位体比を用いた常磐・浜通り地域におけるヨウ素の起源推定 東郷 洋子 産業技術総合研究所 H25
B310 四万十川流域隆起履歴推定のための旧河床離水年代測定 遠藤 徳孝 金沢大学理工学域 H25
B311 放射性ヨウ素同位体を用いたメタンハイドレート層周辺部のメタンおよびヨウ素の集積・移動様式の解明戸丸 仁 千葉大学大学院理学研究科 H25
B312 本邦の海藻中のI-129, C-14の経年変化測定 太田 朋子 北海道大学大学院工学研究院 H25
B313 環境中ストロンチウム９０の加速器質量分析による測定法の開発研究 末木 啓介 筑波大学大学院数理物質科学研究科 H25
B314 植物試料（樹木や穀類など）に含まれるC-14濃度の分析精度の検討及び福島産試料の分析 村松 康行 学習院大学理学部 H25
B315 山地における土層形成速度の定量化とその支配要因の解明および土層発達-崩壊シミュレーション 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H25
B316 地表面露出年代測定による大規模崩壊の発生時期の復元 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H25
B317 複数核種と複数原理に基づく宇宙線年代決定法の新展開 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H25
B318 断層の活動履歴を復元するための宇宙線生成核種の応用方法の開発 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H25
B319 高エネルギー中性子（140-400 MeV）及び陽子(100 MeV-120 GeV) による26Alと10Beの生成核反応断面積の測定と反応機構に関する研究関本　俊 京都大学原子炉実験所 H25
B320 南極ドームふじ浅層コアおよび石灰石試料の10Be単年分析による宇宙線変動の研究 宮原ひろ子 武蔵野美術大学造形学部 H25
B321 樹木年輪セルロース等に残る大気中14Cの記録の解析 和田 秀樹 静岡大学理学部 H25
B322 宇宙線照射生成核種を用いた地球表層プロセスの評価 -物質循環解明のための侵食速度・露出年代の決定-横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H25
B323 福島第一原子力発電所事故後のヨウ素129の陸域環境での移行調査 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H25
B324 36Cｌ-AMSの高度化開発と地球環境科学への応用 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H25
B325 大起伏山地における稜線の侵食速度と流域の侵食速度との関係 西井 稜子 筑波大学大学院生命環境科学研究科 H25
B326 大気・海水中の10Beの分布と移動速度 永井 尚生 日本大学文理学部 H25
B327 南極ドームふじ氷床コア中の宇宙線生成核種を用いた古地磁気エクスカーションの検出 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H25
B328 福島第一原子力発電所沖の海水中ヨウ素129濃度の経時変化 永井 尚生 日本大学文理学部 H25
B329 ヨウ素-129を用いた地下塩水の起源に関する研究 村松 康行 学習院大学理学部 H25
B330 福島原発等から放出されたI-129の土壌及び雨水における濃度変化 村松 康行 学習院大学理学部 H25
B331 土壌分画の手法を用いた、ヨウ素の土壌への吸着構造の解明 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H25
B332 環境水中のヨウ素129濃度-ヨウ素循環における河川の役割の解明 松崎 浩之 東京大学大学院工学系研究科 H25
Ｂ333 環日本海北回廊における文化集団の年代解明 國木田 大 東京大学大学院人文社会系研究科 H26
Ｂ334 福島原発事故起源I-129の環境中における分布と挙動 村松 康行 学習院大学理学部 H26
Ｂ335 環境中ストロンチウム90の加速器質量分析による測定法の開発研究２ 末木 啓介 筑波大学アイソトープ環境動態研究センターH26
Ｂ336 宇宙線生成核種を用いた岩盤風化速度の決定による岩石制約地形の形成プロセスの解明 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H26
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Ｂ337 14Cによる斜面変動堆積物の高精度編年: 深層崩壊ハザードゾーニングに向けて 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H26
Ｂ338 高エネルギーミューオンビーム照射により土岐花崗岩中に生成されたBe-10,Al-26の増加過程の解明櫻井 敬久 山形大学企画部 H26
Ｂ339 複数核種と複数原理に基づく宇宙線年代決定法の新展開 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H26
Ｂ340 筑波大学における炭素14自動前処理システムの性能評価と福島県環境試料の試験測定 松中 哲也 筑波大学研究基盤総合センター H26
Ｂ341 福島第一原子力発電所周囲の表層土壌中の塩素36の測定 松崎 浩之 東京大学総合研究博物館 H26
Ｂ342 トレーサー利用を目指した海洋生物中ヨウ素同位体比分析の前処理法開発 楠野葉瑠香 東京大学総合研究博物館 H26
Ｂ343 変動地形解析および表面照射年代を用いたチベット高原北東縁における地形発達過程の解明 池田 安隆 東京大学大学院理学系研究科 H26
Ｂ344 難測定核種である36Cl, 99Tc, 129I, 135Csのスペシエーション分析と土壌中のエージング効果の調査末木 啓介 筑波大学アイソトープ環境動態研究センターH26
Ｂ345 大気浮遊塵中の129IのAMS測定̶FDNPP事故による放射性ヨウ素の拡散挙動解明をめざして 海老原 充 首都大学東京大学院理工学研究科 H26
Ｂ346 人為起源のヨウ素129をトレーサーとした陸域から海洋への環境移行研究 笹　公和 筑波大学研究基盤総合センター H26
Ｂ347 沖積層に含まれるイベント堆積物の高精度年代測定と古環境復元 須貝 俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H26
B348 極東ロシア地域における文化交流の年代解明 國木田 大 東京大学大学院人文社会系研究科 H27
B349 10世紀、BC7世紀に見られる突発的宇宙線イベントの検証 三宅 芙沙 名古屋大学太陽地球環境研究所 H27
B350 瀬戸内海周辺地域に産する塩水のヨウ素同位体比の測定 東郷 洋子 産業技術総合研究所 H27
B351 西部赤道太平洋の海底堆積物コアを用いた古地磁気強度変動に関する研究 山崎 俊嗣 東京大学大気海洋研究所 H27
B352 石英中10Beと大気由来10Beの比較による地球表層プロセスの評価 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H27
B353 宇宙線照射生成核種を用いた海岸段丘の露出年代・侵食速度の決定 横山 祐典 東京大学大気海洋研究所 H27
B354 本邦の試料を用いた侵食速度定量の実用化にむけた宇宙線生成核種用前処理法の簡便化 城谷 和代 産業技術総合研究所 H27
B355 複数核種と複数原理に基づく宇宙線年代決定法の新展開 堀内 一穂 弘前大学大学院理工学研究科 H27
B356 福島原発周辺域における樹木年輪と土壌中の14Cと129Iの分布 松中 哲也 筑波大学研究基盤総合センター H27
B357 海洋生物とその周辺物質の129I/127I 比測定 楠野葉瑠香 東京大学総合研究博物館 H27
B358 山地斜面における土層形成速度関数の気候依存性 松四 雄騎 京都大学防災研究所 H27
B359 Be-10をトレーサーとして用いた大気・海洋における物質移動 永井 尚生 日本大学文理学部 H27
B360 北太平洋における海水中の129I濃度の分布 永井 尚生 日本大学文理学部 H27
B361 236U-AMSの開発 松崎　浩之 東京大学総合研究博物館 H27
B362 福島第一原子力発電所起源のヨウ素129を利用した土壌中ヨウ素動態の研究 松崎　浩之 東京大学総合研究博物館 H27
B363 太平洋化石サンゴ中のヨウ素129および炭素14の分析 松崎　浩之 東京大学総合研究博物館 H27
B364 高精度14C測定に向けた放射性炭素年代測定室コンパクトAMSシステムおよびMALTの研究室間比較研究大森　貴之 東京大学総合研究博物館 H27
B365 4万年をこえる大過去資料の放射性炭素年代測定の高精度化 米田　穣 東京大学総合研究博物館 H27
B366 山岳域における重力変形地形の形成と湿地の発達 須貝　俊彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 H27

C001 表面層水素の研究 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H10
C002 プロトン打ち込みによる半導体多重量子井戸の半絶縁化と、これによるフォトリフラクティブ効果の発現志村　努 東京大学生産技術研究所 H11
C003 表面水素非局在化の探索 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H11
C004 化学気相合成法により作成したダイヤモンド薄膜表面の水素密度の測定とダイヤモンド成長機構の解明岡野 達雄 東京大学生産技術研究所 H12
C005 イオン打ち込みによる半導体多重量子井戸の半絶縁化と、これによるフォトリフラクティブ効果の発現志村　努 東京大学生産技術研究所 H13
C006 Pd表面における水素吸蔵過程 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H13
C007 水素処理によるSiO2/Si界面状態密度の低減とデバイス特性の向上 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H15
C008 チタン表面界面での水素吸蔵・放出の分子過程の解明 岡野 達雄 東京大学生産技術研究所 H15
C009 合金表面での水素のゼロ点振動 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H15
C010 イリジウム表面への水素吸着と閉じ込めに関する研究 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H15
C011 希土類薄膜の水素吸収プロセスに関する研究 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H15
C012 ガラス転移点近傍の水のダイナミクスの解明 田中　肇 東京大学生産技術研究所 H15
C013 酸化物表面の構造と吸着ポテンシャルの異方性 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H15
C014 GaN結晶のフォトリフラクティブ効果 志村　努 東京大学生産技術研究所 H15
C015 The Role of Hydroxyl (OH) Groups in UV Light-Induced Wetting of TiO2 Surfaces 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H16
C016 重水素透過Ｐｄ膜での低温核転換の検証 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H17
C017 水素のナノスケール顕微鏡の開発と応用 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H17
C018 NRA Measurement of the Hydrogen Distribution in Oxide-Supported Pd NanoparticlesMarkus Wilde 東京大学生産技術研究所 H18
C019 Control of hydrogen absorption/release kinetics by surface modification Markus Wilde 東京大学生産技術研究所 H20
C020 Surface/Subsurface Exchange of Hydrogen Isotopes on Single-Crystalline Palladium Markus Wilde 東京大学生産技術研究所 H21
C021 水素顕微法を用いた水素吸蔵合金のコンビナトリアルPCT特性評価 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H22
C022 半導体デバイスの電気特性に対する水素の影響 関場大一郎 筑波大学数理物質科学研究科 H22
C023 水素のナノスケール顕微鏡の開発 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H22
C024 雰囲気中NRAの開発とMg系ナノ多層膜における水素吸収ダイナミクスの解明 関場大一郎 筑波大学数理物質科学研究科 H23
C025 酸化物表面における水素誘起電子状態変化 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H23
C026 雰囲気中NRAの開発とMg系ナノ多層膜における水素吸収ダイナミクスの解明 Markus Wilde 東京大学生産技術研究所 H23
C027 金属中水素濃度分布と水素脆化現象との相関関係に関する研究 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H24
C028 先進エネルギープラント用水素透過防止性セラミック薄膜の研究 寺井 隆幸 東京大学大学院工学系研究科 H25
C029 半導体デバイス電気特性と水素濃度分布との相関の解明 福谷 克之 東京大学生産技術研究所 H26
C030 核融合炉用低放射化フェライト鋼中の照射欠陥による水素同位体の捕獲 波多野 雄治 富山大学水素同位体科学研究センター H26
C031 Ｓｉ系薄膜材料における水素拡散挙動とデバイス信頼性との関係 Markus Wilde 東京大学生産技術研究所 H26
C032 超伝導転移端センサを用いた重粒子線検出実験 大野 雅史 東京大学大学院工学系研究科 H26
C033 Orientation determination of molecularly chemisorbed H2 on Pd(210) surfaces through real-space nuclear reaction Doppler spectroscopyMarkus Wilde 東京大学 生産技術研究所 H26
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D002 RBS法によるPd薄膜表面上の重元素分析 岩村　康弘 東北大学電子光理学研究センター H27
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福谷 克之・Wilde Markus 研究室（東京大学 生産技術研究所） 
 

１．研究概要とMALTの位置づけ 
˴ρˡ̅ĝҨҮԙǸY̎ҭěѣƥ΍ӅѠ;ҚҧԙΑъ˷ďԕ˚̆˷ďҭˡ̅ӅΌҤҧҋӁԛɇ̪ҮԙӕԍԖԒ

ҫӎӰԎӔԖĈ7ҨҊӀԙɇ̪ҭʺƝҼω΂ԙҙҿҬӡԒӝԒӖҬҎҋҧԙÌ7ΑъҮЏΚҫŹzӅȐҡҜԛ

ΑъѺɇ̪˗�8ʼҭΠǡҩsžҮԙß˫ˏҬһ˯/ˏҬһƊ�ҭˡ̅ζѓҨҊӁԛMALT ҨҮԙѦƋ͜ӊ

ӐԒӶԖԃӅrʼҚҧԙ
˂ǸѦƋ͜ҭȚ¢ƇkȎԗNRAԘӝӟөԃԗɇ̪ҭęБ(~1018 /cm3)ԙɯҙkŎ(ѷ

z~1 nm)ԙъdkŎ(ѷx~20 mm)ԘӅРˋҚҡԛҗҭӝӟөԃӅɤʼҚԙϓѦ˚̆Ҩҭ̣ģkȎԙѦ˚̆Ҩҭɋ

ʼkȎԙùɆÒ�ҨҭҟҭçkȎҐ¨͜ҩҫҤҧҋӁԛ 

 

２．これまでの主な研究成果 
(1) �ī7Ӫӳӊӟ˂ъ 

a. �ī7ӝԊӧӫӓԖзðҬ	ҍӁɇ̪ҭŸь 

b. ӸԌӧӝԈԄԅԍԖ��ҩЌ�͠˂ъɇ̪ҩҭ˗ТҭΠǡ 

c. �ī7Αъ�ɤƋ�gʴҭĔęƋ 

d. ɇ̪ӡԒӛԖȴ͜ 

e. �ī7ȦiÃʦƋҩɇ̪kŎ˗Т 

(2) ɇ̪³΂­В 

a. Pdɇ̪ϫ϶ҬҎҕӁΑъ�ȐҭΠǡ 

b. ɇ̪³΂ҬҎҕӁӭӱӛӊӠ�Ȑ 

c. Mg̤ɇ̪³΂­ВøĶ͠ҭ³΂ʦƋ 

d. Pd̤­Вҭɇ̪³΂ԕΡĈʦƋ 

(3) ӭӱВĵҭΡĈ�Ȑ 

a. Auϓ΅͠ҭɇ̪¢ƇʦƋ 

b. PdӭӱӕԌӟӤԖҭΡĈʦƋ 

(4) ВĵЌ�ʥΑъ˂ъ 

a. SrTiO3Αъҳҭɇ̪³˛ 

b. ԎӦԎØ TiO2Αъҳҭɇ̪³˛ҩ0īʦƋ 

(5) ҟҭ& 

a. ΑъƳ�kZҩБĉ�Ȑ 

b. ӒԌӟ�ҭɇ̪ęБ 

c. �ī7ԏӞӟӫ͠ҭΑъ�ӂ 

d. ВĵӒԌӟˉ�ˣñҩɇ̪ʏŤҩҭ˗Т 
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３．外部資金・外部との共同研究 
(1)ѵ  CREST-JST҆ɇ̪ҭӭӱӟӗԖԎѕƁМ҇ѵ H17-22 

ѵ ѵ ѵ ȌŀԗȊùŊԘԙƝɕ(Ѧ˝Ŋù)ԙТçԗ̖ɝùԘԙĻȇԗ�ͻЏŊԘԙ̑ȀԗȊ�ùԘ 

(2)ѵ NEDOѵ ӭӱөӕԕY̎ІȆěʼ�ˡ̅Рˋѵ H21-24 

ѵ ѵ ѵ ҆ɇ̪ƮǊӅsžҚҡѦFђƋ̷̀͠ҭРˋҩӸԌӧӝԈԄԅԍԖҳҭƇʼ҇ 

ѵ ѵ ѵ ˝�ԗ(ΑԙNIMSԘԙ}(ԎӰӛӟ)ԙ˴ρԗȊùԘԙá�ԗǙ̋ÍжтɆԘԙȕԗAISTԘ 

(3)ѵ ɅС̕ҩҭb¯ˡ̅ 

! NECԗʲԎӰӛӟԘ̷҆̀7͠�ɇ̪Ʋ�ҭΠȎҩԄԅԍFђƋ҇ 

! Ǚʻ˷ď҆�ī7ʼ¢ĩЧȺ͠�ҭɇ̪Ʋ�ҬТҜӁˡ̅҇ 

! ǝˤĉ҆Ț¢ƇkȎ(NRA)ҬҾӁӒԌӟ� OHʏŤęБ҇ 

! �ͻЏŊ҆ɇ̪ѕƁМҬҾӁӮӧӗԎß­ВҳҭİƢˏɇ̪kŎҭȦΣ҇ 

! Ȋͬ҆Ț¢ƇɜӅʼҋҡ̷̀͠�ɇ̪ʏŤӺԐӸӇӊԎҭѦ̣ŤkȎƥ΍҇ 

! Ǚ̋҆MOSØɇ̪ӡԒӛȴȬҭΠǡ҇ 

(4)ѵ ùďТA 

ɬ÷ԦCNRSԗFranceԘ҃Max-PlanckԗGermanyԘ 

ÍdԦ̖ɝù҃Цùʴ҃ЦùŊ҃�ùʴ҃NIMS-AISTԗNEDOԘ҃Ȋ�ù҃ďͰùԙȊùʺˡԗZʽˡ҃�

�ˡԘ 

 

４．MALTを利用した修士論文、博士論文リスト 
GóκǏ 

-ΈǦԙГȀɮԙʽ¦˳ԙùА½ԙɯʽÀ$ԙʒɝ¹�ԙӌӍԒӪӉԙĞįřûЅԙĬȏḀ̀ 

ѵ �óκǏ 

ѵ ѵ ГȀɮԙĬIȻŗԙùА½ԙȼĔZûЅ 

 

５．論文リスト 
1. K. Fukutani, H. Iwai, H. Yamashita, Y. Murata, S. Hatori, and K. Kobayashi: Interface Hydrogen between 

Pb overlayer and H-saturated Si(111) studied by a resonance nuclear reaction, Surf. Sci. 377--379, 

1010--1014 (1997). 

2. K. Fukutani, H. Iwai, Y. Murata, and H. Yamashita: Hydrogen at the surface and interface of metals on 

Si(111), Phys. Rev. B 59, 13020--13025 (1999). 

3. M. Wilde, M. Matsumoto, K. Fukutani, and T. Aruga: Depth-resolved analysis of subsurface hydrogen 

absorbed by Pd(100),Surf. Sci. 482-485 (2001) 346-352. 

4. S. Iwamoto, S. Taketomi, H. Kageshima, M. Nishioka, T. Someya, Y. Arakawa, K. Fukutani, T. Shimura, K. 

Kuroda: Photorefractive multiple quantum wells at 1064 nm, Opt. Lett. 26, 22-24 (2001). 

5. S. Iwamoto, H. Kageshima, T. Yuasa, M. Nishioka, T. Someya, Y. Arakawa, K. Fukutani, T. Shimura, K. 

Kuroda: Photorefractive InGaAs/GaAs multiple quantum wells in the Franz-Keldysh geometry, J. Appl. Phys. 
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89 (2001) 5889-5896. 

6. H. Kageshima, S. Iwamoto, T. Yuasa, M. Nishioka, T. Someya, Y. Arakawa, K. Fukutani, T. Shimura, K. 

Kuroda:  InGaAs/GaAs photorefractive multiple quantum well device in quantum confined Stark geometry, 

Appl. Phys. B 72 (2001) 685-689. 

7. T. Shimura, S. Iwamoto, H. Kageshima, S. Taketomi, M. Nishioka, T. Someya, Y. Arakawa, K. Fukutani, K. 

Kuroda: Excitonic resonant photorefractive devices around 1.06mm, Opt. Mater. 18, 183-185 (2001). 

8. K. Fukutani, M. Wilde, and M. Matsumoto: Nuclear-reaction analysis of H at the Pb/Si(111) interface - 

Monolayer depth distinction and interface structure, Phys. Rev. B 64 (2001) 245411. 

9. K. Fukutani, A. Itoh, M. Wilde, and M. Matsumoto: Zero-point vibration of hydrogen adsorbed on Si and Pt 

surfaces, Phys. Rev. Lett. 88 (2002) 116101. 

10. M. Wilde, M. Matsumoto, K. Fukutani, T. Okano, Y. Mizuno, and T. Homma: Hydrogen sorption by 

Ti(0001) single crystal surfaces, J. Vac. Soc. Jpn. 45 (2002) 458--462. 

11. Z. Liu, S. Fujieda, K.Terashima, M. Wilde and K. Fukutani: Hydrogen Redistribution Induced by 

Negative-Bias-Temperature Stress in MOS Diodes, Appl. Phys. Lett. 81, 2397-2399 (2002). 

12. M. Wilde, M. Matsumoto, K. Fukutani, Z. Liu, K. Ando, Y. Kawashima and S. Fujieda:Influence of 

H2-annealing on the hydrogen distribution near SiO2/ Si(100) interfaces revealed by in-situ Nuclear 

Reaction Analysis, J. Appl. Phys. 92 (2002) 4320-4329.  

13. Y. Kawashima, Z. Liu, K. Terashima, K. Hamada, K. Fukutani, M. Wilde, S. Aoyagi, M. Kudo: SIMS 

characterization of hydrogen transport through SiO2 by low-temperature hydrogen annealing, Appl. Surf. Sci. 

212-213 (2003) 804-808. 

14. M. Wilde and K. Fukutani: Low-temperature growth of Au on H-terminated Si(111): Instability of hydrogen 
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(2003) 4650-4654. 
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松崎 浩之 研究室（東京大学 大学院工学系研究科 原子力国際専攻） 
 

１．研究概要とAMSの位置づけ 
�ϮÃӅʼҋҡƁБkȎƥ΍ԗIon Beam AnalysisԘҭРˋҩƇʼˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄�Ҩһ�ϮÃϐБkȎ

ԗAccelerator Mass Spectrometry = AMSԘҬҎҋҧҮ҃ȦiÃҭРˋӅ²ҺҡɻęӝӟөԃҭРˋҏҿ҃җӂӅ

rʼҚҡƇʼˡ̅ҭРƬҷҨœŝғΌҤҧҎӀ҃ˡ̅ҭ�ȚӅҫҜһҭҨҊӁ҄ʦҬ҃ϦŘҨҮ҃ѦƗŤԕѦ̣

Ťҫ 129Iԗԋӌ̪ 129ԘҭAMSӅРˋҚ҃җӂӅʼҋҧ҃úʜҭԋӌ̪¯37ӝӟөԃҼ!ʙϒʀҭԋӌ̪¯37

ӝӟөԃҭkȎӅϭқҧ҃ÕʳʹìҬҎҕӁԋӌ̪ƀʹҭΠǡ҃ʗ̪ƀʹҩҭТϰ҃�ĉʖ;ʼɳҸȚʠǒf

gʴŊçҏҿʈiҚҡǆĩƋ¯37ҭƲ�҃˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�ǇҏҿʈɣҚҡǆĩƋԋӌ̪ҭΪ?ҭ

ˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄ǸϦҨҮǕҚҋȚ˽ҩҚҧ 236U-AMSҭРˋӅΌҤҧҋӁҵҏ҃ǕҚҋ¯Џ7Ŗɴ4ɷӝӟ

өԃҭРˋˡ̅Ҭ˛ƤҚҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘAMSʼѦƗŤɻęʼҭӒӟӑӌԒӤԖҭРˋ 

  (a) ¯Џ7ĄğƝk 10Bҭ�ȐˏҫЬ�ҬҾӀ҃ӳӧӕӖԌӌԒӬӅùґғ4ɷ҃Ƈʼˡ̅ҭ̝ÊӅùґғŝҖ

ҡ҄ 

  (b) 26Al҃36Cl҃129IҭȦiҬһƇʼ҄ 

ԗԟԘ14CŘ(ɻę 

  (a) Ȋ�ùďŘ(ɻęΓ͈ć¼/ύǒӅ_ъˏҬɻę҄ 

  (b) ȿªɅD�ʥќҬҎҕӁď΍{Ɲˡ̅҆ŰʺϠ͓ҭϒʀҩȊӈӞӈ҇Ҭχʬ҄ 

ԗԠԘĻ˟�ҭ in situ CRN (Cosmogenic Radio NuclideԦ10Be҃26Al)ƩiɜҭРˋҩҗӂӅrʼҚҡÕŶďˡ̅

ǖɜκҭ˥̋҄ 

  (a) ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕŶҭõ�Ϊ?ƤɜӅÍdҨoҺҧī^ԕěϙ҄ 

  (b) ;ʼɳҸȚʠǒÕĶgkҭÕ˔ĔęƋҭΪ?ƤɜҩҚҧһɞ˕ҙӂҧҋӁ҄ 

ԗԡԘ�ȩӬԖԃ FԗұқԘӈӊӟәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭkȎҬҾӁ϶�ҭĒĘ̼ųŤõ�ҭſW 

  (a) ĒĘ̼ʺƝȚ˽ԗ10Be, 26Al, 36ClԘҭkȎҬҾӀ҃ɆKҬùґҫŸьӅ	ҍӁ҃ĒĘ̼ųŤõ�Ӆ҃϶�

70�ŘҬӄҡҤҧſW҄ 

ԗԢԘԋӌ̪ 129kȎˡ̅ 

  (a) ѦƗŤ 129I-AMSӝӟөԃҭРˋ 

  (b) ÕʳʹìҬҎҕӁúʜҭŗΏ¯37Ʉԗ129I/127IԘҭɏę 

  (c) ˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢҏҿҭǆĩƋ¯37ҭƮǊΪ? 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
1 ˷ˡϋԕď΍{Ɲˡ̅҆ŰʺϠ͓ҭϒʀҩȊӈӞӈ҇ 

(ΑԦΙȃ҃kƪԦǥƝ҃#ȇ҃×ȃԗȿ�ԘԙȌŀԗȊùԘ 
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2 ˷ˡϋԕͼͱˡ̅҆ÕʳʹìΪ?ɜҩҚҧҭϓѦƗŤԋӌ̪ 129ęБɜҭ˥̋҇H17-H18 

(ΑԦȌŀɪ� 

3 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ӈӊӟәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕʳʹìҭõ�ªҬТҜӁˡ̅҇H19-H2 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ҃kƪԦádԗůvùԘ҃̓ԗ̖ɝùԘ҃ȃĸԗȩÕˡԘ҃ȖʽԗʹìˡԘ 

4 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ӺԏԖӫөӕӫӮӕӟçҭϹҋҬҎҕӁɯІÕ�ɇɥ�ҩʥϐƀʹȴȬҭΠǡ҇ѵ
H20-22 

(ΑԦџ�Ec҃kƪԦƂɉǻ˳҃Ȍŀɪ�҃̊ʽ�Λ҃ûʽǻĉ҃�ʽʹ� 

5 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆˟ʔĻҭї�ԕuxϮŤҩӑԎӟӫÕŶҭŶƝӺԐӡӟ҇H20-22 

(ΑԦȌIԗ̖ɝùԘ҃kƪԦȌŀ҃`¢Õ҃цȀ 

6 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ӈӊӟәӈҬtҷӂҡ���ŘӟӗԖԎҭĒĘ̼ųŤõ�ҩÕʳʹìõ�҇
H22-H24 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ҃kƪԦádԗůvùԘ҃̓ԗ̖ɝùԘ҃ȃĸԗȩÕˡԘ҃ȖʽԗʹìˡԘ 

7 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ȲȀŘϞҭ 14C Ř(ɻęҭěѣĝɄϝҬҾӁѦ̣ŤҭǱŘ(ϝȻӪԖӤҭ˥̋҇
H22-24 

(ΑԦ�ȇԗ°§ĲùԘ҃kƪԦîʽ҃�҃Ȍŀ҃ĀА҃ád҃Ĭʽ҃ʽ� 

8 ˷ˡϋԕͼͱˡ̅҆ɑҸϣҸőҬҎҕӁԋӌ̪¯37ӝӟөԃҭΠǡ҇H23-24 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ 

9 ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆�ϮÃϐБkȎɜӅʼҋҡ!ʙϒʀҭОħ¸ǆĩƋȚ˽kȎҬҾӁʹìŸьΪ
?҇H24-H26 

(ΑԦ̓ԗ̖ɝùԘ҃kƪԦȂȀ҃Ȍŀ҃Ȍȇ҃ȌÅ 

10 CREST-JST҆ɇ̪ҭӭӱӟӗԖԎѕƁМ҇ԗ(ΑԦ˴ρ[�Ԙ¥Τˡ̅҆Ț¢ƇӶԖԃԌӊԒҭРˋ҇H17-22 

(ΑԦȌŀɪ� 

11 ¥Τˡ̅ԗǏ˷˘-�ĉ~ȴȬԘ 

҆˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�ǇҬ1ҌǆĩƋʥϐҭ̒ԟȷkŎʨɚ̕ҬТҜӁηȗˡ̅҇H23 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ 

12 ¥Τˡ̅ԗǏ˷˘-�ĉ~ȴȬԘ 

҆˴Ŀ̒��ˋҭ�ǇŵoҭǆĩƋʥϐҭÑòҳҭɑ˛ʨɚҭfʲηȗ-ԋӌ̪ 131 ҭÑòʏŤԁӧӺ
ҭ̣̿�҇H24 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ 

13 ¥Τˡ̅ԗǏ˷˘-�ĉ~ȴȬԘ 

҆ŗƝ 25 ŘŤѵ Ȋ�т~(ș)˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�ǇҬ1ҌǆĩƋʥϐҭОǿˏŸьƦƼƤɜҭ˥
̋҇H25 

(ΑԦȌŀԗȊùԘ 

14 CREST-JST҆ȩƁБО�ɷǿ¯37ӅʼҋҡыǕˏҫɬɠʺƘ̤ԕʥϐ�ƘӫԏԖӟƥ΍ҭ{i҇ԗ(
ΑԦɉʽѵ CԘH25-30 

b¯ˡ̅͒ԗ¯37kȎƥ΍РˋƪŵԘԦȌŀɪ� 
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４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
1 ɸЁѵ ͕҆Õ�ɇԕĻĶ�ҭԋӌ̪¯37Ʉ 129I/127IҭɻęҬҾӁúʜԋӌ̪ҭϒʀҭ͑Ĥ҇2011Ř 3ǹȊ

�ùďGóκǏԗŊď̤ˡ̅˷�ĉ~ÍжĨǅԘ 

2 �đѵ ɟǑ҆�ϮÃϐБkȎҬҾӁ˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�Ǉϒʀҭԋӌ̪ 129 ҩê̪ 36 ҭɻę҇2014

Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏԗŊď̤ˡ̅˷�ĉ~ÍжĨǅԘ 
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横山 祐典 研究室（東京大学 大気海洋研究所） 
 
１．横山祐典 研究室 研究概要とAMSの位置づけ 
ˡ̅ȫΚ 

϶� 200 �ŘСҩҋҌ҃Õʳ˷ďˏҬҮ҆Ʉϝˏʲ(ҬϦҋ҇ǧ(ҭÕʳӝӟөԃҭõ�Ҭҥҋҧ҃ˡ̅

ӅϱҺҧҋӁ҄ÕʳҮΑĶҬȱҡӄӁùɆÏԕɇÏԕрɈÏҫҪҭҵҏҬ҃Ì7ÕʳԗÕɃԕԁԒӫԎԕәӈԘҼ

˦ɆÏҫҪҭΚ̪ҏҿȬƝҙӂҧҋӁ҄ҟӂҿҐȭ҅ҫǧСӟӗԖԎҨõ�Қ8ʼҚҊҌҗҩҬҾҤҧ҃ΑĶҭ

ʲτҩҚҧʲӂӁ҄ŵˡ̅ĝҨҮΗмҬ̲Ҹ­ҤҡҟӂҠӂҭӛӹӝӟөԃҭ8ʼӅүҩҥүҩҥǡҿҏҬҜ

ӁʙҬ҃ӸӉԖԎӬҬiҧӛԒӺԎӅƶ¤Қ҃ěѣĝҨ�ďkȎӅΌҋ̱҃ȐӅΠȎҚҧęБˏҬπκҚҧҋӁ҄

ĪȉҭɆKõ�ҼÕʳӝӟөԃҭõ�Ӆ�ɻԕπκҜӁʙҬЏΚҨҊӁҩҋҌΞʘҏҿ҃϶�ҭӊӼԒӫҭӤӊ

ԂԒӖҼΜȯӅҨґӁҢҕѦ̣ŤҨǡҿҏҬҜӁҗҩӅ˕ưҚҧҋӁ҄ 

AMSҭ3͈Ҧҕ 

ѵ ŵˡ̅ĝҭˡ̅ҬҮ϶�ҬÕʳ�ҨϒґҡɆKõ�ҼÕʳӝӟөԃҭõ�ҭӤӊԂԒӖӅȻ˥Ҭ˝ӁҗҩҐ

�¨ȶҨҊӁ҄AMS ɜҮҟҭӤӊԂԒӖӅ˝Ӂ�ҨҭŘ(ɻęӨԖԎҩҚҧ�¨ȶҫһҭҨҊӁ҄MALT ҭ

AMSҮŘ(ɻęҭӨԖԎҩҚҧɋʼƋҭѦҋ 14Cҭɻę)÷Ҭһ҃10Be, 26Al, 36ClҭɻęҐҨґӁʘҐԉ

ӮԖӕҨҊӀ҃җӂҿҭȚ˽ӅʲÓęŒˏҬɻęҨґӁǗΧҮÍdҨҮҗҭǗΧԗMALTԘҭҸҨҊӁ҄MALT

ҭ AMSΓ͈ӅrʼҚ 10Be, 26Al, 36ClҫҪҭΗǌȚ˽ӅʼҋҡkȎҐҨґӁҗҩҮŵˡ̅ĝҭˡ̅ҭʪ͢Ƌ

ҬһùґғĢ	ҚҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘ14CŘ(ɻę 

  (a) ̒Ḁ̊Żǿҭˡ̅ҭøғҨŘ(ɏęҭӨԖԎҩҚҧrʼ 

  (b) ȲȀŘϞ�ҭ 14C ӅrʼҚҡûбɤ�ҭѦΠTŤҬҎҕӁſW 

ԗԟԘ10Be, 26Al, 36ClҬҾӁ in situ CRNƇʼkАҭРƬ 

  (a) ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁ�ȩхĻÜҭŘ(ɻęҎҾҰ@љϮŤҭƹę҄ 

  (b) ĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ�̠ӦԍԕӈӤӑԁˠʊҬҎҕӁÕΑъхiŘ(ɻę 

  (c) ɯŤӺԐӸӇӊԎɜӅʼҋҡǙȃҭͮłĻÕÜҭ@љӺԐӡӟҭˡ̅ 

ԗԠԘ�ȩӬԖԃӸӞӈӊӟәӈkȎ 

  (a) ĒĘ̼ʺƝȚ˽ԗ10Be, 26Al, 36ClԘҭkȎҬҾӀ҃§Õ˦Ɇõ�ҩɄϝȦΣӅҚҡ§ʹìӅſWˡ̅҄ 

ԗԡԘɼɘä̂ʥ�ҭ 10Be Ӆʼҋҡ§ʹìſW 

  (a) ʶʷɼԕɇǹɼɼšä̂ʥӅʼҋҡ Be-10 ӸԌӧӕӟõ�ҭſW  

ԗԢԘƁБʗ̪ҬҾӁ 14CkȎɜҭРˋҩ compound specific radiocarbon dating ɜҭРˋ 

  (a) �­ʥԏӼԎȩƁБ 14CŘ(ɻęӅʼҋҡѦ̣ŤŘ(ɏę 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
01) ǸY̎ԕȷ
(ˡ̅РˋǃƽӺԐӖԌԃԗǙȃď΍Ƴͥ/ԕdУţԘ 
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҆ɆKԅӪԎ�ɻ̣Ť±�ҭҡҺҭɬɠΑĶƒæſW҇ 

02) IODPԗ̻­ÍжɯɬƵu΢ˁԦǙ̠ȹҐ�īҜӁÍжˏҫɬɠ˷ďƵu΢ˁԘҬ�ˁҚӛԒӚ˪ԕɬš

ä̂ʥҭƵuӺԐӞӍӕӫҬ�� 

IODP Expedition 310 Tahiti Sea LevelҨҮ҃ɯɬƵu΢ˁª�oҭӛԒӚ˪ƵuӅ˕ˏҩҚҧ҃�ûŗɠӤ

ӵӦĿɒԗ�̾ 17ѶΙ̰ 149ѶԘҭӛԒӚ˪ӅƵuӺԐӞӍӕӫҬ�� 

IODP Expedition 325: Great Barrier Reef Environmental ChangesҨҮ҃Ǹ̮ϩɈǿԗ̦ 2ԫ1�ŘvԘҬҎҕ

Ӂɬɇʁõ�Ҽɬɠʹìõ�ӅſWҜӁҗҩӅ˕ˏҬ҃ӐԖӟӫԌԍӈҭӖԏԖӫӳԍӈԍԖӸҭӛԒӚ˪ӅƵ

uҚҡ҄ȱĸҐ҃ӝӬӮԖùďҭ Jody Webster�óҩҩһҬ҃ȃͧɬҭѝŐˡ̅͒Ӆ�Һҡ҄ 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
�óκǏ  

01) �ȇɰϗ҆Understanding the rates and mechanisms of erosion in mid-latitude humid regions using in 

situ-produced cosmogenic nuclides҇ԗĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ�̾ŤɿʌÕÜҬҎҕӁ@љϮ

Ťҭɏę 2015Ř 3ǹ Ȋ�ùď�óκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

02) ĸțкĉ҆Plio-Pleistocene reconstruction of East Antarctic Ice Sheet fluctuations҇ԗѩǕ
ѸǴǕ
ҭ

Ȋ�ȩɈşõ�ſWԘ2012Ř 12ǹ Ȋ�ùď�óκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

03) Ûρ ¹(ѵ ҆A study on aridification of the Atacama Desert, South America using in-situ terrestrial 

cosmogenic nuclides҇ԗĻ˟�ҬʺƝҜӁĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ�̠ӈӤӑԁˠʊҬҎҕӁ�ʡ�

ҭˡ̅Ԙ2011Ř 3ǹ Ȋ�ùď�óκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

02) Шʑ ϊ�ѵ ҆Cosmogenic nuclides analysis of the Laschamp geomagnetic excursion in the Dome Fuji ice 

core, Antarctica҇ԗԌӝԆԒӺÕ˦ɆӎӕӟӑԖӝԊԒǧҬҎҕӁ�ȩӬԖԃұқɈşәӈ�ҭΗǌҭĒĘ̼ʺ

ƝȚ˽ҭkȎԘ 2009Ř 3ǹ Ȋ�ùď�óκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

03) Ğ^ б$ѵ ҆̒Ḁ̊ŻǿҬÄiҚҡʓĸʔҭŘ(ɻęɜ ԚѦ̣ŤǆĩƋʗ̪Ř(ɻęɜ Ұϑͫʟ

ԎԂӰӧӡԒӟŘ(ɻęɜҭǄͪҩ̒Ḁ̊Ř(ĶŠҳҭƇʼԚ҇2007Ř 3ǹ Ȋ�ùď�óκǏԗʴď̤ˡ̅

˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

 

GóκǏ 

04) ƌň̹ùѵ ҆�ȩӬԖԃұқɈşәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ§Õ˦Ɇõ�ҭſWԖBlake ӎӕӟӑ

ԖӝԊԒҩ Post-BlakeӎӕӟӑԖӝԊԒҭȦiԖ҇2015Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ

˷ďĨǅԘ 

05) dΈƚ�ѵ ҆Ηǌҭɼšä̂ʥҭɄϝҬҾӁ Be-10 ҭл̂϶˹ҎҾҰ§ʹìưȮҩҚҧҭϼʼ¨͜Ƌҭ

ȦΣ҇2014Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

06) ТǺɓѵ ҆Towards a better understanding of climate variability at the mid- to late Holocene boundary with 

fossil coral sea-surface temperature reconstructed at Kume Island҇2013Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤

ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

07) �ȇ  ɰϗѵ ҆Quantitative determination of erosion rates in humid region using depth profiles of in 
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situ-produced Be-10 and Al-26҇ԗĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽ Be-10ԕAl-26ҭɯŤӺԐӸӇӊԎӅʼҋҡɿʌÕÜ

ҬҎҕӁ@љϮŤҭΪ?Ԙ2012Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

08) H ˡûЅѵ ҆ӊԒӬɠԅԎӪӉӹӛԒӚѤȜӅʼҋҡ�ǿĕǕ
ҎҾҰ�
ҭɬɠʹìſW҇2012 Ř 3

ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

09) ×� ɴѵ ҆Causal Link between Solar Magnetic Variability and East Asian Climate Anomalies during the 

Maunder Minimum҇ԗԁӌԒӥԖȩĬǿҬҎҕӁûб˦çɤ�ҩȊӈӞӈÕÜҭɆKõ�ҭÇȐТAԘ

2012Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

07) ̊ʽ Άѵ ҆Sea surface pH reconstruction using boron isotope composition of coral skeleton during last 

deglaciation at Central sub-Equatrial Pacific҇ԗӛԒӚѤȜ�ҭӾӌ̪¯37ɄӅʼҋҡǸ̮ϩɈǿҬҎҕ

Ӂ�ϑϷûŗɠ�ýІҭɬɠΑĶ pHſWԘ2012Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷

ďĨǅԘ 

08) ĸŀ вĖѵ ҆Ǹ̮ɈǿϩɈǿҬҎҕӁΙ�ȩԐӟȣɈŻϩªſWҩƁБΫǒӅʼҋҡ C-14 Ř(ɻęɜ

ҭРˋ҇2011Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

09) Ѧȳ ʴ͊ѵ ҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ�ȩӬԖԃұқɈşәӈ�ҭ Blake §Õ˦ɆӎӕӟӑԖӝԊԒҭȦ

i҇2011Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

10) ň�E ¡ûѵ ҆A 432-year-long paleoceanographic record in Porites coral in Kikai Island, Southern Japan.҇

ԗÁ˂ĿʲʺӛԒӚѤȜӅʼҋҡ϶� 432ŘСҭɬɠʹìſWԘ҇2011Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď

̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

11) Ĕĺ  ѵ ҆ȲȀŘϞ�ҭ 14C ӅrʼҚҡûбɤ�ҭѦΠTŤҬҎҕӁſW ҰɆKҩҭТϰҬҥҋҧ҇

2011Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

12) ĸ¦ Eŷѵ ҆Nitrogen isotopic signatures of amino acids in Eukarya, Bacteria, and Archaea: a novel tool in 

biogeochemistry҇ԗ˚Țʺʥԕ˚Ȼ̭ͺԕ§̭ͺҭӈԂӱЌ̪̈¯37̯ƝԦʺʥÕʳ�ďˡ̅ҬҎҕӁ

ǕƤɜԘ2010Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

13) Ĭɛ ˚ΰѵ ҆A novel purification method of sedimentary fatty acids for compound-specific radiocarbon 

dating to refine Antarctic margin sediment chronologies҇ԗǕҚҋ͘͝Ќ̣ΖɜӅʼҋҡ�­ʥԏӼԎǆĩ

Ƌʗ̪Ř(ɻęɜҭРˋ -�ȩ̀ϡɬä̂ʥҭȻ˥ҫŘ(Ȭ̞Ҭ±ҕҧ-Ԙ2009Ř 3ǹ Ȋ�ùďGó

κǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

14) Ĭȏ ϸ»ѵ ҆ӸӉԍӷԒҭӛԒӚӅʼҋҡ�ӝӭɬҭ�ǿĕǕ
§ʹìſW҇2009 Ř 3 ǹ Ȋ�ùďGó

κǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

15) �ʽ ҷӀҗѵ ҆�ûŗɠӤӵӦҭǸ̮΋ɈǿӛԒӚ�˟ҬҾӁɬɠʹìſW҇2009 Ř 3 ǹ Ȋ�ùďGó

κǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

16) ĸț кĉѵ ҆̒Ḁ̊ŻǿҭȊ�ȩ̀ϡІɈşõ�ԦԍԈӨӏԕӾԎԃɾəľҭΑъʝĩŘ(ҬҾӁ͑Ĥ҇

2008Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

17) áɎ Ǯ�ѵ ҆өӉԅԖԎɬɬšä̂ʥҭÕʳ�ďˏkȎҬҾӁӐԖӟӫԌԍӈԒԅԒӟԖԒҭų�ҭӤӊԂ

ԒӖҭɏę҇2008Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

18) Ûρ ¹(ѵ ҆ĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ�̠ӦԍԕӈӤӑԁˠʊҬҎҕӁÕΑъхiŘ(ɻę҇2008
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Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

19) Ɏʽ Ɛѵ ҆ɇǹɼɼšä̂ʥӅʼҋҡ Be-10 ӸԌӧӕӟõ�ҭſW -Lachamp Õ˦ɆӎӕӟӑԖӝԊԒҭ

Ȧi-҇2008Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

20) Ɲʑ ̌ɠѵ ҆ӳӊӐԁԖӑԖӅʼҋҡ϶�ԟ�Ԣ�ŘСҭǙȃɬ§ʹìҭѦǧСkΠ͜ſW҇2006 Ř 3

ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

21) ȇʍ Ǩѵ ҆in situ ĒĘ̼ʝĩʺƝȚ˽ҬҎҕӁęБɜҭРˋҩƇʼԧȊ�ȩхĻÜҭɈɖä̂ʥӅ<

ҬҚҧ҇2006Ř 3ǹ Ȋ�ùďGóκǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 

22) ͊͜ "�ѵ ҆ɯɬšä̂ʥҭΠȎҬҾӁǸ̮Ɉǿ)ЪҭΙ�ȩɈşҭɭО҇2005Ř 3ǹ Ȋ�ùďGó

κǏԗʴď̤ˡ̅˷ÕʳƓǣ˷ďĨǅԘ 
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米田 穣 研究室（東京大学総合研究博物館） 
 
１．研究概要とAMSの位置づけ 
ŵˡ̅ĝҨҮ§!ѤӅʼҋҡ˷ďkȎҬҾҤҧ҃љʺƘҭǧ(õ�ҩɆKõ�ҼлÈҭ˸�ҩҭТAƋ҃љ

ƋҬ¢ǤҙӂӁ˯/Ȭϯ҃§(!ҭ�ʥ̚ʴҬҥҋҧҭˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄ҷҡ҃�ʥҭȾҼȥʥϿČ7Ӆ

rʼҚҧÑòԕɇʹìҭſWҼ§ʹìҭſWһηȗҚҧҋӁ҄җӂҿҭˡ̅ҬҎҋҧ 14C ҭkȎҮ!Ѥԕ�ʥ

ѤԕȥʥϿČ7ҭŘ(Ӆ¯ęҜӁ�ҨƅΚҫƒæҩҫӁ҄ǙȃnĿҏҿiÑҜӁ§!Ѥҭç­҃ɬʻʥӅr

ʼҚҧҎӀɬɠԍӜԖӳ�ȐӅΕȻҜӁƅΚҐҊӁ҄ҟҭҡҺ҃ǙȃnĿ·ϡɬÜҨҭɬɠԍӜԖӳŘ(ҭˡ

̅Ҭһ¤Ӏ̯ӆҨҋӁ҄ 

ŵˡ̅ĝҨǸϦ¤Ӏ̯ӆҨҋӁɒ́˙ҭǴǕ
!ѤҮ˟ÃǏ�Ӆ=1ҚҫҋҡҺ҃!ѤҼ�ʥѤӅ˖Ƹˏ

ҬkȎҜӁҗҩҐƅΚҨҊӁ҄ҷҡ҃́ǏлÈҼŰʺлÈ҃§(ӈԒӪӟлÈҮǏċΥИӅ1ӄҫҋҡҺ҃Ñ

ÃȭŭҭõϾҩ­ӄҞҡ 14CŘ(ҭ˥ΰҐƅΚҩҫҤҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘ14CŘ(ɻę 

" Ȋù̻­ˡ̅�ʥќҐ£΂ҜӁƟvҬƶ¤ҙӂҡυɃȮȃӅʼҋҧ҃ǙȃnĿ·ϡɬÜҬҎҕӁɬɠ

ԍӜԖӳŘ(Ӆ_ÍˏҬΪ?Қҡ҄ 

" ˟ÙĿˍE̐țʽ�ɡ̄ϿϖҏҿiÑҚҡ!ѤӅ˖ƸˏҬŘ(ɻęҜӁҗҩҨ̦҃ԟ�ŘvҬʵʳλĿ

Ҭ!іҐʺƏҚҧҋҡҗҩӅ˥ΰҚҡ҄ 

" Ȋù̻­ˡ̅�ʥќҐ£΂ҜӁŰʺǧ(ҩҙӂҡ§!ѤҬҥҋҧ˖ƸˏҬŘ(ɻęӅΌҋ҃ŶƘďˏ

Ҭ́Ǐ!ˏҨҊӁҩҙӂҡJ7Ґ́Ǐǧ(vǿҬʾȉҜӁһҭҨҊӁҗҩӅǡҿҏҬҚҡ҄ҷҡ҃ϿϖҬҾ

ҤҧҮ§ïǧ(ҭ!ѤҐɱ^ҚҧҋӁ¨͜ƋӅǡҿҏҬҚҡ҄ 

" Fŉùď�ďІҐ£΂ҜӁȘ�ĻЭϿϖiÑҭ́Ǐǧ(ǜǿ!ѤҬҥҋҧ˖ƸˏҬŘ(ɻęӅΌҋ҃

ˋƵʨɚҏҿưǀҙӂҧҋҡŰʺǧ(!Ѥҭɱ^ҭ¨͜ƋҮҫғ҃́Ǐǧ(ǜǿҭһҭҨҊӁҗҩӅ˥

ΰҚҡ҄ 

" ȘȀ˙ùρĥɡ̉ҏҿiÑҚҡ́Ǐǧ(ͷ{ǿҭ¨͜ƋҐҊӁҩҙӂҡ!ѤҬҥҋҧ˖ƸˏҬŘ(ɻ

ęҚ҃́Ǐǧ(ǜǿҭһҭҨҊӁҗҩӅǡҿҏҬҚҡ҄ 

" ӈԂӱЌkȎҬҾӁYªлÈҭљƋſWҩɬʻʥrʼҬҾӁɬɠԍӜԖӳ�ȐҭęБˏҫΕȻɜӅРˋ

Қҡ҄ 

" ӝԍӈb¹ÍӪӪԍӎɡ̉Ͽϖҭǚ˟Ã̮Ȃǿҭ5ıҬҥҋҧΗǌҭȀʗӅŘ(ɻęҜӁҗҩҨ҃ҟӂ

ҿҐҵҶ¯Ř(Ӆ˭ҚҧҎӀ҃ɭþ5ıϖҨҊӁҗҩӅǡҿҏҬҚҡ҄ 

" ΙӈӞӈÑÃǕ˟Ãǧ(лÈҬҎҕӁĠ˅rʼҩϠ͓ɤ�Ҭҥҋҧ҃!ѤҭŘ(ɻęҩʗ̪ԕ̪̈Ĕę

¯37ɄkȎҏҿ¤Ӏ̯ӆҨҋӁ҄ 

" §(ӈԒӪӟҬҎҕӁљƋҭǧ(õϾҩÕÜˏøȭƋҬҥҋҧ҃!ѤҎҾҰϚІ̯͆ϿČ7ҭŘ(ɻ

ęҩʗ̪ԕ̪̈Ĕę¯37ɄkȎҏҿ¤Ӏ̯ӆҨҋӁ҄ 
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３．外部資金・外部との共同研究 
ԗԞԘ˷ˡϋԕʦęяÜˡ̅҆ʓĸÄʓ͉ʕÕҭÚɔ϶˹ҭſWҩʓĸÄʓƹ˸ҭΠȎҬТҜӁˡ̅҇ѵ

H16-21 Έ�ԗȊùÕԘ҃�ʽԗȊùÕԘ҃ĔʽԗȊùÕԘ҃ВĉԗȊùÕԘ҃®ȃԗ�ùʴԘ̠҃ʽԗȊùЫǕя

ÜԘ҃ГȀ ԗ˲ùʴԘ 

ԗԟԘ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗSԘ҆ΙӈӞӈɀɬÕʂőÕʂőҬҎҕӁӰӈԒӪԎӤԖԎҩʲʺ!і�Ƿ|ҭ̻­ˏ

Πǡ҇H17-H21ѵ ϑʍԗѦ˝Ŋ˷ùԘ҃Ι˶ԗȊù�ʥќԘ҃ГȀԗȊùY̎˷ďԘ҃ϦΈԗȊùʴԘ҃ęΈԗʺ

ʴďˡ̅ƢԘ҃цȀԗȊùʴԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗԠԘ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗSԘ҆ǴǕ
ҏҿ́ǏԕŰʺǿҬҏҕҧҭǙȃ!ҭõϾҬТҜӁ̻­ˏˡ̅҇H17-H21 

ʂ¦(Í̋˷ď�ʥќ)҃ĔϸԗȊ�ù�ď̤Ԙ҃џçԗÍ̋˷ď�ʥќԘ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�ʥќԘ҃ιΦ

ԗȊù�ʥќԘ҃�ȳԗ�ùɄϝ˯/Ǐ�Ԙ҃ȌɩԗҎͶҭɇĂĉù!СǏ�Ԙ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃Ϧ

ΈԗҎͶҭɇĂĉù!СǏ�Ԙ 

ԗԡԘ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗSԘ҆§(�Í!ілÈҭϿ0ˏøȭƋҩҟҭõϾҫҿҰҬʺɤªҭΠǡ҇H18-H22ѵ

ȥʽ(Ȋùʴď̤)҃ѱŀԗȊЃù�Ԙ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃ûʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ5Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ǙȃnĿҬҎҕӁӹӤњ͙РĆ϶˹ҎҾҰӌԁњ͙ҬТҜӁ�ʥ͑§ďˏˡ̅҇

H18-H20ѵ ȃЇԗ̻­ˡ̅ùďЫùďԘ҃˟ѱԗĹХùƇʼʺʥԘ҃ѬʍԗȊ�ù!СǏ�Ԙ҃ϺΈԗȊù�ʥ

ќԘ҃ąŀԗ͋џ˙̋͢ʜª�Ԙ҃͵�ԗÿͪǏ�˺ˡ̅ƢԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ6Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆Ӽԍԍӌԃ 10 ҩʗ̪ 14 ӅʼҋҡǸ̮ϩɈǿҭûбɤ�õϾªҬТҜӁˡ̅҇

H18-H20ѵ ádԗůvùЫʴŊďԘ҃ȌŀԗȊùЫʴŊď̤Ԙ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ̙҃ɩԗȊ�ùЫʴ

ďԘ҃ùĸԗȊ�ùď΍ύʀˡ̅aРӡԒӤԖԘ 

ԗ7Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ӐӾԖӨӕǏ�!ѤҭfˋΛҩ̻­ˏˡ̅҇H18-H20ѵ ˟ʽ(ʵʳù�)҃ˎ҅ԗѭ

ĺďÐ�ɬϷǏǉù!С˷ďԘ҃úАԗ�ù�ʥќԘ҃Ý�ԗ6όù�Ԙ҃ȌȇԗȄŔ�˷ù�Ԙ҃îʽԗ�

ù{Ɲ˷ďb¯ˡ̅ȴȬԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ8Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆śĬ]iÑ!Ѥҭɀҭ͚ǫӅƷӁ҇H18-H20ѵ ÿͪԗÍж�ˊ˴˰ùEM�ˊԘ҃

ГȀԗȊ�ùЫȾԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃ʍʽԗ͔ԁԍӈԒӭ�˷ù�Ԙ 

ԗ9Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆YªӈԒӪӟ˯/ҬҎҕӁȰ~ҭʺƝ϶˹ҭˡ̅҇H19-H22ѵ ФԗÍ̋Ʌǘ�Ԙ҃

Оĺԗ͔ԁԍӈԒӭ�˷ù�Ԙ҃�¦ԗàʮùǉћԘ҃×�ԗĸŶù!ǏԘ҃ѬʍԗȊ�ù!С˷ďԘ̠҃ʽ

ԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ10Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆§(ӈԒӪӟ˯/ҬҎҕӁӵӫҭ˸�ҩǏ�õġҭТAҭΠǡ҇H19-H22ѵ ̟ʽ

ԗÍ̋˷ď�Ԙ҃�ΈԗОŀù�ȾԘ҃�ňԗОŀù�ȾԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ11Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆˽ĉĿҬҎҕӁ§!ѤŶϐҭǧ(õ�҇H19-H21ѵ 2007-2009ѵ ̏�ԗѯ]ĿĂ

ĉ˞ǿùʺɤ˷ďԘ҃Ñ͗ԗʵʳù�Ԙ҃�ȳԗ�ùЫɄϝ˯/Ǐ�Ԙ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�Ԙ̠҃ʽԗȊùЫ

ǕяÜԘ҃ѦĞԗȄŔùǏ�Ԙ҃�Аԗѯ]ĿĂĉ˞ǿùʺɤ˷ďԘ҃�ȇԗѯ]ĿùÚ΂Ǐ�Ԙ҃ǕЎԗѯ

]ĿùÚ΂Ǐ�Ԙ 

ԗ12Ԙ˷ˡϋԕͳƤˡ̅ԗAԘ҆ĿŇÕÜҬҎҕӁYªǧ(ísҭ̤ο҇H19-H22 ǕЎԗѯ]ĿùÚ΂Ǐ�Ԙ҃�

ȇԗѯ]ĿùÚ΂Ǐ�Ԙ҃Ѧ�ԗѯ]ĿĂĉ˞ǿùʺɤ˷ďԘ҃ѦĞԗȄŔùǏ�Ԙ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�Ԙ̠҃ʽ

ԗȊùЫǕяÜԘ҃ѱ5ԗ�;˙̋�ý�Ԙ 
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ԗ13Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ǕƤɜҬҾӁǙȃ!лÈҭŶƝҬТҜӁˡ̅҇H20-H23  ̠ʽԗȊùЫǕя

ÜԘ҃ 

ԗ14Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ǙȃnĿҩùЯҩҭ!ҭ�ɥҬТҜӁ!іďˏˡ̅҇H20-H23 �ȳԗ�ùɄϝ

˯/Ǐ�Ԙ҃kІԗОŀùЫ�Ⱦ·ďԘ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�Ԙ҃Ñ͗ԗʵʳù�Ԙ҃ʿWԗʞȃùɉцǏŦԘ҃Ğȃ

ԗ�ùЫ!Ǐ˷ďԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ15Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆Ȋ�ӈӞӈ!ҭ�ĶȬϯҭΠǡԦӼӫӭԃԕԁԒӳӧӕϿϖҏҿҭ!іďˏӈӺԐ

ԖӦ҇H20-H22ѵ ȌȇԗȄŔ�˷ù�Ԙ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�Ԙ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃ˎ҅ԗȊ�ùЫ�ď̤Ԙ҃

ĸŶԗǦ¹ĂĉùÍжǏ�Ԙ҃ʍʽԗ͔ԁԍӈԒӭ�˷ù�Ԙ 

ԗ16Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ȊԉԖԌӝӈҬҎҕӁǕʺ(Ż�ҭфОĦϱ�҇H20-H23  Ѧ�ԗ�ùфОі

ˡԘ҃Ιȇԗ�ùфОіˡԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃ГȀԗʻȨƥ΍̻­ˡ̅ƢԘ҃ɍȀԗ�ùфОіˡԘ 

ԗ17Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆�ΙλĿYªǧ(!ҭƝ̋ңӅƷӁԖŶϐҬΛҿӂӁÕÜõˇҭΠǡӅ˕ưҚ

ҧ҇H20-H22ѵ Ñ͗ԗʵʳù�Ԙ̟҃ʽԗÍ̋˷ď�Ԙ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃̏�ԗѯ]ĿĂĉ˞ǿùʺɤ˷

ďԘ 

ԗ18Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ΙӈӞӈҬҎҕӁßÕҭƝ̋Ѻ͑§ďҩ͢ʜ˷ďҭƝȐҏҿԖ҇H21-H23 

2009-2011ѵ ŒȀԗ̖ɝù!Ǐ˯/˷ďԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ 

ԗ19Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ĻЭϿϖҭʺʥ͑§ďˏˡ̅ѺОА˙�˗ȀȇӱԒәĻ 1 Ͽϖҭďжˏηȗ҇

H22-H25 ѵ ȃЇԗ̻­ˡ̅ùďЫùďԘ҃ĸʽԗѝЈùďȊ�!Ǐ˷ďԘ҃Ђюԗ̻­ˡ̅ùďЫùďԘ̠҃

ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃ąŀԗ͋џ˙̋͢ʜª�Ԙ 

ԗ20Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ǙȃnĿҭ�ҩ�ҨӵӫлÈҭʺɤίҩ̵̤ҭøȭƋӅƷӁ҇H22-H25 ѵ ˟ʽԗʵ

ʳù�Ԙ҃űȃԗОŀùЫ�Ⱦ·ďԘ҃kІԗОŀùЫ�Ⱦ·ďԘ҃îʽԗ�ùЫʴďԘ̠҃ʽԗȊùЫǕяÜԘ҃

ûʽԗ�Ўù�Ԙ 

ԗ21Ԙ˷ˡϋԕǕď΍яÜˡ̅҆ǚ!ԕǕ!ǧ̆kŎҩɆKõ�ҭТϰƋҭkȎ҇H22-H26 ̠ʽԗȊùЫ

ǕяÜѿȊù�ʥќԘШІԕňŕԕȱĸԗȊùɬɠˡԘ҃Ĭ¦ԗȊù̆Сƒæ˷ďˡ̅ӡԘ 

ԗ22Ԙ˷ˡϋԕǕď΍яÜˡ̅҆Ѧ̣ŤŘ(ɻęҎҾҰ˾8Ϡ͓Ǐ�ҭљʺɤԕMŧҳҭŸьΪ?҇

H27-H31ԗ�ęԘѵ ĺŀԗѪ¤ù�Ԙ҃ʍʽԗǕʋ�ˊ˴˰ùʴďˊɜԘ҃ɵρԗȿ�Ԙ҃ĞʽԗВɕùʹǙ

ȃɬʹìˡ̅ӡԘ̠҃ʽԗȊù�Ԙ 

ԗ23Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆́Ǐ�ǿȂҭ҈!¦ʎɷ҉ҬТҜӁ¯37Õʳ�ďҩŶϐ!іďҬҾӁ̻­ˏ

ˡ̅҇ϦΈԗȊùʴԘ̠҃ʽԗȊù�Ԙ 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
ԕʐ�ѵ ͦ҆ԂӊԌϚІ̯͆ҭ¯37kȎҬҾӁљƋҭ̰ǧˏõ�ҭˡ̅ѵ ԫӽԎԖb¹Í Pachacamac Ͽϖ

iÑԂӊԌҭi͢ҩÕ�írʼŘ(ҭ͑Ĥԫ҇2009Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ

¸˷ďĨǅԘ 

ԕȍȳѵ Ƒ҆¯37kȎҭҡҺҭ§!ѤΫǒҭpqɜҩ¯37kȎҬҾӁΙӈӞӈÑÃǕ˟Ãǧ(лÈíҭ

лÈȬϯҭȦΣ҇2012Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘ 

ԕĬʮƑŗ҆§!Ѥ Ұ�ʥѤҭ�ďkȎҬҾӁԐԖԁǧ(ҭЕɌȓҭˡ̅҇2012Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏ
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ԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘ 

ԕĬĸ͹ûЅ҆¯37kȎҬҾӁ́Ǐǧ(ҭís Ұ˯/ȬϯҭȦΣ҇2012 Ř 3 ǹȊ�ùďGóκǏԗǕя

Ü{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘ 

ԕdΈΔ�҆Dietary reconstruction of prehistoric Japanese ѵ populations based on nitrogen isotopic 

composition of individual amino acids in bone collagen҇2012Ř 3ǹȊ�ùď�óκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ

̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘ 

ԕ΁ρѵ �҆Stable isotopic reconstruction of breastfeeding practices in past human populations҇2015Ř 3ǹȊ�

ùď�óκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘȊ�ùď̻Оώ¥ώ 

ԕʐ�ѵ ͦ҆YӟӽӊԒǿҭӈԒӪӟÕÜҬҎҕӁљύʀҭɤʼҩҟҭǧ(õϾҬТҜӁ¯37ʺƘďˏˡ̅҇

2015Ř 3ǹȊ�ùď�óκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷Y̎ʺ¸˷ďĨǅԘ 
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須貝 俊彦 研究室（東京大学 大学院新領域創成科学研究科） 
 

１．研究概要とMALTの位置づけ 
͢ʜʹìďĨǅ͢ʜʹìõ�ďkАҭƪŵǉ¼ҩҚҧ҃ùďЫʺҭǉ͙ˡ̅Ҭż�ҚҧҋӁ҄�ҬÕŶÕ

ϐďˏƤɜӅʼҋҧ҃̒Ḁ̊ҭ͢ʜʹìõ�ӅſWҚ҃Īȉҭʹìõ��ɻҼЧʕԕɷʕҬŹ̋ҧӁҡҺҭ

ď΋­ˡ̅ӅϱҺҧҋӁ҄Ȼ˥ҫǧС˕˒Ӆ^ӂҧҋғҗҩҐßȃˏҫζѓҨҊӀ҃MALT ҭҾӁ AMS14C Ř

(ɻęҩ 10BeŘ(ɻęҮЏΚҫȔҩҫҤҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘAMS14CŘ(ɻę 

ԕћ͐ԕȟ°ԕÅǙōǔĶ̤ҭɤ�ķȿҭƹęҩɢɝä̂ʥҭä̂Ř(ҭƹę 

ԕ�ýӈӞӈ҃ӑӜӸӟӤԒ҃ӳԎӲӝɼлɇÜɖňҭɖƝÕŶҭŶƝŘ(ҭƹę 

ԕТȊŗАҎҾҰʏįŗАҭɒ̂ĶҭŶƝŘ(ҭƹę 

ԕ�ϔɒ҃Ǚȃɬɬšәӈҭä̂Ř(ҭƹę 

ԕùΜȯÕҜҴӀɤ�ҩÕҜҴӀƋhÕҭɿÕŶƝ϶˹ҭſWˡ̅ 

ԗԟԘ10BeхiŘ(ɻę 

ԕȀǶĸ͟ҭɈљÕŶҭŶƝŘ(ҭƹęҩ̂рϽ΃�ȐҬТҜӁˡ̅ 

ԕȀǶĸ͟ҭ·ɈɖǓъҎҾҰøЏĸ˼ԗǔĶhÕԘҭŶƝŘ(ƹęҩ§ɆKſWҭˡ̅ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
ԕß˔ˡ̅ԗCԘԗ�ͨԘԗŗƝ 20ԫ22 ŘŤԘˡ̅ζѓ°҆ÕŶĶŠďˏƤɜҬҾӁ.ÓɤǔĶҭÕуˋʺОǿ

�ɻˡ̅҇ԗ(Α͒Ԙ 

ԕß˔ˡ̅ԗCԘԗ�ͨԘԗŗƝ 23ԫ25ŘŤԘˡ̅ζѓ°҆ʕğ͞ŲƋΪ?Ҭ±ҕҡǙȃҭɒ̂ŗАҭÕŶŶƝ

ԅӪԎҭȬ̞҇ԗ(Α͒Ԙ 

ԕß˔ˡ̅ԗAԘ(�ͨ)ԗŗƝ 24ԫ26 ŘŤԘˡ̅ζѓ°҆ȊǙȃùуʕҭʕğÕʴďˏȦΩԚƔę÷ÆЀҭҡ

ҺҭӲӜԖӬΪ?ƤɜҭfȦΣԚ҇ԗkƪ͒ԧ(ΑГȀŧů°ùǉƴԘѵ ѵ ѵ ѵ ѵ  

ҫҪ 

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
ԗ�óκǏԘ  

ԕĸ¦ Ȼ˶ԦʏįŗАҭÚ̂϶˹ҩ�Ƙõ� 

ԕ®ʽ ʹÂԦʓĸ7ҭńñҬ1ҌùΜȯÑˠ˸�ҩɥÜҭÕÏʹìõ� 

ԕѫȳ ̌ûЅԦɦɬä̂ʥӅʼҋҡȟ°ǔĶҭĕǕ
ɤ�ªſWҩӺԏԖӫdǔĶҭ§Õуˡ̅�ҭƕ͌ 

ԕù� вªԦʏįŗАҬҎҕӁǸ̮Ɉǿ)Ъҭ˗Ħˏɬɇʁõ�Ҭ1Ҍä̂7ˋϸ϶˹ 

ԕ�с ˖ĉԦӑԒӿӞӈ�ýІӡԒň�ɥÜҬ̋ÕҜӁӺԏӈԒәԖԎǿʯЈҩÕŶʹì 

ԕ�͍ й�Ԧɒ̂ĶҏҿȦiҙӂҡӐӸӸӏԖԎӫӊӼԒӫҭˋʺŘ(ҬßҦғùÕуҭˋʺķȿҭſWҩ§
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Õуˡ̅�ҭƕ͌ 

ԕ˟� ȼƆԦТȊŗА�ýІҭɒ̂ĶҩҟҭßšÕŶҭŶƝ϶˹Ҭɬъõ�҃ÕɃõ�҃ɖňҭä̂ʥ=

̴Ґ	ҍҡŸьѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ ѵ  

ԗGóκǏԘ  

ԕĸ¦ Ȼ˶ԦĕǕ
ɬɇʁõ�ҬĦҜӁʏįŗАҭÕŶҭƇ̗  

ԕѫȳ ̌ûЅԦӿԖԍԒӖәӈҭΠȎҏҿҸҡȟ°ǔĶҭĕǕ
ɤ�ª  

ԕȒА ͮ°Ԧ˻dԕћ͐ÕÜҬҎҕӁÑ˟ɥƣʨÕҭŶƝ϶˹ҩҟӂӅΜęҜӁΚÇ  

ԕå ͕ΐԦʱΉkȎҬßҦғʏįŗАĕǕ
§ʹìõϾҭΠǡ  

ԕù� вªԦʏįŗАҬҎҕӁĕǕ
ɦɬä̂ʥӅʼҋҡɬɇʁõ�ҎҾҰÕɃõ�ҬТҜӁˡ̅  

ԕ�ȑ ͯɍԦʱΉkȎҬҾӁʏįŗАҬҎҕӁ϶���ŘСҭ§ʹìſW  

ԕͳȏ ƃԦĕǕ̵ҭkȎҬßҦғ͢ʜϒʀЏВĵW̪ҭʏįŗАҬҎҕӁÕʴˏkŎҭõϾҭſWҩΪ?  

ԕ˟� ȼƆԦ͸ň4Õ�ɥÜҩҟҭ·ϡÕÜҬҎҕӁǴǕ
Ȃǿ)ЪҭÕŶˋϸª  

ԕ�͍ й�ԦΗǌҭӿԖԍԒӖәӈΠȎҬßҦғʏįŗАҬҎҕӁĕǕ
ŻǿҭÕуƋÕɃõ�  

ԕɍϰ чʹԦĒĘ̼ʺƝȚ˽ 10Be ҩ 26AlҏҿƹęҙӂҡȀǶѡԔĽ·ϡҭɈɖԕ·ɈɖÕŶҭŶƝŘ(  

ԕɲɇ ǍԦӑӜӸӟӤԒӊԍň�ɥÜҬҎҕӁĕǕ
ŻǿҭɖňÕŶˋϸªҩ§ʹìõ�  

ԕ+ȇ ˱»ԦǙȃɬ�ϔɒɬšәӈΠȎҬһҩҦғŻǿǴǕ
өӸԌĶŠҩä̂ʹìõ�  
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池田 安隆 研究室 
（東京大学 大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻） 
 
１．池田安隆研究室概要とAMSの位置づけ 
ŵˡ̅ĝҨҮԙӈӕөӉӹөӕӫӮӕӟҩǸϦҭÕϐǧ(ҬҎҕӁɤǔĶҭƲ�Ӆˡ̅ҚҧҋӁԛĦτҩҜӁӸӉ

ԖԎӬҮ�ҩҚҧǙȃҨҊӀԙӫԎәԙ©ɾԙӊԒӬԙ�Í̕ӅĦτҩҜӁɄϝˡ̅һΌҤҧҋӁԛǸϦҭ�ҡӁˡ

̅өԖ ԁҮԙǙȃnĿҭǸϦҭÕϐǧ(ҬҎҕӁÕɃȽ΀̂϶˹ӅęБˏҬǡҿҏҬҜӁҗҩҬҊӁԛҗҭ

˕ˏҭҡҺҬԙ¢ĩɜÕуƷȗҩЏ~ƷȗӅ:ʼҚҡɤǔĶԕɤΘǳҭÕ�Ȭϯҭηȗҩԙõ�ÕŶďˏƤ

ɜҬҾӁÕΑõŶϮŤҭηȗӅΌҤҧґҡԛ 

ѵ MALT ҬТAҜӁˡ̅ӺԐӞӍӕӫҩҚҧҮԙ2010ŘŤҏҿ 4ӑŘ΢ˁҨ̋ң�ҖҡӦӼӧӫѦ�ҭƝОӺԐ

ӡӟҬТҜӁˡ̅ҐҊӁԛӦӼӧӫѦ��Ȋ̀ӅӸӉԖԎӬҩҚҧҗҭ¿ѓҬ¤Ӏ̯ҸĆҺҧҋӁԛҗҭˡ̅ҬҎ

ҋҧЙӅƼӁҭҮŘ(ɻęҨҊӁԛÕɃõ�ϮŤӅɊҺӁҡҺҬҮԙõŶӅ¥ҕҡÕŶъҭŘ(ӅɻęҜӁ

ƅΚҐҊӁҐԙŵέÕÜҮȩŤҭ�ʡÕÜҨҊӁҡҺʺʥϒʀҭʗϐʥҐʚғԙҷҡԏӟһʚҋҡҺԙĒĘ̼

ʺƝȚ˽ԗ10Be, 26AlԘӅʼҋӁΑъʝĩŘ(ɻęɜҐԙŘ(ӅŽӁҡҺҭҵҩӆҪ¾�ҭƤɂҩҫӁԛ 

 

２．これまでの主な実績 
ӵԁԌԇѹӦӼӧӫĸèҭNǖƮù϶˹ӅΠǡҜӁҡҺҬԙΎǣˁTӅʼҋҧӦӼӧӫѦ��Ȋ̀ҭõ�ÕŶ

ӅƷ̫Қҡԛҟҭ̱ȐԙȊІŁŃĸ͟�ѰҭӕԃәԎːÕҬɝОҐ 40 km Ҭ ҲùΜȯҫɤΘǳԗΗ͚ǓȬ

ϯԘҐČÓҜӁҗҩӅˋΛҚҡԛҗҭȬϯӅȱlҤҧǌɂҭɂ�ҐˋϸҚԙҟӂҿҮ϶��ǌ�ŘСҭõŶӅ

ΥИҚҧҋӁҗҩҐkҏҤҡԛʲÕηȗҬҾҤҧԙҗӂҿҭɂ�ъҏҿŘ(ɻęΫǒӅƶ¤ҚԙĒĘ̼ʺƝȚ˽

ԗ10Be ҩ 26AlԘӅʼҋҡΑъʝĩŘ(ɻęӅΌҤҡԛҗҌҚҧŽҡÕŶъҭŘ(ҬßҦҋҧƹęҚҡΗ͚Ǔҭ

ƝОϮŤҮ 1 mm/ŘҭӐԖӥԖҩҫӀԙӦӼӧӫѦ�ҭNǖƝОҐϒҗҤҧҋӁҗҩӅΩƭ'ҕҡԛ 

 
３．外部資金・外部との共同研究 
01Ԙ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ӦӼӧӫѦ�ҭƮù϶˹ҬТҜӁˡ̅҇H22-H25 

ɎʽĔвԗȊùʴԘԙʩАμ�ԗшùʴԘԙĞ^б$ԗȊùùɆɬɠԘ  

 
４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
�óκǏ 

01ԘShirahama Yoshiki (2015): Late Quaternary evolution of the Kumkol Basin at the northeastern margin of the 

Tibetan Plateau revealed by tectonic geomorphology and the analysis of in situ cosmogenic nuclides, DSc 

Thesis, University of Tokyo, 156 p.  

 
５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 

01ԘShirahama Yoshiki, Miyairi Y., He H., Fu B., Echigo T., Kano K., Yokoyama Y., and Ikeda Y. (2015): 
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Climate-induced changes in sediment supply revealed by surface exposure dating of Sijiquan River terraces, 

northeastern Tibet, Geomorphology, 235, 15–26,  

doi: http://dx.doi.org/10.1016/j.geomorph.2015.01.017  

 

  



 49 

廣瀬 靖（東京大学 大学院理学系研究科 化学専攻） 
 

１．研究概要とMALTの位置づけ 
ВĵЌ�ʥ΅͠Ӆ�ҫĦτҩҚҧ҃тɆ0īƋҼ˦ƋҩҋҤҡтĉȴ͜ҭˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄ϦŘ҃ЭӊӐԒ

ӛӊӫҬ̪̈ҼӸӧ̪ҫҪӅ²ҹΗ­ӈӮӐԒ�­ʥҐǕҡҫȴ͜ƋȆǒҩҚҧɞ˕ҙӂҧҋӁҐ҃ӳԎӕ�

̱ǭҭ­ƝҐоҚҋҡҺҟҭʥƋҮȁРƬҨҊӁ҄ƞ҅ҮӻөԐӎӷӤӓӝԆԎƝОƥ΍ӅʼҋҡѦºϐҫ

΅̱͠ǭҭ­ƝҩʥƋƷ̫Ҭ¤Ӏ̯ӆҨҋӁ҄Η­ӈӮӐԒ�­ʥҭ­ƝҨҮ҃ӈӮӐԒ̯ƝҭęБkȎҩ

sžҐÉоҏҥЏΚҫ¿ѓҨҊӁ҄MALT ҨΌҤҧҋӁЏӊӐԒŴƋ¢Ϙ̡ĉȦiԗERDAԘɻęҮ҃΅͠�

ҭЌ̪Ҽ̪̈ԕӸӧ̪ҭ̷ĦęБҐ¨͜ҫkȎɜҩҚҧ҃­ƝȈ,Ʒ̫Ҽтĉȴ͜ҭΠǡҬҎҋҧЏΚҫŹ

zӅƪҤҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘЌ̈�ʥԕЌӸӧ�ʥ�ī7ҭ­Ɲ 

 ЌӸӧ�ӊԒӞӌԃ(InOxFy)΅͠ҭӸӧ̪ī^Ҭ1Ҍ̱ǭȬϯõ�ҭˋΛ 

 ӈӭӤԖӢØӤԒӤԎ(TaON)ҭ­ƝҩѦтĉ˸�ŤҭˋΛ 

ԗԟԘЌ̈�ʥųαт7ҭ­Ɲ 

 ӈӮӐԒЊnsžҬҾӁӽԐӹӟӑӊӫØ SrTaO2N΅͠ҭųαт7ˏƲ�ҭěʲ 

ԗԠԘҟҭ&Η­ӈӮӐԒ�­ʥҭ­Ɲ 

 CoЌ̈�ʥҭ̯ƝҩȬϯԕтɆԕ˦Ɇ˗ϛ˸ҭТAҭΠǡ 

ԗԡԘЏӊӐԒ ERDA/RBSɻęΓ͈ҭРˋ 

 Ӓӟтн̛ӅʼҋҡѷE-EØȦiÃҭΧ͈ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
ԗԞԘ˷ˡϋԕͳƤˡ̅ԗBԘ҆тĉȴ͜ȆǒҩҚҧҭϾ˸ВĵЌ̈�ʥҭРƬ҇ѵ H24-25 

ѵ ѵ ѵ ŪʑԗȊùʴԘ 

ԗԟԘ˷ˡϋԕǕď΍яÜˡ̅ԗa�ˡ̅Ԙ҆Ta̤Ќ̈�ʥųαт7ҭɤƋӛӊӫҩҚҧҭ TaO4N2`ъ7ҭȬϯ

Πǡ҇ѵ H27-28ѵ ŪʑԗȊùʴԘ  

ԗԠԘȊ�Ƈ�˷ďƥ΍ƳͥφÈѵ ˡ̅ϋҭ�Ɲ҆Ѧ˸�Ťщǭϐ�ī7ҩҚҧҭϾ˸ВĵЌ̈�ʥ΅͠ҭ

Рˋ҇ѵ H26ѵ ŪʑԗȊùʴԘ  

ԗԡԘùďТA 

ɬ÷ԦҫҚ 

ÍdԦ̖ɝù 

�
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４．MALTを利用した修士論文、博士論文リスト 
GóκǏԦГȀѵ ɺ҃Ѧȳ̨ŗ҃MOTANEEYACHART Vitchaphol 

�óκǏԦĺѵ ùÕ 

 

５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 

1. "Composition-induced structural, electrical, and magnetic phase transitions in AX-type mixed-valence cobalt 

oxynitride epitaxial thin films", J. Takahashi, Y. Hirose, D. Oka, S. Nakao, C. Yang, T. Fukumura, I. 

Harayama, D. Sekiba, and T. Hasegawa, Appl. Phys. Lett., under review. 

2. "Heteroepitaxial growth of perovskite CaTaO2N thin films by nitrogen plasma-assisted pulsed laser 

deposition", D. Oka, Y. Hirose, T. Fukumura, and T. Hasegawa, Cryst. Growth Des. 14, 87 (2014). 

3. "Possible ferroelectricity in perovskite oxynitride SrTaO2N epitaxial thin films", D. Oka, Y. Hirose, H. 

Kamisaka, T. Fukumura, K. Sasa, S. Ishii, H. Matsuzaki, Y. Sato, Y. Ikuhara, and T. Hasegawa, Sci. Rep. 4, 

4987 (2014). 

4. "High-mobility electron conduction in oxynitride: anatase TaON", A. Suzuki, Y. Hirose, D. Oka, S. Nakao, 

T. Fukumura, S. Ishii, K. Sasa, H. Matsuzaki, and T. Hasegawa, Chem. Mater. 26, 976 (2014). 

5. “Epitaxial growth of indium oxyfluoride thin films by reactive pulsed laser deposition: Structural change by 

fluorine insertion into vacancy sites in bixbyite structure”, S. Okazaki, Y. Hirose, S. Nakao, C. Yang, I. 

Harayama, D. Sekiba, T. Hasegawa; Thin Solid Films 559, 96 (2014). 

 

ΠδҫҪ 

ԗԞԘѵ “ӽԐӹӟӑӊӫØЌ̈�ʥ SrTaO2NҭųαтƋҩӈӮӐԒЊn”, ĺùÕ, Ūʑ  ч , Оρň½�, 

Ì7ʥʴ 50, 21 (2015). 

ԗԟԘѵ “ӻөԐӎӷӤӓӝԆԎƝОӅrʼҚҡӈӭӤԖӢØЌ̈�ӤԒӤԎ�̱ǭ΅͠ҭ­Ɲ”, Ūʑ  ч , 

ГȀɺ, Оρň½�, FC Report 32, 142 (2014).  

ԗԠԘѵ “ʫӳԒӬӔԆӧӺųαт7ҭРˋԦZтõƻ̪ĉҭõƻ�ʭ±�Ӆ˕ưҚҧ”, Ūʑ  ч , Оρň

½�, �ď 69, 68 (2014). 
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國木田 大 
（東京大学 大学院人文社会系研究科 附属次世代人文学開発センター） 
 

１．研究室（個人の研究）概要とAMSの位置づけ 
җӂҷҨҬȊ�ӈӞӈÕÜӅ�ƄҩҚҧ͑§ďҼʹìďҭkАҨ҃ʗ̪¯37Ҽ̪̈¯37kȎӅʼҋҧˡ

̅ӅϱҺҧҋӁ҄϶�ҭ!Сɤ�ӅʺƘ̤ҩҋҌΝʘҨ3͈ҦҕӁҡҺҬҮ҃Ǐ�ˏҫǧ̤nӅ 14CŘ(ɻę

ҨŽҿӂӁǌLŘ(ҩ:ҞҧΪ?Қ҃ʹìӪԖӤҼÕÜСҨҭɄϝȦΣӅΌҌҗҩҐЏΚҬҫӁ҄͑§ďҨҮ҃

ϿϖҼϿʥҭǧǿӅɏęҜӁҭҬ 14C Ř(ҐßʁҩҫҤҧҎӀ҃ƅΚ�¨ȶҫһҭҩҫҤҧҋӁ҄͑§ďkА

ҮǏ̤ҨҊӁҡҺ҃ϦиІİҨҭěѣʹìҐǍҤҧҎҿҝ҃MALTҬҎҕӁAMSɻęҼΫǒηΖҫҪҭb¯

rʼҮ҃ʦҬЏΚҫŹzӅƪҤҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘ14CŘ(ɻę 

" ԐӝӈϰЃ҃ӈԃԖԎňɥÜҬҎҕӁǕ˟Ãǧ(oǿҭϿϖԗ̦ 1� 3�ŘvԘԫДÃǧ(ҷҨҭøғҭ

ϿϖҭÑÃ'˛ʗ�ʥӅkȎҚ҃Ǐ�̽ŘҭȬ̞ҼљƋſWӅȦΣҚҡ҄ 

" ԐӝӈϰЃ҃ӈԃԖԎňɥÜҎҾҰ�ɬϷҭÑÃiʲǿҬҎҕӁŘ(ҩљƋſWӅΌҤҡ҄ŵέÕÜҬ

ҎҕӁÑÃiʲǿҮ҃ѨіҭrʼҐɤˋҨҊҤҡҗҩӅΠǡҚҡ҄ 

" ́Ǐǧ(ҬҎҕӁӕӧӓԖʨʗ�ʥҭŘ(ɻęҎҾҰʗ̪ԕ̪̈¯37kȎӅěǗҚ҃dġʥҭΠǡӅ

ΫҸҡ҄ùІkҭύǒҐãȐі̕ҭӪԒӺԒӅ�7ҩҚҧҋӁ¨͜ƋҐѦҋҗҩҐӄҏҤҡ҄ 

" ́Ǐǧ(�ǿȂԫŻǿԗǕʋ˙ԕâŗϿϖҫҪԘҬҏҕҧҭÑÃ'˛ʗ�ʥҭʗ̪ԕ̪̈¯37Ҽ C/N

Ʉҏҿ҃ŵǧҭљƋӅπκҚҡ҄ƔęҾӀ§ғŘ(ҐŽҿӂӁύǒҬТҚҧҮ҃ϻ�Ƌҭӛӗԕԁӟіҭr

ʼҐ͑ҍҿӂ҃ãȐіӅ�7ҩҚҧrʼҙӂҡύǒһ˥ΰҙӂҡ҄ 

" ɒ́˙�ÛōӛӓӤԍɡϿϖiÑҭȀʗҼυіҭŘ(ɻęӅěǗҚ҃ŵέϿϖҭЏΚƋӅ˭Қҡ҄ 

" ́Ǐǧ(�ǿȂԫŻǿҬҏҕҧҭНŶÑΖºҼɞ¦'ɦЖ̕Ҭ'˛Қҡʗ�ʥӅkȎҚ҃ҟҭdġʥ

ҭƹęӅΫҸ҃ʼϬҬҥҋҧπκӅΌҤҡ҄ 

" �ɬϷ��ŗАҭŻǿǚ˟Ãǧ(ϿϖҭŘ(ӅœŝғɻęҚ҃¬ϿϖҭŘ(ˏΪ?Ӆή̭ҬΌҤҡ҄ 

" ́Ǐǧ(Ż�ǿҭȥʥrʼԗӫӦӱӓrʼԘԕÑÃØŭԕȥʺҼÕŶõϾªҬҥҋҧҭŘ(ӅΪ?Қ҃ʹ

ìõϾҩ!Сɤ�ҭТAƋӅȦΣҚҡ҄ 

" ԐӝӈϰЃ҃əɬÕǖȊІҭӢԎӑԍӭԇňɥÜҬƢÓҜӁӌӟӦӱӸӑ 8ϿϖҭϿʥҭή̭ҫ3͈ƒæ

ҩŘ(ҭТAӅ͑ĤҚҡ҄ 

" ԐӝӈϰЃ҃ӊԎӕԖӨӕŉӈԒӒԌňɥÜҬƢÓҜӁӦӍԏԃӝԈӮӕϿϖ҃ӳԍӝԊӊԕӭԍԒϿϖ͋Ҩ҃

ä̂ÑòύǒҬɞ˕Қ҃ҟҭƝkҘҩҭŘ(ɻęӅΫҸҡ҄ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
1. ˷ˡϋԕʦqˡ̅¼ā�ϋ҆Ȋ�ӈӞӈÕÜҬҎҕӁʗ̪ 14Ř(ҭnĿСɄϝҩʹìª҇H19-20 

ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǕԘ 
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2. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆�ȊӈӞӈªҏҿҸҡ�
ӈӊӯǏ�ŶƝ϶˹ҭ͑§ďˏˡ̅҇H19-22 

ˡ̅(Α͒ԦʞȀCǼԗȊùǏԘѵ ˡ̅kƪ͒ԦùψшüԗȊùǏԘѵ ϰƿˡ̅͒Ԧ6ΈĖ�ԗȊùǏԘ҃Î

ȀʽùԗȊùǏԘ 

3. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆Ȋ�ӈӞӈҬҎҕӁę˛ˏљǒƶл˯/ҭŶƝҎҾҰõġ϶˹ҭˡ̅҇H19-22 

ˡ̅(Α͒ԦùψшüԗȊùǏԘѵ ϰƿˡ̅͒Ԧ6ΈĖ�ԗȊùǏԘ҃ʞȀCǼԗȊùǏԘ҃ÎȀʽùԗȊù

ǏԘ҃®ʽЃüԗȊù�Ԙ҃˴ʽȻĖԗͰŊùԘ 

4. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ԉԖԌӝӈ�ȊІҬҎҕӁŻǿǚ˟Ãǧ(!ҭϼƇΌ�ҬТҜӁ̻­ˏˡ̅҇

H21-24 

ˡ̅(Α͒Ԧ6ΈčйԗƚƜùԘѵ ˡ̅kƪ͒Ԧ®ʽЃüԗȊù�Ԙ҃�Έ�Ǐԗ�ùԘ҃îʽв�ԗ�ùԘ҃

˟ʽ͖ԗʵʳùԘ҃ГȀŬɗԗ�ùԘ҃ÎȀʽùԗȊùǏԘ 

5. φÈɜ!Ѧȡď΍ā�ßВ҆́Ǐǧ(ҬҎҕӁӕӧӓԖʨʗ�ʥҭˡ̅҇H22 

ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ҃ˡ̅�~͒Ԧ®ʽЃüԗȊù�Ԙ 

6. ¥Τˡ̅ԕ�d
ĸϿϖʦqˡ̅҆�d
ĸϿϖҭ˒ÑҭŶƝ϶˹ҩҟҭçƢƋҭΠǡ҇H22 

ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ҃ˡ̅�~͒ԦȥʽŰʺԗȊùǕяԘ 

7. φÈɜ!Ѧȡď΍ā�ßВ҆́Ǐǧ(ҬҎҕӁUˮΌʙҭ͢ʜ˷ďkȎԕěѣ͑§ďҬҾӁſW҇

H22-23 

ˡ̅(Α͒ԦШІǦcԗÎĐЫԘ҃ˡ̅�~͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ 

8. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ĕǕ
ҭɆKõ�ҩ̧́Ǐ�ҭõ�҇H22-25 

ˡ̅(Α͒ԦĔǐȻ!ԗͰŊùԘѵ ˡ̅kƪ͒Ԧ˴ʽȻĖԗȊùǕԘ҃ÎȀʽùԗȊùǏԘ 

9. ˷ˡϋԕͳƤˡ̅ԗBԘ҆ʹǙȃɬÕÜҬҎҕӁǏ�лÈҭљƋõϾҬТҜӁˡ̅҇H23-26 

ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ 

10. φÈɜ!Ѧȡď΍ā�ßВ҆́Ǐǧ(ҬҎҕӁӕӧӓԖʨʗ�ʥҭˡ̅Ѽ҇H23 

ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ҃ˡ̅�~͒Ԧ®ʽЃüԗȊù�Ԙ 

11. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ǂǏǏ�ǿҬҎҕӁʹӐӾԖӨӕɬÕÜҭ�ɥҩ˯/õ�҇H23-27 

ˡ̅(Α͒ԦʞȀCǼԗȊùǏԘѵ ˡ̅kƪ͒ԦùψшüԗȊùǏԘѵ ϰƿˡ̅͒Ԧ6ΈĖ�ԗȊùǏԘ҃Î

ȀʽùԗȊùǏԘ 

12. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ʹǙȃɬ�Æũҭ͑§ďˏˡ̅҇H23-27 

ˡ̅(Α͒ԦùψшüԗȊùǏԘѵ ϰƿˡ̅͒Ԧ6ΈĖ�ԗȊùǏԘ҃ʞȀCǼԗȊùǏԘ҃ÎȀʽùԗȊù

ǏԘ҃®ʽЃüԗȊù�Ԙ҃˴ʽȻĖԗȊùǕԘ 

13. φÈɜ!Ѧȡď΍ā�ßВ҆ӛӲԍԒҬҎҕӁ˟jЛ˟Ã͋ҭŘ(ҩ˟Ãƥ΍ҬҥҋҧԚӟԌӹӭԇ 4

ϿϖԕӺӒӦԊӿ 1Ͽϖҭˡ̅Ԛ҇H24 

ˡ̅(Α͒ԦȤY�ϊԗÿǏˡԘ҃ˡ̅�~͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ 

14. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ԁԍӤϿϖҭԓӉԖӭӟTҬТҜӁŘ(ˡ̅҇H25-27 

ˡ̅(Α͒Ԧ®ʽЃüԗȊù�Ԙѵ ˡ̅kƪ͒Ԧ6ΈčйԗƚƜùԘ҃�Έ�Ǐԗ�ùԘ҃îʽв�ԗ�ùԘ҃

ÎȀʽùԗȊùǏԘ 

15. ˷ˡϋԕͳƤˡ̅ԗBԘ҆ȃŉĿȊ�ІҬҎҕӁŰʺԕ̸́Ǐǧ()ЪҭљƋſW҇H27-30 
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ˡ̅(Α͒ԦÎȀʽùԗȊùǏԘ 

16. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ʲʺ!іǏ�ҭiʲҩƮǊҬȐҡҚҡӈӞӈ�ÆӀԎԖӫҭƕ͌ҬТҜӁ͑§ď

ˏˡ̅҇H27-30 

ˡ̅(Α͒Ԧ6ΈĖ�ԗȊùǏԘѵ ϰƿˡ̅͒ԦОŀʌ�ԗǜ˾ʽùԘ҃�ĺэ˖ԗ̋ȻùԘ҃ȤY�ϊԗǏ

�ŜԘ҃ÎȀʽùԗȊùǏԘ 

 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
ÎȀʽù҆14CŘ(ɻęɜӅʼҋҡȊ�ӈӞӈҬҎҕӁ͑§̽Řҩʹìª҇2005Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏԗǕ

яÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷ʹìďĨǅԘ 

ÎȀʽù҆ȊǙȃҬҎҕӁ́Ǐǧ(Ż�ǿҭʹìõ�ҩ!Сɤ�ҭ̽Řďˏˡ̅҇2009 Ř 3 ǹȊ�ùď�

óκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷˯/ʹìďĨǅԘ 

 

５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 

1. Takao Sato, Fedora Khenzykhenova, Alexandra Simakova, Guzel Danukalova, Eugeniya Morosova, Kunio 

Yoshida, Dai Kunikita, Hirofumi Kato, Kenji Suzuki, Ekaterina Lipnina, German Medvedev, Nikolai 

Martynovich (2014) Paleoenvironment of the Fore-Baikal region in the Karginian interstadial: Results of the 

interdisciplinary studies of the Bol’shoj Naryn site, Quaternary International, 333, 146-155. 

2. Ian Buvit, Masami Izuho, Karisa Terry, Yorinao Shitaoka, Tsutomu Soda, Dai Kunikita (2014)  Late 

Pleistocene geology and Paleolithic archaeology of the Simaki site, Hokkaido, Japan, Geoarchaeology, 29, 

221-237. 

3. Kunio Yoshida, Dai Kunikita, Yumiko Miyazaki, Yasutami Nishida, Toru Miyao, Hiroyuki Matsuzaki 

(2013) Dating and satble isotope analysis of charred residues on the Incipient Jomon pottery 

(Japan) ,Radiocarbon,55,1322-1333. 

4. Dai Kunikita, Igor Shevkomud, Kunio Yoshida, Shizuo Onuki, Toshiro Yamahara, Hiroyuki Matsuzaki 

(2013) Dating charred remains on pottery and analyzing food habits in the Early Neolithic period in 

Northern Asia, Radiocarbon, 55, 1334-1340. 

5. íкě, ÎȀʽù, įʽξă, ĸ�ǈǼ, �ɕě (2012) �ɬϷ��ŗАҭŻǿǚ˟Ãǧ(Ͽϖҭ

Õϐ̽ŘԦǕҡҫ AMSǆĩƋʗ̪Ř(ҭϨ�ҩҟҭƕ͌, ǚ˟Ãˡ̅, 9, 137-148. 

6. ĸŀ˚ɗ, Έʽ˱Ȳ, ʢȞ��̥, ÎȀʽù, Ȍɩ˵ɗ, ιΦW, ùÛϲǼ (2012) ɒ́˙�Ûōӛ

ӓӤԍɡϿϖҭˋƵηȗԗ 2009ԫ 2011 ŘԘѺɒ́λĿҬҎҕӁǕҡҫǴǕ
!іϿϖѺ , 

Anthropological Science (Japanese Series) , 120(2) , 121-134. 

7. Şʽƙ˜, Ȍρǯĉ, ÎȀʽù, ɵρ̺ĉ (2011) ĺĸ˙�ȊϿϖiÑҭŰʺÑÃҬ'˛Қҡʗ�ʥ

ҭʾȉӅƷӁ, ȥʺªˡ̅, 20(1) , 41-52. 

8. K. Yoshida, T. Hara, D. Kunikita, Y. Miyazaki, T. Sasaki, M. Yoneda, H. Matsuzaki (2010) Pre-bomb 
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村松 康行 研究室（学習院大学 理学部 化学科）�
�

１．村松康行研究室の概要とAMSの位置づけ 
ƞ҅Үԋӌ̪ҭÕʳ�ďҎҾҰʹì�ďˏˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄ҟҭ�Ҩ҃О�ɷǿȚ˽ҨҊӁԋӌ̪ 129 Ҭʛ

ʘӅŵҧ҃ԋӌ̪ҭʹìƲ�Ҽ҃Õʳ�ďˏӫԏԖӛԖҩҚҧʼҋҧҋӁ҄MALTҭ AMSǗΧҮ҃kȎƗŤҼ

ĔęƋҬVӂҧҎӀ҃ԋӌ̪ 129ӅʼҋҡҏӆɇҭŘ(ɻęҼ҃fgʴǗΧҼ˴Ŀ�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡ

ԋӌ̪ 129ҭkȎҬһɤʼҚҧҋӁ҄ҷҡ҃Be-10Ҽ C-14ҭkȎһMALTҭ AMSǗΧҨΌҤҧҋӁ҄ 

�

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘԋӌ̪ 129ҭkȎɜҭȦΣҩѮɇҭŘ(ɻęҳҭƇʼ 

Ϋǒҏҿҭԋӌ̪ҭkнɜҭРˋҩ AMSҬҾӁԋӌ̪ 129ҭkȎɜҭȦΣӅΌҤҡ҄ 

ҟҭkȎɜӅƇʼҚ҃ơ̻�ĿҫҪҨùБҬʻiҜӁԋӌ̪ҭŘ(ɻęӅΌҤҡ҄ҷҡ҃ԄӤԒӲӊӬԏ

ԖӫʻiÕÜҬҎҋҧһ҃ԋӌ̪ 129 ӅưȮҬԄӤԒҭϒʀ̕ӅηҴҧҋӁ҄ 

ԗԟԘÑò�ԋӌ̪ 129ҭkȎ 

Ñò�ҭԋӌ̪ 129ҭkȎɜҭȦΣӅΌҋ҃ȊɬȇҼҟҭ&ҭÕÜҨƶ¤ҚҡÑòΫǒӅkȎҚҡ҄

ҷҡ҃ӦӍԎӱӹӊԍ·ϡÑò�ҭԋӌ̪ 129ҭkȎһΌҤҡ҄ 

ԗԠԘЪ�ʥΫǒ�ҭԋӌ̪ 129ҭϒʀ 

ùɆЪ�ʥΫǒ�ҭԋӌ̪ 129 ӅkȎҚ҃ҟӂҿҭϒʀҬҥҋҧηҴҡ҄ 

ȚěѣϒʀҩÍd÷ҭfgʴǗΧҏҿҭŸьҬҥҋҧ͑ĤҚҡ҄ 

ԗԡԘ�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡǆĩƋԋӌ̪ 

˴ĿҭÑò�ҭԋӌ̪ 129ӅkȎҜӁҗҩҬҾӀ҃�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡԋӌ̪ 131ҭЪ�БҭfȬ

̞ӅΌҤҧҋӁ҄ 

ԗԢԘ�ȩӬԖԃұқӈӊӟәӈ�ҭ Be-10kȎ 

ůvùďҭád�óҬ�~Қ҃�ȩӈӊӟәӈ� Be-10ҭkȎӅҎҗҫҤҡ҄ 

ԗԣԘȥʥΫǒ�ʗ̪ 14kȎ 

Ĳ�ȅŘϞ�ҭʗ̪ 14 ӅkȎҚҡ҄ 

ӦӍԎӱӹӊԍҨƶ¤ҚҡŘϞΫǒ�ҭʗ̪ 14 ӅkȎҚҡ҄ 

˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢҏҿҭʗ̪ 14ҭŸьӅΪ?Қҡ҄ 

�

３．外部資金・外部との共同研究 
ԗԞԘ˷ˡϋԕß˔ˡ̅(Ԩ) 

H17-H20ѵ ԋӌ̪ҭʏ̈́ҩƀʹҬТҜӁʺʥÕʳ�ďˏˡ̅ѵ (Α 

ԗԟԘ¥Τˡ̅ԗǏ˷˘-�ĉ~ȴȬ҃�ĉ~ΜsŜ-�ĉ~ȴȬԘ 

H24-25҆˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�ǇҬ1ҌǆĩƋʥϐҭ̒ԟȷkŎʨɚ̕ҬТҜӁηȗˡ̅҇ 
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ѵ ѵ ѵ ȇȌԗď͎ЫùԘ҃ȌŀԗȊùŊԘ 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
Ϻĸѵ ˝�̥҆ԋӌ̪ҭÕʳ˷ďˏԕʹì�ďˏˡ̅ԦԁԒӫԎ ҰùɆ�ҭԋӌ̪ҭkŎҩƲ�҇ 

ѵ ѵ 2011Ř 3ǹѵ ď͎Ыùď�óκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

Ѧʽ ҽҏӀ҆AMS Ӆʼҋҡ 129IʏŤkȎɜҭȦΣҩʹì�Ҩҭԋӌ̪ҭkŎҬТҜӁˡ̅҇ 

ѵ ѵ 2007Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

ȒȀ ˱ ̓ ӲԐӘԒW̪ Ұ 129IӝӟөԃӅʼҋҡ͋џ˙ͷɢˍțʓĸʟɇ̤ҬҎҕӁʓĸƋƝkҭ
ϒʀҭƹę҇ 

ѵ 2008Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

�А ůϊ҆ȥʥΫǒӅʼҋҡùɆ� 14C ʏŤҭ̰Řõ� 14C ԏӼԎҭõ�ҩɆKҩҭТA҃ Ұʗ
̪ҭƲ�҇ 

ѵ 2008Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

Ĕѳѵ �»҆ǙȃɬԄӤԒӲӊӬԏԖӫʻiÕÜҬҎҕӁСеɇ�ҭӲԐӘԒW̪ ҰƁБВĵW̪ҭ

ɯŤkŎ҇ 

ѵ 2010Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

-Έѵ ̶ʴ9҆Ñò�ӲԐӘԒW̪ʏŤҭkȎҩÑòҳҭ³˛ԄӑӮӠԃҬҥҋҧ҇ 

ѵ 2010Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

��ѵ ̍҆ȥʥΫǒӅʼҋҡùɆ� C-14 ԏӼԎҭõ�ҬТҜӁˡ̅ѸC-14ҭ͢ʜ˂ҬҎҕӁʺƝҩȚ
ěѣԕ�ĉ~�ǇҬҾӁǆiҭŸьѸ҇ 

ѵ 2011Ř 3ǹѵ ď͎ЫùďGóκǏԗ͢ʜ˷ďˡ̅˷�ďĨǅԘ 

�

５．論文リスト（主なもの） 
ȗε'ґκǏ 

1. Takeshi Ohno, Yasuyuki Muramatsu, Yasuyuki Shikamori Chiaki Toyama, Nobuaki Okabe, and 
Hiroyuki  Matsuzaki, Determination of ultratrace 129I in soil samples by Triple Quadrupole ICP-MS and 
its application to Fukushima soil samples, Journal of Analytical Atomic Spectrometry, 28, 1283-1287 
(2013)   

2. Takeshi Ohno, Yasuyuki Muramatsu, Chiaki Toyama, Kazumi Nakano, Shinichiro Kakuta, and 
Hiroyuki Matsuzaki, Determination of 129I in Fukushima Soil Samples by ICP-MS with an Octopole 
Reaction System, ANALYTICAL SCIENCES, 29, 271-274,  (2013)  

3. Chiaki Toyama҃Yasuyuki Muramatsu҃Yasuhito Igarashi҃Michio Aoyama҃Hiroyuki Matsuzaki, 
Atmospheric fallout of 129I in Japan before the Fukushima accident: Regional and global contributions 
(1963-2005), Environmental Science & Technology, American Chemical Society҃vol. 47, p 8383–8390 
(2013).  

4. C. Toyama, Y. Muramatsu, Y. Uchida, Y. Igarashi, M. Aoyama, H. Matsuzaki, Variations of 129I in the 
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atmospheric fallout of Tokyo, Japan: 1963–2003,    J. Environmental Radioactivity, 113, 2012, 116–122 
(2012)  

5. T. Ohno, Y. Muramatsu, Y. Miura, K. Oda, N. Inagawa, H. Ogawa, A. Yamazaki, C. Toyama and M. 
Sato , Depth profiles of radioactive cesium and iodine released from the Fukushima Daiichi nuclear power 
plant in different agricultural fields and forests,  Geochemical Journal, 46, 287-295 (2012)   

6. Sahoo K.S., Muramatsu Y, Yoshida, S., Matsuzaki, H., Ruehm,  Determination of 129I and 127I 
Concentration in Soil Samplesfrom the Chernobyl 30-km Zone by AMS and ICP-MSJ. W.: Radiation 
Research, 50, 325–332  (2009)  

7. Y. Muramatsu, Y. Takada, H. Matsuzaki, S. Yoshida: AMS analysis of 129I in Japanese soil samples 
collected from background areas far from nuclear facilities.  Quaternary Geochronology, 3, 291-297 
(2008) 

8. H. Tomaru, Z. Lu, Y. Muramatsu, R. Matsumoto: Age variation of pore water iodine in the eastern 
Nankai Trough, Japan:  Evidence for different methane sources in a large gas hydrate field.  Geology, 35, 
1015-1018 (2007) 

9. U. Fehn, G.T. Snyder and Y. Muramatsu; Iodine as a tracer of organic material: 129I results from gas 
hydrate systems and fore arc fluids:  J.Geochemical Exploration, 95, 66-80 (2007) 
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1. ȇȇȌŧΌ҃Ȍŀɪ�҃ÑòʏŤԁӧӺҭ̣̿�Ҭ±ҕҡηȗԦԋӌ̪ 131 ҭÑòʏŤԁӧӺҭ̣
̿�҃Ǚȃ�ĉ~ˡ̅РˋȴȬćΤˡ̅æ¶ǵԗ2013-6Ԙ 

2. ȇȌŧΌ҃˴Ŀ�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡԋӌ̪ҭλ¿ѓԦѵ SIS Reportԗԋӌ̪ď//æίԘNo.15, 
14-17 (2012)ѵ  

3. ȇȌŧΌ҃ùАw҃6Έē҃ĬȏǮ�҃®ĺЃй, ˴Ŀ�ˋ�ǇҬҾӁϠ8ʥҎҾҰȐěҳҭɌ
ȓ̰ϗҭΠǡҩ#ŻҭĦ̘Ҭҥҋҧ, Proceedings of the 13th Workshop on Environmental Radioactivity, 
(Ed. K. Besho et al.) 1-10, KEK Proceedings 2012-6. (2012)  

4. ȇȌŧΌ҃Ϡ͓ÕҭɌȓҩϠ8ʥҳҭŸьԦѵ ѵ �ďҭҊҽҸ҃vo.239, 1075-1080 (2011)  

5. ȇȌŧΌԙ ԋӌ̪ҩÕʳ˷ď҃҈ԋӌ̪�­ʥҭȴ͜ҩƇʼ҉Ǫ ʣ҃ѵ ԗ˓GԦȱĸȻčԘԙӝԖӎԃ
ӝԖiʣԗ2011Ԙ 
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堀内 一穂 研究室（弘前大学大学院理工学研究科） 
 
１．堀内一穂 研究室 研究室概要とAMSの位置づけ 
ӖԐԖӳԎһҚғҮԐԖӑԎҫʹìҭõϾªҬҥҋҧԙȭ҅ҫƤɂӅʼҋҧˡ̅ҚҧҋӁԛҫҏҨһĒĘ̼ʺ

ƝȚ˽ҭ AMS kȎҮԙȩҺҧЏΚҫˡ̅Ƥɂҭ�ҥҨҊӀԙҗӂӅϳΌҜӁҡҺҭƤɜҭРˋӅ²Һҧԙ

MALT �ϮÃǗΧҩb¯ˡ̅ӅΌҤҧҋӁԛ10Be ҩ 26Al ҮÍdҬ&ҬɻęҨґӁǗΧҐҫҋҗҩҾӀԙMALT

ҬҾӁ AMSɻęҮȶҏҞҫҋԛ 

 
２．これまでの主な実績 
ԗԞԘӈӊӟәӈҭ 10BekȎ 

  (a) ӬԖԃұқӈӊӟәӈҭ 70�ŘС 10BekȎҬҾӁ϶�ҭĒĘ̼ųŤõ�ҭΠǡ 

  (b) ӬԖԃұқӈӊӟәӈ 10BeҬßҦҋҡĒĘ̼ĶŠďҭРƬ 

  (c) ɈRҏǌ gҨҭ 10BekȎɜҭРˋ 

ԗԟԘӈӊӟәӈҭ 26AlkȎ 

  (a) ӈӊӟәӈҬǸϼҫ 26AlkȎɜҭРˋ 

  (b) ӈӊӟәӈҭ 26Al/10BeŘ(ɏęɜҭРˋ 

ԗԠԘä̂ʥҭ 10Beԕ26AlkȎ 

  (a) 
˂Ǹ§ҭɼҨҊӁӳӊӑԎɼҭ 800�ŘС 10BeŘ(ɏęҬƝ� 

  (b) 10Be ҩ§Õ˦ɆĶŠӅ̯Ҹ­ӄҞҡ̷ĦŘ(ɏęɜҭРˋ 

  (c) ɼšä̂ʥҬҧԙɆKõ�Ҭ>ČҚҡ 10Beõ�ҭƋϐӅ
˂ҨoҺҧΠǡ 

  (d) Ř͂ä̂ʥҭ 10Beõ�ҩĒĘ̼ųŤõ�ҩҭТAΠǡ 

  (e) ä̂ʥ͢ʺƝkƩiҬҾӁ϶�ҭɬɇҭ 10Be/9BeɄõ�kȎ 

  (f) Rҏä̂ʥ 1mgҨҭ 10BekȎɜҭРˋ 

  (g) ɼšä̂ʥҭ 26AlkȎҬƝ� 

ԗԡԘin situʺƝȚ˽ҭkȎ 

  (a) ӳӊӑԎɼ·ϡҭɈɖÕŶҭŘ(ɏę 

  (b) ǙȃҭĸÕҭ in situȚ˽ҭkŎӅɻę 

  (c) ɼšä̂ʥҬ²ҷӂӁˢĳʥ�ҭ in situȚ˽ҭɯŤkŎ 

  (d) ɼšä̂ʥҭ 26Al/10BeŘ(ɏęɜҭРˋ 

  (e) ԂԈԖӐԒʺƝȚ˽ҭ¢Ƈǔъ̂ҬТҜӁß˫ˡ̅ 

  (f) ƁБkȎɜҭРˋ 

ԗԢԘ14CŘ(ɏę 

  (a) ưȮʓĸʔĶҭ 14CŘ(ɏę 

  (b) ¬˽ä̂ʥҭ 14CŘ(ɏę 

ԗԣԘӫԏԖӛԖҩҚҧҭ 14CkȎ 
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  (a) ĒĘ̼ųŤõ�ҭưȮҩҚҧҭÚɔ§ȀŘϞҭ 14CkȎ 

  (b) ʲʺŘϞ�ҭ 14CʏŤҳҭӪӧӬӑԖӿԒҭŸьӅΠǡ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
1. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆ɯІͮłĻ�ҭԂԈԖӐԒʺƝȚ˽ ҬҾӁ 300�ŘvҭϓǕǣɁѥϭ϶ǧҭĒ

Ę̼Ʒ̫҇H27-H29ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕĸŶùďԕȵ�ǋ�Ԙ 

2. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆�ȩɈşәӈѦΠTŤùɆ̯ƝkȎҬßҦғϩɈǿҬҎҕӁɆKԕɬɠԕɈş

õ�ҭΠǡ҇H26-H29ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕÍ̋ȩÕˡ̅ƢԕňȇϏ�Ԙ 

3. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆϶� 4�ŘСҭĒĘ̼ųŤõ�ԕûбÏȬϯҩÕʳʹìõ�҇H25-H28ԗˡ̅k

ƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕȼ΂А͊΍ùďԕĞ�үӃĉԘ 

4. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ΗǌȚ˽ҩΗǌ�ʴҬßҦғĒĘ̼Ř(ɏęɜҭǕĴР҇H25-H28ԗˡ̅(Α

͒Ԙ 

5. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆Õ�ɯІͮłĻ�ҭԂԈԖӐԒʺƝȚ˽ҬҾӁ϶�Ԟ��ŘҭĒĘ̼õ�ҭƷ

̫҇H24-H26ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕĸŶùďԕȵ�ǋ�Ԙ 

6. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ӈӊӟәӈҬtҷӂҡ�ԫ�ŘӟӗԖԎҭĒĘ̼ųŤõ�ҩÕʳʹìõ�҇

H22-H24ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕȊ�ùďԕȌŀɪ�Ԙ 

7. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ĒĘ̼ĶŠďҭРƬ҇H22-H24ԗˡ̅(Α͒Ԙ 

8. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗCԘ҆Õ�ɯІĻ˟�ҭԂԈԖӐԒʺƝȚ˽Ӆʼҋҡ϶� 1 ��ŘҭĒĘ̼õ�ҭƷ

̫ɜҭРˋ҇H21-H23ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕĸŶùďԕȵ�ǋ�Ԙ 

9. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆ӈӊӟәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕʳʹìҭõ�ªҬТҜӁˡ̅҇H19-H21

ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕȊ�ùďԕȌŀɪ�Ԙ 

10. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗBԘ҆ӼԍԍӌԃԞԝҩʗ̪ԞԡӅʼҋҡǸ̮ϩɈǿҭûбɤ�õϾªҬТҜӁˡ̅҇

H18-H20ԗˡ̅(Α͒Ԙ 

11. ˷ˡϋԕͼͱˡ̅҆ЯÜä̂ʥҭӈԎԂӮӌԃ 26ԜӼԍԍӌԃ 10 Ř(ɏęɜҭРˋ҇H17-H19ԗˡ̅(Α

͒Ԙ 

12. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗAԘ҆Ɉşәӈ�ĒĘ̼ϒʀǆĩƋȚ˽ҭѦģŤѦ̣ŤɻęƤɜҭРˋ҇H16-H18

ԗˡ̅kƪ͒Ԙԗˡ̅(Α͒ԕÍ̋ʹìˡ̅ƢԕȖʽŧΌԘ 

13. ˷ˡϋԕͳƤˡ̅ԗBԘ҆ӳӊӑԎɼ·ϡҭɈɖÕŶԕä̂ʥӅĦτҬҚҡĒĘ̼ʺƝȚ˽ɜҬҾӁŘ(

ɏę҇H15-H16ԗˡ̅(Α͒Ԙ 

14. ˷ˡϋԕʦqˡ̅¼ā�ϋ҆ӳӊӑԎɼšä̂ʥ�ҭОħ¸ǆĩƋȚ˽ 10Be ӅʼҋҡùЯОǿ§ʹì

ΠȎ҇H12-H13ԗˡ̅(Α͒Ԙ 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
1. 6҅Ȁ Ĝȸ҆ɬšä̂ʥҭɬɇϒʀƝkӅĦτҬҚҡӼԍԍӌԃ¯37kȎ҇2012 Ř 2 ǹůvùďG

óκǏԗʴŊďˡ̅˷ʴŊďĨǅԘ 

2. dʽ Ǯĉ҆The last glacial-deglacial deep ocean age inferred from 10Be flux at Dome Fuji҇2011Ř 3ǹȊ
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�ùď�óκǏԗʴďˡ̅˷Ԙưīǉ¼ԦȊ�ùԕ̙ɩřɗ 

3. Ĭȏ ùŗ҆67ԫ68�ŘvҬˋΛҙӂҡĒĘ̼ӊӼԒӫҭѦǧСkΠ͜ 10BekȎ҇2010Ř 2ǹůvùď

GóκǏԗʴŊďˡ̅˷ʴŊďĨǅԘ 

4. ¹6ʽ �ª҆KT05-9P2 әӈҬҾӁ̒Ḁ̊ŻǿȊӈӞӈԅԒӟԖԒõ�ҭΠǡҩ 10BeЪɇБ΢ҭРˋ҇

2009Ř 3ǹůvùďGóκǏԗʴďˡ̅˷Ԙưīǉ¼ԦȊ�ùԕ̙ɩřɗ 

5. dʽ Ǯĉ҆Be-10 Variations in the Dome Fuji Ice Core During the Last Deglaciation҇2008Ř 3ǹȊ�ù

ďGóκǏԗʴďˡ̅˷Ԙưīǉ¼ԦȊ�ùԕ̙ɩřɗ 

6. �Λ Ǝĉ҆§(ɼä̂ʥӅĦτҩҚҡ҆26Al/10BeŘ(ɏęɜ҇ěʼ�ҳҭΫҸ҇2007Ř 2ǹůvùďG

óκǏԗʴŊďˡ̅˷ʴŊďĨǅԘ 

 

５．論文リスト 
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21. Kazuho Horiuchi and Hiroyuki Matsuzaki, 2015, Exploration of 10Be analysis using 10 µg of Be carrier. 

Nuclear Instruments and Methods in Physics Research B, 361, 423–430. DOI: 10.1016/j.nimb.2015.07.123. 

22. Y. Kurebayashi, H. Sakurai, Y. Takahashi, N. Doshita, S. Kikuchi, F. Tokanai, K. Horiuchi, Y. Tajima, T. Oe, 

T. Sato, S. Gunji, E. Inui, K. Kondo, N. Iwata, N. Sasaki, H. Matsuzaki, S. Kunieda, 2015, High energy muon 

induced radioactive nuclides in nickel plate and its use for 2-D muon-beam image profile. Nuclear 

Instruments and Methods in Physics Research A, 799, 54–58. doi:10.1016/j.nima.2015.07.021. 

23. Fusa Miyake, Asami Suzuki, Kimiaki Masuda, Kazuho Horiuchi, Hideaki Motoyama, Hiroyuki Matsuzaki, 

Yuko Motizuki, Kazuya Takahashi, Yoichi Nakai, 2015, Cosmic ray event of AD 774-775 shown in 

quasi-annual 10Be data from the Antarctic Dome Fuji ice core. Geophysical Researrch Letters, 42(1), 84–89, 

doi: 10.1002/2014GL062218. 

24. Fumiko Watanabe Nara, Takahiro Watanabe, Takeshi Kakegawa, Koji Minoura, Akio Imai, Nathalie Fagel, 

Kazuho Horiuchi, Toshio Nakamura, Takayoshi Kawai, 2014, Biological nitrate utilization in south Siberian 

lakes (Baikal and Hovsgol) during the last glacial period: the influence of climate changes on primary 

productivity. Quaternary Science Reviews, 90C, 69–79. DOI: 10.1016/j.quascirev.2014.02.014 

25. Kazuho Horiuchi, Itsumi Oniyanagi, Hiroshi Wasada, and Hiroyuki Matsuzaki, 2013, 10Be measurements at 

MALT using reduced-size samples of bulk sediments. Nuclear Instruments and Methods in Physics Research 

B, 294, 72–76. j.nimb.2012.06.022. 

26. Genki I. Matsumoto, Ryoko Kanou, Chika Sato, Kazuho Horiuchi, and Takayoshi Kawai, 2012, 

Paleoenvironmental changes in the northwest Mongolia during the last 27 kyr inferred from organic 

components in Lake Hovsgol sediment core record. Limnology, 13, 55–63. DOI 10.1007/s10201-011-0355-3. 

27. Takahiro Watanabe, Koji Minoura, Fumiko W. Nara, Koji Shichi, Kazuho Horiuchi, Takeshi Kakegawa, 

Takayoshi Kawai, 2012, Last glacial to post glacial climate changes in continental Asia inferred from 

multi-proxy records (geochemistry, clay mineralogy, and paleontology) from Lake Hovsgol, Global and 

Planetary Change, 88-89, 53–63. doi:10.1016/j.gloplacha.2012.03.005. 
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28. Fumiko Watanabe Nara, Takahiro Watanabe, Takeshi Kakegawa, Haruhiko Seyama;, Kazuho Horiuchi, 

Toshio Nakamura, Akio Imai, Nobuyuki Kawasaki, Takayoshi Kawai, 2010, Climate control of sulfate influx 

to Lake Hovsgol, northwest Mongolia, during the last glacial-postglacial transition: Constraints from sulfur 
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29. Takahiro Watanabe, Tetsuya Matsunaka, Toshio Nakamura, Mitsugu Nishimura, Takahiro Sakai, Xiao Lin, 

Kazuho Horiuchi, Fumiko Watanabe Nara, Takeshi Kakegawa, and Liping Zhou, 2010, 14C dating of 

Holocene soils from an island in Lake Pumoyum Co (Southeastern Tibetan Plateau). Radiocarbon, 52(2–3), 

1443–1448. 

30. Kimikazu Sasa, Yuki Matsushia, Yuki Tosaki, Michiko Tamari, Tsutomu Takahashi, Yasuo Nagashima, 
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common solar signal in different cosmogenic isotope data sets. Journal of Geophysical Research, 114, 

A03112, doi:10.1029/2008JA013888. 

34. Horiuchi, K., E. L. Goldberg, H. Matsuzaki, K. Kobayashi, and Y. Shibata, 2004, 10Be signature in the 
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Exploratory studies of dating the Baikal Drilling Project sediment core (BDP-96) using cosmogenic 10Be: 
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1. ád�́ԙ2014ԙĒĘ̼ĶŠďԦĒĘ̼õ�ҬßҦғˇҫӁ§ʹìӈԖӑӊӹСҭѦ̣Ťҫ¯ǿɜԛǹ

mÕʳ«÷ԙ63ԙ31–38ԛ 

2. ád�́ԙ2013ԙ10Beԕ26Al Ř(ɏęԦΑъхiŘ(ɏęɜҭßȃȫƉҩǸϦҭϱĴԛǹmÕʳ«÷ԙ

62ԙ185–195ԛ 

3. ád�́ԙ2013ԙ�ϮÃϐБkȎҬҎҕӁϓѦƗŤȚ˽kȎҭҡҺҭΫǒvgʴɜԛҲӆҞґԙ

2013(10), 570–576ԛ 

4. ád�́ԙ2011ԙûбɤ�ԕÕʳ˦çųŤõ�ҭȿªԦԗΈ�ʴΌԕȃĸ˵ǡ̽ԘȩÕˡԌӊӹԌԍԖѵ ӈ

ӊӟәӈҀÕʳʹìҭӤӊԃӑӺӡԎҀԙƝĸâǵŢԛ170-184ԛ 

5. ád�́ԙ2009ԙĒĘ̼ʺƝȚ˽ԦԗǙȃ̒Ḁ̊ď/ 50 ·Řтĉiʣ̽лć¼/̽ԘӪӞӤԎӹӧӕǸ

Ǖ̒Ḁ̊ďԙǙȃ̒Ḁ̊ď/ԛ2009Ř 12ǹ 15Ǚԛ 

6. ád�́ԙ2008ԙ�ϮÃϐБkȎ΢ӅʼҋҧĒĘ̼ҩÕʳʹìҭõ�ªӅƷӁԛǆĩ̼ҩʻȨԙ118ԙ

33-38 
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松四 雄騎 研究室 
（京都大学防災研究所 地盤災害研究部門 山地災害環境研究分野） 
 
１．研究室（個人の研究）概要とAMSの位置づけ 
ÕŶďҎҾҰÕϐďҭΞʘҏҿԙɿʌõ�őĸÕҬҎҕӁɷʕӅěʲҜӁҡҺҭÕʳΑĶӺԐӡӟҬТҜӁ

ʴďˏß˫ˡ̅ӅΌҤҧҋӁԛÕΑϦOҭϯĻЗʥ�ҬʺƝ΀̂ҜӁ 10Beԙ26Alԙ36Cl ̕ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽

ӅʼҋҡÕŶъҭхiŘ(ɻęҎҾҰĸÕҭuxϮŤɏęӅ�Ƅˏζѓҭүҩҥҩ3͈'ҕҧҋӁԛҗҭƤ

ɜӅʼҋҧԙї�ԕ@љҩҟӂҬҾӁÕŶˋϸ϶˹ҬҎҕӁԙǧСҎҾҰϮŤƒæҭęБ�ӅΌҤҧҋӁԛĒ

Ę̼ʺƝȚ˽ҭƽʼҬҾӁҗҌҚҡÕŶďˏԕЧʕďˏҫƇʼӅΌҤҧҋӁˡ̅ĝҮԙƞҐÍҨҮŵˡ̅ĝӅ

Ҏҋҧ&ҬҫғԙҗӂҷҨҬǙȃҨҮȊ�ùďԙ�Јùďԙ̖ɝùďԙĨGùďԙѪ¤ùďԙВɕùďԙův

ùďԙFŉùďԙ�;ùďԙТȊďЫùďԙ�ΛŊȨùďԙÍÑÕʴЫԙʻȨ̻­ƥ΍ˡ̅ƢԙȩÕˡ̅Ƣԙ

т~�ýˡ̅Ƣԙɬ÷ҨҮ�ÍҭŝΙùďԙɧɍùďԙΙ��ϭùďԙ©ɾ�ͥùďԙԁԏԖӝӈҭӗӳԒ

ӛԖԒùďԙӬӊӨҭԀӨӥԃùďԙӐԖӟӫԌԍӈҭӌԐԒӚԒùďҫҪԙÍd÷ҭÕŶďˡ̅͒ҩϰƿҚҧԙ

ĒĘ̼ʺƝȚ˽Ӆʼҋҡˡ̅ӅƹϱҚҧҎӀԙҟҭ�Ҩ�ƄˏČÓҩҫҤҧҋӁԛҗӂҿҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭ

ɻęҮӤԒӪԃ�ϮÃӅʼҋҡ�ϮÃϐБkȎԗAMSԘҬҾҤҧҭҸ¨͜ҨҊӀԙMALT ҬҎҕӁ AMS Үˡ

̅ϳΌҬȶғҗҩҭҨґҫҋһҭҩҫҤҧҋӁԛ 

 

２．これまでの主な実績 
҂Ļ˟�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭÕŶԕЧʕďˏƇʼkАҭРƬ 

ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕŶõ�ҭęБˏˡ̅ƤɜӅÍdҨoҺҧī^ԕěϙԛ 

ǙȃҭͮłĻÕÜҬҎҕӁÑĶҭŶƝϮŤӅĒĘ̼ʺƝȚ˽ӅʼҋҧoҺҧɏęԛЪпҬҾӁΑĶńñ

ҐёͅҬˋʺҜӁǙȃҭĸÕҬҎҋҧԙńñҭfʲ·ǿҼ\ˈƋҭęБˏʴΠԙүҩпҬҾӁńÑБ

�ɻҬŹ̋ҥǕҚҋӈӺԐԖӦҩҚҧǿźҙӂҧҋӁԛ 

ˠЧďҬҎҕӁǕҚҋǖɜκҩҚҧԙĸÕɥÜҏҿҭОǿˏÑˠʺʻБӅԙɶɥäˠ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽

ӅʼҋҧΪ?ҜӁƤɜӅƺȝԛ 

ɿʌõ�őҭùϒ.ĸÕҨǪϵˏҫÕŶŶƝ8ʼҩҚҧȴ͜ҜӁɯĶńñҭˋʺŘ(ҭɏęҬԙĒĘ̼

ʺƝȚ˽ҬҾӁхiŘ(ɏęɜӅϼʼԛɆKõ�ҐɯĶńñҭˋʺёŤҬųғŸьҜӁҗҩӅoҺҧ˭

Қҡԛ 

ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕΑъҳҭǧСƒæҭ'	Үԙ;ʼɳҸȚʠǒÕĶgkҭÕ˔ĔęƋҭΪ?Ƥ

ɜҩҚҧһɞ˕ҙӂҧҋӁԛ 

 

҂ùɆʾȉҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭÕʳʹìõ�ˡ̅ҳҭƇʼ 

�ȩӬԖԃұқӈӊӟәӈ�ҭ 36Cl ҭęБҬҾӀԙ϶�ǌ��ŘҬɸӁĒĘ̼ųŤõ�ҼùɆƀʹõ�Ӆ

ſWԛ 

ɽɇҼÕ�ɇԙÑòҬ²ҷӂӁùɆʾȉȚ˽ҭęБҬҾӀԙÕ�ɦĶҬҎҕӁɇǏʹìҼʥϐƀʹӅˡ

̅ԛ 
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҂ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭʺƝ϶˹ҬТӄӁȚ¢Ƈǔъ̂ҼĒĘ̡̼ĉɷΒОҭɏę 

�ƋĉҼԂԈԖӐԒҭʝĩěѣҬҾӀԙ10BeҼ 26AlҭʺƝҬҎҕӁʥʴӴԌԄԖӤӅɏęԛ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
2014-2016ŘŤԗŗƝ 26-28ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ͳƤˡ̅ԗAԘԗ26702010Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ȌÅйѢ 

ˡ̅ζѓ°: ыǕˏӈӺԐԖӦҬҾӁΑĶńñҭˋʺ3͈ԕΜȯԕˋʺǧtҭ�ɻӝӟөԃҭРˋ 

�Ɲ̻є: 13,260�eԗ˖Ƹ̰ϋ: 10,200�e; СƸ̰ϋ: 3060�eԘ 

2014ŘŤԗŗƝ 26ŘŤԘ�ЈùďЧʕˡ̅Ƣƭʘˡ̅ԗ�ͨƹϱˡ̅ Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ȌÅйѢԗ�ЈùďԘ 

ˡ̅ζѓ°: ɆτԕÕτԕɇτ̵­ԅӮӤԍԒӖӝӟөԃҭȬ̞ 

�Ɲ̻є: 2,750 �e 

2013-2016ŘŤԗŗƝ 25-28ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ß˔ˡ̅ԗAԘԗ25247082Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ád �́ԗůvùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 

ˡ̅ζѓ°: ΗǌȚ˽ҩΗǌ�ʴҬßҦғĒĘ̼Ř(ɏęɜҭǕĴР 

�Ɲ̻є: 13,910�e 

2013ŘŤԗŗƝ 25ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ʦqˡ̅Bϱϋԗ25900002Ԙ 

ˡ̅(Α͒: Ȋ˃ЄʺԗȊ�ùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 18° 

ˡ̅ζѓ°: ŗƝ 25Ř©ї 26«ҬҾӁ-ςùĿҨˋʺҚҡÑˠʕğҭ̻­ˡ̅ 

�Ɲ̻є: 21,570�e  

kƪВє: 200�e 

2012-2014ŘŤԗŗƝ 24-26ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ß˔ˡ̅ԗBԘԗ24300321Ԙ 

ˡ̅(Α͒: Ͳρ ƖŷԗĨGùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 

ˡ̅ζѓ°: �ІĸĽҬҎҕӁ̒Ḁ̊ÕŶԕÕϐďҭfȬ̞ԦǸ̮Ɉǿ)ЪҭùΜȯÕҜҴӀӅ�ƄҬ 

�Ɲ̻є: 14,180�e 

kƪВє: 4291�e 

2012-2014ŘŤԗŗƝ 24-26ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ß˔ˡ̅ԗAԘԗ24246156Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ̓ a¹ԗ̖ɝùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 

ˡ̅ζѓ°: �ϮÃϐБkȎɜӅʼҋҡ!ʙϒʀҭОħ¸ǆĩƋȚ˽kȎҬҾӁʹìŸьΪ? 

�Ɲ̻є: 12,480�e 

kƪВє: 1500�e 
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2011-2016 ŘŤԗŗƝ 23-28 ŘŤԘ ˷ďƥ΍ƳͥȴȬ Ɵˆˏ{ϯˡ̅ƹϱ�ȨӦԖԃØˡ̅ԗJST-CRESTԘ 

ˡ̅(Α͒: ĬȅϏ�Ǽԗ�ЈùďԘ 

�ҡӁb¯ˡ̅͒: ȌÅйѢԙ& 5° 

ˡ̅ζѓ°: ͪϐҨĔ_ҫɇҭƯ̸ˏҫ=̴ӅěʲҜӁҡҺҭĸ7Õ�ɇύʀРˋƥ΍ҭȬ̞ 

�Ɲ̻є: 200,000�e 

2015ŘŤҷҨҭ˖Ƹ̰ϋ: 6510�e 

2011-2015ŘŤԗŗƝ 23-27ŘŤԘ˷ďˡ̅ϋΕ�В ß˔ˡ̅ԗSԘԗ23221009Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ρ γԗ�ЈùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 

ˡ̅ζѓ°: ÕŶԕÑòԕȥʺҭ^ӂĉȬϯˏˋϸӅұҷҍҡɥÜɇɥiʦƋҭõ��ɻ 

�Ɲ̻є: 40,300�e 

kƪВє: 4600�e 

2011-2013ŘŤԗŗƝ 23-25ŘŤԘ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ƱƟˏͼͱˡ̅ԗ23654172Ԙ 

ˡ̅(Α͒: �Ȁͪкůԗ�ЈùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢ 

ˡ̅ζѓ°: Ι�Ǚȃ÷őҭвϒҩ@љķȿҭΠǡ 

�ƝВє: 3510�eԗ˖Ƹ̰ϋ: 2700�e; СƸ̰ϋ: 810�eԘ 

kƪВє: 900�e 

2011-2013ŘŤԗŗƝ 23-25ŘŤԘ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ƱƟˏͼͱˡ̅ԗ23656586Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ̓a¹ԗ̖ɝùďԘ 

ˡ̅kƪ͒: ȌÅйѢԙ& 1° 

ˡ̅ζѓ°: оɻęȚ˽ӑԎӝӌԃ 41 ӅѦӎӰԎӔԖ�ϮÃϐБkȎҬҾӀϓѦƗŤҨȦiҜӁΫҸ 

�ƝВє: 3510�eԗ˖Ƹ̰ϋ: 2700�e; СƸ̰ϋ: 810�eԘ 

kƪВє: 700�e 

2011-2013ŘŤԗŗƝ 23-25ŘŤԘ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ͳƤˡ̅ԗBԘԗ23710208Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ȌÅйѢԗ�ЈùďԘ 

ˡ̅ζѓ°: ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭkȎҬҾӁĸÕʀɥÜҭÑˠʺʻԀөԒӝԆԎҭęБ� 

�ƝВє: 4680�eԗ˖Ƹ̰ϋ: 3600�e; СƸ̰ϋ: 1080�eԘ 

2007-2009ŘŤԗŗƝ 19-21ŘŤԘ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ʦqˡ̅¼ā�ϋԗ07J01748Ԙ 

ˡ̅(Α͒: ȌÅйѢԗȊ�ùďԘ 

ˡ̅ζѓ°: ĒĘ̼ʺƝȚ˽Ӆʼҋҡї�ÑĶҭˋϸϮŤҩɥÜҭ@љϮŤҭęБ 

�ƝВє: 3300�eԗ˖Ƹ̰ϋ: 3300�e; СƸ̰ϋ: 0�eԘ 

2012-2014ŘŤ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ͳƤˡ̅ԗBԘԗ24700944Ԙ 

(Α: Ι� ˼ĉ; ˡ̅�~͒: ȌÅйѢ 

ˡ̅ζѓ°: ĒĘ̼ʺƝȚ˽Ř(ɻęӅʼҋҡǙȃӈԎӺӟҭĸ7õŶРĆǧǿҭʦę 

�Ɲ̻є: 2210�e 
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2011-2013ŘŤ ÍÑ�ϭ˘ ɖňˠЧƥ΍ˡ̅Рˋa�ѵ ˠЧƥ΍kА 

(Α: �Ȁͪкů; b¯ˡ̅: ȌÅйѢҵҏ 

ˡ̅ζѓ°: ɯĶńñҭˋʺ�аǓъҭÕϐˏƩiƤɜҭȦΣ 

 

2008-2010ŘŤ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ͳƤˡ̅ԗBԘԗ20700668Ԙ 

(Α: `¢Õw; ˡ̅�~͒: ȌÅйѢ 

ˡ̅ζѓ°: ї�ԕ@љϮŤҐĸÕĬɥÜҭɇǏÕŶӺԐӡӟҬҎҾҶҜŸь 

�Ɲ̻є: 3900�e 

 

2007-2009ŘŤ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ß˔ˡ̅ԗBԘԗ19300305Ԙ 

(Α: ȌIaƛ; kƪ: Ȍŀɪ� ҵҏ 

ˡ̅ζѓ°: ˟ʔĻҭї�ԕuxϮŤҩӑԎӟӫÕŶҭŶƝӺԐӡӟ  

�Ɲ̻є: 14,820�e 

 

2005-2007ŘŤ ˷ďˡ̅ϋΕ�В ƱƟˏͼͱˡ̅ԗ17650277Ԙ 

(Α: ȌIaƛ; kƪ: Ȍŀɪ� ҵҏ 

ˡ̅ζѓ°: ͮłĻ@љÕŶҭŶƝŘ(ҎҾҰ@љϮŤƹęҳҭ TCNɜҭϼʼ 

�Ɲ̻є: 3510�e 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
1. Ȥ¦ǺЎ҆˶®ӑԎӟӫҭƝ̋Ř(ҩ©ÕъҭuxϮŤ: щ˟ʔϐˠˬ�ҭ 10Beԕ26AlҭęБ҇2008Ř

3ǹ̖ɝùďGóκǏԗʺ¸ʹì˷ďˡ̅˷Õʳʹì˷ďĨǅԘ 

2. �ȇΔΜ҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽Ř(ɻęɜҩʥϐ£ǃɜҬҾӁ�ďˏuxϮŤҭƹęԚ�ӈԎӺӟͭСň

Ҩҭ�<Ԛ҇2010Ř 3ǹ̖ɝùďGóκǏԗʺ¸ʹì˷ďˡ̅˷Õʳʹì˷ďĨǅԘ 

3. ѧĸǮª҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭęБҬҾӁ�ӈԎӺӟͮłĻǓъҭÑĶŶƝϮŤҭƹę҇2011 Ř 3 ǹ̖

ɝùďGóκǏԗʺ¸ʹì˷ďˡ̅˷Õʳʹì˷ďĨǅԘ 

4. ɍϰчʹ҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽ 10Beҩ 26AlҏҿƹęҙӂҡȀǶѡԔĽ·ϡҭɈɖԕ·ɈɖÕŶҭŶƝŘ(҇

2011Ř 3ǹȊ�ùďGóκǏԗǕяÜ{Ɲ˷ďˡ̅˷͢ʜʹìďĨǅԘ 

5. ρ¦Δ͊҆Ѫ¤ˠ�ӿԖԍԒӖΫǒҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ΠȎҬҾӁ�(ňɥÜuxϮŤҭõϾҩѪ¤ˠ

�ҭŶƝª҇2012Ř 3ǹѪ¤ùďGóκǏԗÕÜďІÕÜʹìď˷bʺØʹìďνťԘ 

6. ɸð�˨҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽ 10Be ҾӀɊҺҡĬѯɶρҭ�tϮŤҭ̓ǔkŎԦʅ-ʅôҎҾҰ̇^ΊΌ

�Сҭˋϸ϶˹҇2013Ř 3ǹѪ¤ùďGóκǏԗÕÜďІÕÜʹìď˷bʺØʹìďνťԘ 

 

５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 
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Sekimoto S., Okumura S., Yashima H., Matsushi Y., Matsuzaki H., Matsumura H., Toyoda A., Oishi K., 

Matsuda N., Kasugai Y., Sakamoto Y., Nakashima H., Boehnlein D., Coleman R., Lauten G., Leveling A., 

Mokhov N., Ramberg E., Soha A., Vaziri K., Ninomiya K., Omoto T., Shima T., Takahashi N., Shinohara A., 
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笹 公和・末木 啓介 研究室 
（筑波大学研究基盤総合センター応用加速器部門 AMSグループ）  
 
̖ɝùďˡ̅ß˔̻­ӡԒӤԖƇʼ�ϮÃІП 

̖ɝùďӈӊӣӫԖӺʹì�Ƙˡ̅ӡԒӤԖ 

MALTrʼ: ǉ¼ 2°҃ˡ̅¼ 1°҃ƥ΍¼ 2°҃�óζ˹ 2°҃Góζ˹ 1°҃�ˡʺ 1° 

 
１．研究室概要とAMSの位置づけ 
О�ɷǿȚ˽ԋӌ̪ 129 (129I)ҩê̪ 36 (36Cl) Ұӡӝӌԃ 137 (137Cs)ҭʹì�Ƙˡ̅ӅěǗҚҧҋӁ҄˴Ŀ̒

��ˋ�ǇvŻҨҭ 129IҭkŎηȗҬҎҋҧ҃MALTҬҎҕӁ AMSɻęҮƅΚ�¨ȶҫˡ̅ƤɂҩҫҤҧ

ҋӁ҄ҷҡ҃�Ǉvҭ˴Ŀ Ұҟҭ·ϡҭ 129I ηȗ̱ȐҮ҃�ˋ�ǇҬҾӁ 131I ҭЪ�ԕɑ˛БҭƹęҬҎҕ

ӁϊЏҫӳӧӕӖԌӌԒӬӪԖӤҩҫҤҧҋӁ҄ҟҭ&҃14C-AMS ҭǕҡҫˡ̅ƤɜҭРˋҩ 36Cl ҭ AMS ɻę

ɜҭѦŤ� Ұ 90Sr-AMSҭРˋӅb¯ҨƹϱҚҡ҄ 

̖ɝùď AMS ӝӟөԃҐ 2011 ŘҭȊǙȃùуʕҬҾӀƾñҚҡʙ̖҃ɝùďҬҎҕӁ AMS ˡ̅Ӆ MALT

ҭˡ̅ΧPӅrʼҚҧěǗҚҧҋӁ҄øȚ˽ҭ AMS ɻęҐěǗҨґӁǗΧҮÍdҨҮ&ҬČÓҞҝ҃AMS

ˡ̅ҭƭʘǗΧҩҚҧrʼҚҧҋӁ҄2015Ř 12ǹҬ̖ɝùď 6 MVӤԒӪԃ�ϮÃҐ˿SӅРĆҜӁ�ęҨ

ҊӀ҃Ȋù-̖ɝù AMSϰ­̯͆ҬҾӁˡ̅ƭʘҭŶƝӅ˕ưҚҧ҃ˡ̅ϰƿҭų�ӅËҤҧҋӁ҄ˡ̅ϰƿ

ҩҚҧ҃AMSˡ̅kАҨҭͳƤ!Ȇ͙ƝҼˡ̅Рˋҭb¯ěǗ҃ӝԒԀӞӌԃҭРQҫҪӅěǗҚҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘӈӊӟәӈˡ̅ 

1. ĒĘ̼ʺƝȚ˽ 36Clҭ AMSҬҾӁѦƗŤkȎƤɜҭРˋ 

2.�ȩӬԖԃұқӈӊӟәӈӅʼҋҡ 36ClҬҾӁ϶� 70�ŘҬӄҡӁĒĘ̼ųŤõ�ˡ̅ 

 3. Íжb¯ˡ̅ҩҚҧ҃ӖԍԖԒԌԒӬ NEEM ӈӊӟәӈҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 36ClҭkȎ 

ԗԠԘ129Iʹì�Ƙˡ̅ 

 1. Íd¯̾ŤÕÜҭΑĶÑòҬҎҕӁ 129IҭkŎηȗ 

 2. ˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢҏҿҭǆĩƋ¯37ҭƮǊΪ? 

 3. ˴Ŀ�ˋ�Ǉϒʀԋӌ̪ 129ҭЯÜҏҿɬɠʹìҳҭ˸Όˡ̅ 

 4. ΂ʯĸʓ¦ɼԋӌ̪¯37Ʉҭ̰ǧõ�ҩʓĸɤ�ҬТҜӁˡ̅ 

ԗԡԘ˴Ŀ˙ɫɍˀҭŘϞ�ҭʗ̪ 14ʏŤõ� 

ԗԢԘӒӟӕԐԁӫӖԌӸ-�ϮÃϐБkȎɜҭРˋҩʗ̪ 14͢�vgʴΓ͈ҭƋ͜Ϊ? 

ԗԣԘ36Clҭ AMSȦiɜҭѦŤ� 

ԗԤԘ90Srҭ AMSϤϮęБǖɜҭРˋ 

ԗԥԘоɻęȚ˽ҨҊӁê̪ 36ԙԋӌ̪ 129ԙөӕӰӦӌԃ 99ҭÑòҏҿҭƩiǖɜҭȦΣ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
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˷ďˡ̅ϋΕ�В 

1. ß˔ˡ̅(A)҆ø˽ҭОħ¸ǆĩƋȚ˽ӅϓѦƗŤҨȦi¨͜ҫ�ϮÃϐБkȎɜҭРˋ҇ H27-30 Ř

Ť҃̓ԙȂȀԗ̖ɝùԘԙ×¦ԗ̖ɝùԘ҃ȌŀԗȊùԘԙÎkԗJAEAԘ҃ȌȇԗKEKԘԙȌÅ(�ù) 

2. ƱƟˏͼͱˡ̅ ҆ʗ̪ 14ԁӧӷԒӖ˖ƸɻęӅ˕ưҚҡԏԖӜԖӈӹԏԖӝԊԒ�ϮÃϐБkȎɜҭР

ˋ҇ H26-28ŘŤ҃̓҃ȂȀ(̖ɝù) 

3. ß˔ˡ̅(A)҆�ϮÃϐБkȎɜӅʼҋҡ!ʙϒʀҭОħ¸ǆĩƋȚ˽kȎҬҾӁʹìŸьΪ?҇

H24-26ŘŤ҃̓ԙȂȀԗ̖ɝùԘԙȌŀԗȊùԘԙȌȇԗKEKԘԙȌÅ(�ù) 

4. ƱƟˏͼͱˡ̅ ҆оɻęȚ˽ӑԎӝӌԃԡԞӅѦӎӰԎӔԖ�ϮÃϐБkȎҬҾӀϓѦƗŤҨȦiҜӁ

ΫҸ҇ H23-25ŘŤ҃̓҃ȂȀ(̖ɝù)ԙȌÅ(�Јù) 

5. ß˔ˡ̅(A)҆ӈӊӟәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬҾӁÕʳʹìҭõ�ªҬТҜӁˡ̅҇ 

H19-H21ŘŤ҃ȌŀԗȊùԘ҃ádԗůvùԘ҃̓ԗ̖ɝùԘ҃ȃĸԗȩÕˡԘ҃ȖʽԗʹìˡԘ 

6. Ǖď΍яÜˡ̅ԗˡ̅яÜƺȝØԘ҆˴Ŀ�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡǆĩƋȚ˽ҭʹì�ƘҬТҜӁď

жˏˡ̅҇ѵ (ɇԕÑˠ˸�Ҭ1ҌǆĩƋʥϐҭ˸Ό϶˹ҭʴΠ)ѵ  

H24-28 ŘŤ҃ƍʽԙȂȀԙ̓ԙϢȇԙ˴Ŀ(̖ɝù)ԙɲɇ(�ù)ԙĸǎ(�ù)ԙϦΈԗ�;ùԘԙоɝԗ˴Ŀ

ùԘ 

7. ß˔ˡ̅(B) ҆�ϮÃϐБkȎɜӅʼҋҡȩƁБǆĩƋȚ˽kȎҬҾӁÕʳʹì�Ƙˡ̅Ƥɜҭ˥̋҇ 

H21-23ŘŤ҃̓҃ȂȀ(̖ɝù)ԙƠŀ(ʻ̻ˡ)ԙȌȇԙqƢ(KEK) 

8. ß˔ˡ̅(B) ҆ȩƁБǆĩƋȚ˽ӝԍәԒ 32ҭ�ϮÃϐБkȎɜҬҾӁϓѦƗŤȦiɜҭРˋ҇ѵ  

H18-20ŘŤ҃̓ԙȂȀԙʽʑԙОĿ(̖ɝù) 

 

ҟҭ&ҭˡ̰̅ϋ 

9. ǏІ˷ď˘�ĉ~ß˫ß˔Ɵˆˡ̅ӊӮӝӈөӉӹѵ ҆ȩƁБǆĩƋȚ˽ AMS ҬҾӁ�ĉ~ǗΧʹì

ԅӮӤԍԒӖˡ̅҇ H20-21ŘŤ҃̓ ԗ̖ɝùԘ 

10. aˑφÈɜ!ӕԍӤɇԕʹì˷ďƳͥφÈѵ Ídˡ̅�Ɲ�Ȩ ҆О�ɷǿȚ˽ Cl-36 ӅʼҋҡÕ�ɇʆ

˄ǧСΪ?ɜҭˡ̅҇ H22ŘŤ҃̓ԗ̖ɝùԘ҃Ơŀԗʻ̻ˡԘ 

11. JST/CREST҆Ư̸¨͜ҫɇrʼӅěʲҜӁыǕˏҫƥ΍ҩӝӟөԃ҇҃ŗƝ 23 ŘŤƶƧζѓ҆Ĕ_ҨƯ

̸¨͜ҫɇrʼҭҡҺҭǆĩƋʥϐ˸ɥƮǊӝԂԈԏԖӤҭРˋ҇ԗ(Αѵ ɒѵ ùŚԘ 

H23-27ŘŤ҃CREST˸ɥƮǊӦԖԃѵ ȂȀӖԎԖӺѵ ȂȀԙ̓ԙƍʽԗ̖ɝùԘ 

12. ̖ɝùď ȊǙȃùуʕſͥǃƽӺԐӖԌԃ҆ȊǙȃùуʕҬҾӁ�ˋ�ǇŻҭǆĩƋȚ˽ҭɌȓҭě

ƘҩĦ̘҇ 

H23-25ŘŤ҃ȌȃԙĞȃԙƍʽԙȂȀԙ̓ԙ§ňԙ˴Ŀԙϕ̋ԙϢȇԙĸϗԙʽȇԗ̖ɝùԘ 

13. ̖ɝùďˡ̅ß˔ǃƽӺԐӖԌԃ A ӤӊӺѵ ҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽ 14C ҩ 10Beԕ26AlҬҾӁӵԁԌԇɈɖŻϩҭ

Ř(ҩϮŤҭˡ̅҇ H25ŘŤ҃Ȍ� ½� (̖ɝù) 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
GóκǏ 
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1. ɛ ùŏԦѵ ҆PHITSӅʼҋҡAMSɻęȈ,ҭΪ?ҩĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭɻę҇҃2015Ř 3ǹ̖ɝùďѵ ǌ

ʴʥϐ˷ďˡ̅˷ʥʴďĨǅGóκǏ 

2. ѱ5 ¹ÿԦ ҆Ǹ̮ϩɈǿҏҿĕǕ
Ҭҏҕҧҭ�ȩɈşәӈ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 36Cl ҭkȎ҇҃2012

Ř 3ǹ̖ɝùďѵ ʺ¸ʹì˷ďˡ̅˷ʹì˷ďĨǅGóκǏ 

3. Ιȇ ǻ̩Ԧ ҆ÕΑъ�ҬҎҕӁ˟ʔĻ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 36Cl ҎҾҰ 10Be ҭɯŤӺԐӸӇӊԎӅʼҋ

ҡ@љϮŤҭſW҇2012Ř 3ǹ̖ɝùďѵ ʺ¸ʹì˷ďˡ̅˷ʹì˷ďĨǅGóκǏ 

4. �ň ʌ�Ԧ ҆ǆĩƋȚ˽ 137Cs, 129IҭÑò�ҭkŎҬТҜӁˡ̅҇҃2012Ř 3ǹ̖ɝùďѵ ǌʴʥϐ˷

ďˡ̅˷�ďĨǅGóκǏ 

5. úА čɠԦ ҆ÑòҬҎҕӁČÓʨƘҭˇҫӁê̪�ҭ 36Cl/Cl ¯37ɄkȎ҇҃2011 Ř 3 ǹ̖ɝùďѵ

ǌʴʥϐ˷ďˡ̅˷�ďĨǅGóκǏ 

 

５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 

2015Ř 

1. Tetsuya Matsunaka, Kimikazu Sasa, Keisuke Sueki, Tsutomu Takahashi, Masumi Matsumura, Yukihiko 

Satou, Jun-ichi Kitagawa, Norikazu Kinoshita, Hiroyuki Matsuzaki, Pre- and post-accident 129I and 137Cs 

levels, and 129I/127I and 129I/137Cs ratios in soil profiles near the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant, 

Japan, Journal of Environmental Radioactivity, (2015) in press. 

2. Kimikazu Sasa, Tsutomu Takahashi, Masumi Matsumura, Tetsuya Matsunaka, Yukihiko Satou, Daiki Izumi, 

Keisuke Sueki, The new 6 MV multi-nuclide AMS facility at the University of Tsukuba, Nuclear Instruments 

and Methods in Physics Research B 361 (2015) 124-128. doi:10.1016/j.nimb.2015.04.028. 

3. Tetsuya Matsunaka, Kimikazu Sasa, Keisuke Sueki, Tsutomu Takahashi, Masumi Matsumura, Yukihiko 

Satou, Jun-ichi Kitagawa, Norikazu Kinoshita, Hiroyuki Matsuzaki, Post-accident response of near-surface 
129I levels and 129I/127I ratios in areas close to the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant, Japan, Nuclear 

Instruments and Methods in Physics Research B 361 (2015) 569-573. doi:10.1016/j.nimb.2015.03.056. 

4. Yasuto Miyake, Hiroyuki Matsuzaki, Kimikazu Sasa, Tsutomu Takahashi, Measurement of long-lived 

radionuclides in surface soil around F1NPP accident site by Accelerator Mass Spectrometry, Nuclear 

Instruments and Methods in Physics Research B 361 (2015) 627-631. doi:10.1016/j.nimb.2015.05.017. 

5. Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu Sasa, Tetsuya Matsunaka, Tsutomu Takahashi, Nao Shibayama, 

Daiki Izumi, Norikazu Kinoshita, Hiroyuki Matsuzaki, Technological developments for strontium-90 

determination using AMS, Nuclear Instruments and Methods in Physics Research B 361 (2015) 233-236. 

doi:10.1016/j.nimb.2015.04.032. 

2014Ř 

6. Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu Sasa, Jun-ichi Kitagawa, Satoshi Ikarashi, Norikazu Kinoshita, 

Vertical distribution and formation analysis of the 131I, 137Cs, 129mTe, and 110mAg from the Fukushima 

Dai-ichi Nuclear Power Plant in the beach soil, J Radioanal Nucl Chem, Volume 303, Issue 2 (2014) 
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1197-1200. DOI 10.1007/s10967-014-3562-71. 

2013Ř 

7. D. Kejun, K. Sasa et al., Methodological study on exposure date of Tiankeng by AMS measurement of in situ 

produced cosmogenic 36Cl. Nuclear Instruments and Methods in Physics Research B, 294 (2013) 611-615.  

2012Ř 

8. Yuki Tosaki, Norio Tase, Kimikazu Sasa, Tsutomu Takahashi, Yasuo Nagashima, Measurement of 36Cl 

deposition flux in central Japan: Natural background level and its seasonal variability, Journal of 

Environmental Radioactivity, Journal of environmental radioactivity, 106 (2012) 73-80. 

2011Ř 

9. Norikazu Kinoshita, Keisuke Sueki, Kimikazu Sasa, Jun-ichi Kitagawa, Satoshi Ikarashi, Tomohiro 

Nishimura, Ying-Shee Wong, Yukihiko Satou, Koji Handa, Tsutomu Takahashi, Masanori Sato, Takeyasu 

Yamagata, First assessment of individual radionuclides distributions from the Fukushima nuclear accident 

covering central-east Japan, Proceedings of the National Academy of Sciences (PNAS), 2011, vol. 108,no. 

49, 19526–19529. doi:10.1073/pnas.1111724108. 

10. S. Merchel, W. Bremser, V. Alfimov, M. Arnold1, G. Aumaître, L. Benedetti, D. L. Bourlès, M. Caffee, L. K. 
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和田 秀樹 研究室（静岡大学 理学部 地球科学科） 
 

１．和田秀樹研究室概要とAMSの位置づけ 
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２．これまでの主な実績 
éíê14C�Xª{ 

  (a) ���Ù$ 14C�Xª{$ÀÁ\�~"�edµ#���
1960�X$u¢p�|æ#*,
14C¯�sb$Ðã.�]�,�(
A<271H)@HM$��9HJM7Q$ 14C¯�.ª{
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¦r��h��¨£Q$­x±�°Ä$ 14C¯�.ª{��� 

 

３．外部資金・外部との共同研究   
Ñ��h$�($^lÀÁ%
ä�¾£¸�ÌÀÁ�
é´ê£¸ÆkÀÁ9K;M Ë�
�-�-��$

å¤R
ÉçR$àÈ�$Ñ��£.^lÀÁ ��ß(�����

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
01ԘШ�ɢ͏´҆Atmospheric 14C variations derived fromѵ tree trunks from Madagascar by AMS analysis҇2010

Ř 1ǹшĺùďʴďˡ̅˷GóκǏԗÕʳ˷ďĨǅԘ 

02ԘĀʽÀû҆Isotopic records of nuclear bomb tests in trees with indistinct growth rings from Peru, South 

America҇2011Ř 1ǹшĺùďʴďˡ̅˷GóκǏԗÕʳ˷ďĨǅԘ 

 

５．最近の論文 
ȗε'ґκǏ 

01ԘT. Tsuboi, H. Iwata, H. Wada, H. Matsuzaki, R. Sohrin, Y. Hiroe, T. Ichikawa, K. Hidaka, T. Watanabe 

(2011) Water column profiles of dissolved inorganic radiocarbon for the Kuroshio region, offshore of the southern 

Japanese coast, Radiocarbon, Vol. 53, No. 4, 679-690. 

 

ΠδҫҪ 
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東郷 洋子・戸崎 裕貴（産業技術総合研究所） 
 
１．研究概要とAMSの位置づけ 
Ƣĵˡ̅ӖԎԖӺҨҮ҃Ǚȃ_ÍҭÕ�ɇҼɺɛɇӅƶ¤Қ҃ОǿˏҫǧСӟӗԖԎҬҎҕӁÕуԕʓĸɤ

�Ҽɬъõ�ҐÕ�ɇ̤Ҭ	ҍӁŸьҭηȗӅΌҤҧҋӁ҄ԋӌ̪¯37ɄҮОǿҭŘ(ɻęҐ¨͜ҨҊӀ҃

ɬšä̂ːҼɑҸϣҸőҨҭɇƀʹҭΠǡҬщŒҬǺ�ҫӨԖԎҨҊӁ҄ŵӖԎԖӺҨҮ҃ӻԍӌԃ¯37ԙ

ǆĩƋê̪¯37ɄӅrʼҚҡŘ(ɻęƥ΍ҭРˋҬ�ҍ҃Õ�ɇΫǒҭ�ďԕ¯37̯ƝӅӪԖӤӼԖ

ӟ�ҚҧҎӀ҃ǕҡҬê̪ԕ̪ͣԕԋӌ̪ҭӲԐӘԒW̪ɄҼԋӌ̪¯37Ř(ҭƒæӅ�ҍӁҗҩҨ҃ΗмҫÕ

�ɇɱ­̤ӅΠȎҜӁƤɜӅРˋҜӁ҄ĦτҩҚҧҋӁÕ�ɇҮ҃!ʙϒʀҭ 129I Ӆ²ҷҫҋҡҺ҃ĔęҚҧ

Ʉҭ4ҋԋӌ̪¯37ɄɻęҐҨґӁ MALTҭrʼҮ�¨ȶҨҊӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘ129IŘ(ɻę 

(a) �ɬϷŔūÕÜҬҎҕӁĻ˟ҎҾҰÕ�ɇΫǒҭԋӌ̪¯37Ʉ(129I/127I)ҭɄϝ 

(b) Œ˧-ɨϭӀÕÜҬҎҕӁɺɛɇ�ҭԋӌ̪¯37Ʉҭɻę 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
01ԘǙȃ�ĉ~ˡ̅РˋȴȬѵ YΌß˫Ŋďˡ̅ѵ H21-23 

Ѧȳ҃ņȃԗȊЇԘ҃ȱĸԗŝĿùԘ҃Ļǹ҃úАԗJAEAԘ 

02Ԙ˷ˡϋԕǕď΍яÜˡ̅ ˡ̅яÜƺȝØѵ H24-25 

҆�ďŶƘҩԋӌ̪¯37ɄҬßҦғÕ�ɯІҨҭԋӌ̪ҭƲ�Πǡ҇ 

ȊЇԗAISTԘ 

 

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
01Ԙņȃɠĉ҆Iodine geochemistry in surface environment based on iodine speciation and 129I/127I ratioԗ�ďŶ

ƘҎҾҰ 129I/127IɄҬßҦғΑĶʹì�Ҩҭԋӌ̪ҭÕʳ�ďˏƲ�Ԙ҇ 2011Ř 3ǹŝĿùďď3θɊκǏ

ԗùďЫʴďˡ̅˷ÕʳƓǣӝӟөԃďĨǅԘ 

 

５．論文リスト 
ȗε'ґκǏ 

Yoko S Togo, Kohei Kazahaya, Yuki Tosaki, Noritoshi Morikawa, Hiroyuki Matsuzaki, Masaaki Takahashi, 

Tsutomu Sato (2014) Groundwater, possibly originated from subducted sediments, in Joban and Hamadori areas, 

southern Tohoku, Japan, Earth, Planets and Space, 66, 131. 
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太田 朋子 研究室（北海道大学 工学研究院 環境循環システム） 
 

１．研究室（個人の研究）概要とAMSの位置づけ 
ϓħ¸Ț˽ӅӫԏԖӛԖҩҚҧÕʳΜȯʥϐƀʹҎҾҰʥϐƀʹҭӫԏԖӛԖƥ΍ҭРˋӅΌҤҧҋӁ҄ȩƁ

Бҭ I-129,Cl-36ҫҪҭȚ˽ҭɻęҬ AMSҮƅюҨҊӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
2011 Ř)vҮȚěѣvҭɬΉҩùɯŤÕ�ɇҭԋӌ̪¯37ɄӅrʼҚҡԋӌ̪¯37ɄoǿLҭƹęӅ

ΌҤҡ҄2011 Ř)ЪҮ˴Ŀ�ǇҬҾӀЪ�ҚҡǆĩƋԋӌ̪ҭ�ďŶƘҭƹęҎҾҰʹì�ҬǆiҙӂҡȚ

˽ҬҾӁÕ�ɇҭɌȓΪ?ӅΌҤҧҋӁ҄ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
ԗˡ̅(Α͒Ԙ 

1) ɬΉҬt�ҙӂҡ!Сɤ�Ҭ1ҌɬɠʹìҭõϾ҃˷ďˡ̅ϋΕ�ВԕͳƤ(A)ѵ ѵ ѵ ѵ  H24-H26 

2) ƞҐÍҭȲȀŘϞҭǆĩƋȚ˽ҭ¤ӀϣҸԄӑӮӠԃҭΠǡ҃ѵ ̒ 24 ÆԗŗƝ 27 ŘŤԘȥʥˡ̅�Ɲ҃

Ǖƥ΍РˋφÈ҃H27.4-H28.3ѵ  

3) ȤȏЬȓҭҡҺҭȲȀŘϞҳҭǆĩƋȚ˽ҭ¤ӀϣҸԄӑӮӠԃҭΠǡ҃ ȊǙȃùуʕſͥǃƽʦę

ˡ̅�Ɲ 2013, Ǖƥ΍РˋφÈ҃H26.2-H27.2 

4) ʲ(ҏҿ϶� 100ŘvҷҨҭɬΉΫǒҬɁҙӂҡ!Сɤ�ҭΥИ ҃̒ 10Æ̂ɇ�ď͢ʜҬďҲһҭҦ

ғӀˡ̅�ƝӺԐӖԌԃ҃ѵ H23.10-H24.9 

5) ʹìǆĩ͜ӅưȮҩҚҡΉêҭʻÕ¯ęҬТҜӁˡ̅҃˷ďˡ̅ϋΕ�В ͳƤˡ̅(B)ѵ ҃H20-H22 

 

ԗˡ̅kƪ͒Ԙ 

1) Íж�ĉ~!Ȇ͙ƝӊӮӝӈөӉӹ�Ȩԗ�ĉ~!Ȇ͙Ɲ̕ƹϱ�ȨԘȴТȱǔˏҫ!Ȇ͙Ɲ�Ȩ ҆Ӑ

ԖӺԒǉȆҭ8ƝԕɤʼҬҾӁěϙˏ�ĉ~ӳӧӕӎԒӬǉ͙҇ 

H26�ĉ~!Ȇ͙Ɲ̕ƹϱ�Ȩ (kƪ) 

2) øȭҫӡӝӌԃɌȓŨȢʥҭ�СԕǸ̮gkĔ_Ϊ?ҭҡҺҭȴТϰƿҬҾӁøΟˏˡ̅ѵ (kƪ) H24 

�ĉ~ß˫ß˔ˡ̅ӊӮӝӈөӉӹ҃ˡ̅ǿС: H24-H26 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
 

５．論文リスト 
�ÔW�Õ�  

1) T. Ohta, Y. Mahara, S. Fukutani, T. Kubota, Y. Shibahara, T. Igarashi, R.Fujiyoshi, N. Watanabe, T. Kozaki, 

Speciation of 137Cs and 129I in soil after the Fukushima NPP accident, Radiological issues for Fukushima’s 

revitalized future, Springer Book, (accept). (2015). 
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2) ûʽǻĉ, ÑòΫǒ�ҭԋӌ̪-129kȎҬҾӁ˴Ŀ�Ǉǧҭԋӌ̪-131Ъ�БҭſW, ҲӆҞґ, No.5, 

203-204 (2015). 

3) Y. Mahara, T. Ohta, T. Tokunaga, H. Matsuzaki, E. Nakata, T. Nakano, T. Kubota, H. Yasuda, Pore-water 

mobility: Distribution of δ37Cl, 36Cl/Cl, 129I/127I and dissolved 4He concentration in the core drilled in the 

Mobara gas field, Japan, Nuclear Instrument and Method of Physics Research B, 294, 597-601 (2013).ѵ  

4) џ�Ec, ûʽǻĉ, ��ŅǈǏ, ĒĘ̼ԕÕ�ʺƝϒʀȚ˽ҩŏӒӟ¯37ӅʹìӫԏԖӛԖҩҚҡÕ

�ɇҭʆ˄ǧСҩÕŶõ�ӺԐӡӟҭƹę, Journal of the Mining and Materials Processing Institute of 

Japan, 129, 261-269 (2013).  

5) T. Ohta, Y. Mahara, T. Kubota, T. Abe, H. Matsueda, T. Tokunaga, H. Matsuzaki, Separation and 

measurement of 129I and 127I in pre-nuclear-era marine algae with ultra low 129I/127I isotopic ratios, Nuclear 

Instrument and Method of Physics Research B, 294, 559-562 (2013).  

6) T. Ohta, Y. Mahara, T. Kubota, S. Fukutani, K. Fujiwara, K. Takamiya, N. Yoshinaga, Y. Mizuochi, T. 

Igarashi, Prediction of groundwater contamination with 137Cs and 131I from the Fukushima nuclear accident in 

the Kanto district, Journal of Environmental Radioactivity, 111, 38-41 (2012). 

7) Y. Mahara, T. Ohta, T. Tokunaga, H. Matsuzaki, E. Nakata, Y. Miyamoto, Y. Mizuochi, T. Tashiro, M. Ono, 

T. Igarashi, K. Nagao, Comparison of stable isotopes, ratios of 36Cl/Cl and 129I/127I in brine and deep 

groundwater from the Pacific coastal region and the eastern margin of the Japan Sea, Applied Geochemistry, 

27, 2389-2402 (2012).ѵ  

8)  Y. Mahara, T. Ohta, T. Kubota, K. Miyakawa, T. Hasegawa, M. A. Habermehl and L. K. Fifield, 

Groundwater residence time estimated from 4He accumulated rate calibrated by using cosmogenic and 

subsurface produced 36Cl, Environmental Radioactivity, 24, the Italian Physical Society (2012)  

9) џ�Ec, ûʽǻĉ, ʄČŏӒӟҩО�ɷǿȚ˽Ӆ Geochemical tracers ҩҚҡÕ�ɇҭʆ˄ǧСҭƹę

ҩÕ�ɇϒʀҭȦΣ, Õďмί, 121, 96-117 (2012).  

10) T. Ohta, Y. Mahara, T. Kubota, Y. Saito, S. Fukutani, T. Fujii, A. Ando, E. Nakata, T. Nakano, Y. Abe, A. 

Tatematsu, Radionuclides on ancient relics obtained from the Matsusaki site and the Hirohata shell mound on 

the Pacific coast of Japan, Radiocarbon, 52, 526-533 (2010). 

11) Y. Mahara, T. Hasegawa, K. Miyakawa, T. Ohta, Correlation between dissolved 4He concentration and 36Cl 

in groundwater at Äspö, Sweden, Applied Geochemistry, 23, 3305-3320 (2008). 

12) Y. Mahara, H. Hohjo, T. Kubota, T. Ohta, Y. Mizuochi, T. Tashiro, S. Sekimoto, K. Takamiya, S. Shibata 

and K. Tanaka, Vertical distribution of 10Be, 26Al, and 36Cl in the surface soil layer of weathered granite at 

Abukuma, Japan, Nuclear Instrument and Method of Physics Research B, 268, 1197-1200 (2010). ѵ  

13) Y. Mahara, M. A. Habermehl, T. Hasegawa, K. Nakata, T. R. Ransley, T. Hatano,Y., Mizuochi, H. 

Kobayashi, A. Ninomiya, B. R. Senior, H. Yasuda, T. Ohta, Groundwater dating by estimation of 

groundwater flow velocity and dissolved 4He accumulation rate calibrated by 36Cl in the Great Artesian Basin, 

Australia, Earth and Planetary Science Letters, 287, 43-56 (2009). 
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永井 尚生 研究室（日本大学 文理学部） 
 

１．研究概要とAMSの位置づけ 
ĒĘ̼ʺƝȚ˽ҬТҜӁˡ̅ӅΌҤҧҋӁ҄ŵoҮȚԕǆĩ�ď҃ĒĘ˷ďˏΞʘҏҿӟӤԖӫҚ҃О�

ɷǿǆĩƋȚ˽ҭɻę҃ҙҿҬ AMS ҭРˋˡ̅ӅΌҤҡ҄ҙҿҬ҃җҭkȎƤɜӅʼҋ҃Ț¢Ƈǔъ̂

ҫҪȚӪԖӤҭɻę҃д˟�ҭȚ˽ʺƝҭӝӟөԁөӉӧӕӟҬҥҋҧˡ̅ӅΌҤҧґҡ҄ʲÓҮ҃ĒĘ

̼ʺƝȚ˽ 7BeԬ10Be ҭùɆԕЪɇԕɬɇԕɬšä̂ʥ�ҭkŎɻęҬҾӁ҃ÕʳΑĶҬҎҕӁʺƝԕ˸

�ԕ΀̂ҭ϶˹Ҭҥҋҧҭˡ̅Ґ�ҩҫҤҧҋӁ҄ҷҡǸϦҮ҃˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�Ǉҭɬɠҳҭ

ŸьΪ?ҭҡҺ҃ɬɇ� 137Cs҃129I ҭkŎɻęӅΌҤҧҋӁ҄ŵˡ̅ĝҭˡ̅ҭùІkҬҎҋҧҮ҃

MALT ҬҎҕӁ AMSҐˡ̅ҭ�ȚӅƪҤҧҋӁ҄ 

 

２．これまでの主な実績 
ԗԞԘAMSҭРˋˡ̅ 

 (a)MALTҬҎҕӁ 10Be, 26Al-AMSҭРˋҩԎԖөӉԒ�҄ 

 (b)MALTҬҎҕӁ 7Be, 32Si, 36Cl-AMSҭРˋ҄ 

ԗԟԘùØд˟�ҭˇҫӁȮˏԗВĵІkҩ˟ϐІkԘ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ԗ10Be, 26Al, 36Cl, 53Mn ̕Ԙҭ

kȎҏҿ shieldingҭŸьӅƹęҚ҃д˟�Ț˽ʺƝҭԅӪԎӅȬ̞҄ 

ԗԠԘZȚ¢ƇҬҎҕӁϜȚ(7BeԬ10BeԬ26Al)ʺƝǔъ̂ɻęҬҾӁӸԌӖԄԒөԖӝԊԒҭ¢ƇȴȬҭΠ

ǡ҄ 

ԗԡԘùɆԕɬɠ�ҭ 7BeԬ10BeҭkŎҩ˸�ҬТҜӁˡ̅ 

(a)ùɆԕпɇ�ҭ 7BeԬ10BeʏŤҎҾҰÕΑҳҭӸԌӧӕӟҭĎ̜õ�ԕɉŘõ�҄ 

(b)ûŗɠԕӊԒӬɠԕ�ȩɬҬҎҕӁɠ�ùɆ�ҭ 7BeԬ10BeʏŤkŎ҄ 

(c)�ͫ�ƋĉҭȚ¢Ƈǔъ̂ɻęҏҿΛ̂ҤҡùɆ� 10BeʺƝϮŤ҄ 

(d)ùɆ�ҭ 7BeԬ10BeҭĎ̜õ�ԕɉŘõ�ҭԅӪԎҬҾӁfʲ҄ 

(e)ɬɠΑĶҬҎҕӁ 7BeԬ10BeʏŤҭЕ˖kŎҩùɆԕɬɠΑĶҭ 7Be/10BeҬҾӁùɆҏҿɬɠҳҭ 7BeԬ
10Be ӸԌӧӕӟҭƹę҄ 

(f)ɬɇ� 9BeԬ10BeҭЕ˖kŎɻęҬҾӁ҃ɬɇҭƀʹҩ Be¯37'�϶˹҄ 

(g)ɬɇҏҿɬšä̂ʥҳҭ Be¯37˸Ό϶˹҄ 

ԗԢԘɬɇ� 129IҬТҜӁˡ̅ 

(a)˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢɒҭɬɇ� 129IʏŤҭ̰ǧõ�҄ 

(b)�ȩɬҀ�ûŗɠҀ�ûŗɠҀ�ȩɬҬҎҕӁӖԐԖӳԎҫɬɇ� 129IʏŤҭkŎ҄ 

 

３．外部資金・外部との共同研究 
1. Ǖď΍яÜˡ̅҆˴Ŀ�ˋ�ǇҬҾӀǆiҙӂҡǆĩƋȚ˽ҭʹì�Ƙҭďжˏˡ̅҇ԗǆĩ͜ʹì�

ƘԘ΢ˁˡ̅ A02-3������ɬɠšҬҎҕӁǆĩƋʥϐҭkŎʨɚΚÇƦƼ҇H24Ҁ28 
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ĸʽԗůvùԘ҃�ΈԗȊɬùԘ҃ɉ�ԗǙùǏʴԘ҃ɨĿԗВɕùԘ҃ȃøԗJAMSTECԘ҃Љԗǆ�ˡԘ҃ʞȃ
ԗJAMSTECԘ҃ɢǛԗт�ˡԘ҃ʽyԗůvùԘ 

2. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗԨԘ҆ĒĘ̼ʺƝȚ˽ӅӫԏԖӛԖҩҜӁʥϐƀʹҭˡ̅҇H14Ҁ17 

ѵ ѵ ɉ�҃Ȍȇ҃ѲΈԗǙùǏʴԘ 

3. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗԨԘ(2)҆ùɆԕɬɠҬҎҕӁĒĘ̼ʺƝȚ˽ҭkŎ ҰƲ�ҬТҜӁˡ̅҇H11Ҁ13 

ѵ ѵ ɉ�҃ĬȏԗǙùǏʴԘ 

4. ˷ˡϋԕß˔ˡ̅ԗԨԘ҆�ϮÃϐБkȎɜҭĒĘԕÕʳ˷ďҳҭƇʼ̅҇H6Ҁ8 

ѵ ѵ ɉ�ԗǙùǏʴԘ 

�

４．AMSを利用した修士論文、博士論文リスト 
1. 6Έѵ Ǭ̥҆ùɆ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 7Be, 10BeʏŤҎҾҰ 10Be/7Beҭõ�҇2015Ř 3ǹǙȃùďGó

κǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

2. îʽѵ йß҆�І�ûŗɠҬҎҕӁ Be¯37ҭkŎ҇2015Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ
̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

3. Оρňѵ ƛ҆�ûŗɠҬҎҕӁɬɇ� 129I ҭʏŤkŎ ѹ˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢ�ǇҭɬɠҳҭŸьѹ҇
2014Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

4. ȃøѵ ˚̥҆˴Ŀ̒��ĉ~ˋтƢϒʀ 129IҭÑò�ҨҭƲ�ҬТҜӁˡ̅҇2014Ř 3ǹǙȃùďG
óκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

5. ��ѵ ƚ˱҆ӊԒӬɠҎҾҰ�ȩɬҬҎҕӁɬɇ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 7BeҎҾҰ 10BeҭkŎ҇2012Ř 3
ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

6. 6Έ ŝ͊҆ӊԒӬɠҎҾҰ�ûŗɠҬҎҕӁɬɇ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ Be-10 ҭkŎ҇2010Ř 3ǹǙȃ
ùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

7. 
ĸѵ �҆͡ЪɇԕÕ�ɇ� 36ClҭɻęҩÕ�ɇ˸�ҭӫԏԖӛԖҳҭƇʼ҇2009Ř 3ǹǙȃùďGó
κǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

8. ЋŌѵ ̳ĉ҆ǙȃϦɬҬҎҕӁɬɇ�ҭBe¯37ҭЕ˖kŎҎҾҰɱ­Ķ-ɯĶСҭBeϟϪБҭΛ̂
һӀ҇2008Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

9. ®ʽѵ ƈʹ҆ΙІ�ûŗɠҬҎҕӁϑ̢Ñä̂ʥ�ҭ 10BeҭkŎ҇2007Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻
­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

10. ĸŶѵ ȼч҆Ȋ�ЈƄҩ`�ĿҬҎҕӁ 7Be,10BeʏŤҭĎ̜õ�҇2005Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­
ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

11. Έȇѵ �͛҆32Siҭ�ϮÃϐБkȎɜҭРˋ҇2005Ř3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Т
ʴ�ďĨǅԘ 

12. ѳΈѵ �ǥ҆ȊІûŗɠҬҎҕӁɬɇ�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽ 7Be,10BeҭkŎ҇2005Ř 3ǹǙȃùďGó
κǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

13. А¦  ˚Ů҆ùØДд˟�ҭĒĘ̼ʺƝȚ˽҇2004Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗
Тʴ�ďĨǅԘ 

14. ùϷ  ̨ûǼ҆͑§ϿʥӅʼҋҡɬɠԍӜԖӳԖ�ȐҭȦΣ҇2004Ř 3ǹǙȃùďGóκǏԗ̻­ß
˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

15. Шʑ  ϊ�҆Ɇ7XëØт˦˟Ӆ;ʼҚҡ 36Clҭ�ϮÃϐБkȎɜҭРˋҩƇʼ҇2004Ř 3ǹǙȃù
ďGóκǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 

16. øʽѵ �҆ûŗɠ−ӊԒӬɠҬҎҕӁĒĘ̼ʺƝȚҭkŎҩƲ�ҬТҜӁˡ̅҇2000Ř 3ǹǙȃùďGó
κǏԗ̻­ß˫˷ďˡ̅˷˗Тʴ�ďĨǅԘ 
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